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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　古こ来らいより、モンスターは人々の脅きよう威いだった。

　洞どう窟くつや樹じゆ海かい、都市や遺跡。自然地形も文明区域もお構いなしに占領したそれらの巣窟はいつしかダンジョンと呼ばれるようになり、世界各地に数を増やしてゆく。さらにその最さい奥おうには、強大な力を持った魔王たちが居きよを構え、力を与え強化した勢力を地上へ送り出していた。彼ひ我がの戦力差は圧倒的で、人類は毎日を神への祈りに捧ささげるしかなく、それでもなお、絶望の淵ふちから抜け出せないでいた。




　──けれど。

　そんな時代は今、世界の片かた隅すみで終わろうとしている。







「前へ」

　人類の希望が先陣を切っていた。

「前へ、前へ」

　精せい悍かんな若者が黄金の剣を振りかざし、魑ち魅み魍もう魎りようを蹴け散ちらし進む。

「前へ、前へ……前へ前へ前へ前へ──」

　彼の後ろには何十人と仲間が続いていた。全身を甲かつ冑ちゆうで固めた戦士。魔ま術じゆつ儀ぎ礼れいの施ほどこされたローブを着こなす魔法使い。獅し子し奮ふん迅じんの勢いでモンスターどもに立ち向かい、道なき道を切り開く。

「──前へっ！」

　そうして、モンスターどもの蔓延はびこる岩肌の荒野──『悠ゆう久きゆうの深しん淵えん』と呼ばれる世界最大級のクレーター型ダンジョンを行こう軍ぐんすること十と三日目。人類の希望『勇者軍』は、ついに奈な落らくの底を視界に捉えた。

「……あれが最後の魔王、か」

　崖がい下かで闇やみが蠢うごめいている。

　今まで蹴散らしてきた数の倍はあろうかという、モンスターの軍勢。

　その中心には、それらすべてが束になっても敵かなわないような存在がいた。

　最大最強にして、地上最後の魔王。

　黒い霧を絶えず噴き上げ浮遊する、そのあまりにも巨大な龍りゆうの生首は、魔王グレゾニアと呼ばれていた。

「クライル」

　黄金の剣の勇者──ユシアが振り返り、その名を呼ぶ。

「一番手、行く？」

「おうともさ」

　同じ年頃の青年──クライルもまた、あっさりと頷うなずいた。

　彼に戦闘的な特徴を求めるとするならば、それは二本の長なが槍やりにあった。屈くつ強きような兵士がようやく両手で扱える長さと重さの代しろ物ものを、彼は左右それぞれ変幻自在に振り回す。

　それ以外は、あまりに軽けい装そう。簡かん素そなプレートアーマーに身を包んでいるだけである。

　それでもクライルは──そのまま崖から飛び下りた。

　常人なら即死に繋がるだろう高さからの落下。それをクライルは何の工夫もなく、二本の脚で着地する。激突の激しさを物語る破は砕さい音おんは盛大に響いたが、岩場が派手に砕けただけで彼の身体からだに支し障しようはない。

　間かん髪はつを入れず走り出す。

　モンスターの群れが押し寄せる前に、クライルは突っ込んだ。

　踏み込み、斬り込み、斬り伏せ、踏み倒し──。

　二本の長槍は荒れ狂い、有う象ぞう無む象ぞうを蹴散らしてゆく。恐ろしい雄お叫たけびと悍おぞましい血ち飛沫しぶきが飛び交う中、クライルはなおも足を止めなかった。一度にすべてを倒すことはできないが、その長槍が届く範囲において彼は無敵だった。












　途中、サイクロプスと呼称される巨人型のモンスターが彼の前に立ちはだかった。一瞬の躊ちゆう躇ちよも見せず、クライルの長槍がその脇わき腹ばらを抉えぐる。しかしサイクロプスの肉は硬く、切断には至らない。切り込んだのもわずかばかり。

　関係なかった。

　クライルはそのまま腰を回転させ、サイクロプスごと長槍を振り回す。

「ぬ──ぅうんっ！」

　頑強で巨大なサイクロプスの肉にく塊かいは無類の武器と化し、殲せん滅めつ力りよくを倍増させた。クライルはその巨体で無数のモンスターどもを薙なぎ払う。怪物どもが空中を舞ったその瞬間、もう片方の長槍が神速で首を刎はねてゆく。

　まるで暴風のような蹂じゆう躙りん。

　闘争本能しかないはずのモンスターたちが、わずかに怯ひるんだ様子を見せる。

　それを機と見て、ユシアが号令を下した。

「──さぁ、我らも行くぞ！」

　軍が動き出す。魔法使いたちの放つ淡い光に包まれ、英雄たちが崖下へと一いつ気きに流れ込んだ。

「続け！　クライルに続け！」

　英えい傑けつたちが敵を屠ほふり、徐々にクライルの待つ最前線へと追いつく。もはやモンスターの数など脅威ではなかった。人類は強い。このままいけば勝てる。あとは巨大な龍の生首──魔王グレゾニアを討ち取ればいい。

　勇み足が、軍を一ヶ所にまとめあげた。

　──クオォォォ……。

　岩の谷間に、とても綺麗な音が反響した。全員の意識に一瞬の空白が生まれ、心を穏やかに研ぎ澄ませてくれる。

　一体、何の音なのか。

　モンスターどもが一斉に退いてゆく。

「……っ、駄目だ！　散れ、一ヶ所に集まるなっ！」

　最初に気付いたのはユシアだった。音の正体は、グレゾニアから発せられる静かな咆ほう哮こう──敵勢力の反撃の狼煙のろし。

　龍の生首の周辺に、七十二の魔法陣が浮かび上がっていた。

　その一つ一つから様々な色の光が噴き出し、大きく開いたグレゾニアの口こう腔こうへ一点に収束してゆく。目が狂うような眩まばゆさ。静かで澄んだ咆哮の音色。

　その砲撃は──この途方もない広さを誇るクレーター『悠久の深淵』を生み出した脅威そのもの。

「俺がなんとかする」

　しかしクライルだけが迷わず、怯まず、躊躇ためらうことなく走り出す。

　あっという間にグレゾニアとの距離を詰め、いくつもの岩場を踏み台に跳ちよう躍やくし、長槍の先端に突き刺さったサイクロプスの巨体でその横面をぶん殴った。

　ほんのわずかに、龍の生首が傾かしぐ。

　直後に砲撃が解き放たれ、視界が真っ白に灼やける。







　──ユシアが次に目を開けたとき、そこはまるで別世界だった。

　砲撃の余波で多少吹き飛ばされたこともあるが、根本的にはもっと次元の違う話だ。地形そのものが変わっている。周囲を取り巻いていた岩壁の一方向が削り取られて蒸発し、遙はるか彼方に海が見えた──否、海と繋がっていた。いずれ海水が押し寄せ、ここは大きな湖になるだろう。

　自分と同じように、勇者軍の面々は四方八方に散らばっていた。どうやら直撃は免まぬがれたらしい。次々に意識を取り戻し、状況を把握しようと周囲を見回し始める。

　一方、モンスターの群れは半減していた。退避した先にグレゾニアの砲撃が向いてしまったからだろう。その残党には色濃い戸惑いが見受けられる。

　そして──グレゾニアは、再び七十二の魔法陣を展開していた。




「させるか」




　その正面に、クライルが立っている。

　ユシアはその姿にどこか違和感を覚え、そしてすぐに気が付いた。

　クライルは、右脚を失っていた。

　ちょうど膝のあたりから下がなく、長槍を杖代わりにしている。だから不格好で、違和感があるのだ。切断面からはなおも血が噴き出している。常人ならまず意識が飛んでいるだろう。

「泳ぎたいからって地形変える奴がいるか。こんなところに引き籠もってないで、外に出て海へ行けよ」

　ただ、彼が常人などでないということは、これまでの規格外な戦闘能力──そして、噴き出し続ける黒い血液が証明していた。

「まぁ……もうおしまいだけどな」

　飛び散った黒こつ血けつが空中を舞い、クライルの手元に渦うずを巻いて集まる。

　それはやがて、大きな鳥の姿を象かたどった。

　その血が赤ければ、あるいは伝説の不死鳥のように見えただろう。しかし神々しさとかけ離れた禍まが々まがしさだけが、その黒い血の鳥から感じられるすべてだった。

「──解放、禁術サクリス」

　七十二の魔法陣など比ではない。

　あまりの不吉さに魔王が慄おののき、破滅の砲撃を再び解き放つ。

　クライルはその真正面へ黒い鳥を羽は撃ばたかせた。

「おやすみ──亡なき骸がらはせめて、水底深くに沈めておこう」







　古来より、モンスターは人々の脅威だった。

　そして今、長い時代が終わりを告げる。
















「お金、足りてませんよ」




　はっはっは。

　……なんだって？

「ふふ。悪い冗談はよしてほしいな、お嬢じようさん。ルッツガルドからエーミンバムまで多少ケチれば陸路で三○ギント。そこから船で反対のカロイト海岸まで二キント。ちょっと歩いてミナムに着けば、アルバストラまでの馬車なんて二○ギントで見つかる。三キントいかないルートだろう？　そして俺の所持金は一キント弱……あれホントだ、ぜんぜん足りない」

「お引き取りください」

　窓口のお嬢さんはとても優しく微笑ほほえんだ。

　そして俺は交通案内所を追い出された。

「うーむ……なんでお金がないんだ？」

　叩いても、ひっくり返しても、財布から一キント以上のお金は出てこない。ルッツガルドの平へい穏おんな──あまりにも平穏すぎる街並みを歩きながら、少し自分の経済履歴を思い出してみる。

　旅の道中で手に入れた財宝の数々は、軍のみんなで均等に山分けした。俺の取り分が少なかった……ということはない。これは何度も確認した。

　そして、信頼の置ける筋でそれらを全部換かん金きんした。

　このとき確か三○○キントは持っていたのだ。

　加えて、長年お世話になっていた二本の長なが槍やりも用済み──というか単純に邪魔になってきたので、これも売った。五○キントくらいだったろうか。

　しめて三五○キント。

　この大金が、どこで何をしたら一キントまで減るんだ？

「──まぁ、わかってるけど。コレ買ったから、すっからかんだって……」

　路ろ傍ぼうの石ころをコツンと蹴け飛とばす。感覚はない。なぜならこの脚は、俺の肉体ではないからだ。

「高かったなぁ、この義ぎ足そく……」

　少し前に右脚を失い、しばらくは杖をついて歩いていたのだが──故郷へ帰るこの道中にて、ちょっと高い買い物をしてしまった。それがこの義足だ。値が張ったのは、少し特殊な機能が備わっていたからなのだが……。

　さすがに、三二○キントは使い過ぎだったろうか。

　我ながら、金銭感覚が狂っていたとしか思えない。

「……まぁ、お金は欲しいものを買うためにあるんだ。後こう悔かいはしてない！」

　堂々と胸を張り、青いばかりの空を仰ぐ。

　……まぁ、それで必要なお金まで使っちゃうのはダメなのだけれど。







　数ヶ月前まで、俺──クライル・カディッツは勇者軍という団体に所属していた。

　世界中を歩きまわり、ダンジョンの奥地に潜ひそむモンスターどもの親玉──魔王を討とう伐ばつするための集まりである。

　モンスター。

　一昔前までそれは「人類の脅きよう威い」の代名詞だった。

　ダンジョン。

　これは今でも、ある意味で恐ろしく厄やつ介かいだが、危険度で言えば以前ほどではない。

　その二つを脅威たらしめていた存在、魔王が世界中から消え去ったからだ。

　消え去った──というより、消し去られた、だろうか。

　その偉い業ぎようは、勇者軍によって成し遂げられたのだから。

　そんなわけで、今となっては街や都市から離れてもさしたる危険はない。故郷アルバストラまでの道どう程ていをどうしたものかと考えた結果、とある知人を頼ることにし、俺はルッツガルドを離れて目的地まで歩くことにした。

　街から北に伸びる商業路をしばらく進み、途中から脇に逸それて林の中の獣道を突っ切る。昔はこのあたりにもモンスターが出没していたものだが、今はダンジョンから出てくることもない。いたって平和なものだった。

　拍子抜けするほどに。

　いっそ、つまらない──とさえ言えるほどに。

　草木を押し分け強引に進むことしばらく、少し開かれた場所へと出た。それが人為的なものであることは、地面を掘り返してから均ならした形跡や、中途半端に残された切り株を見れば明らかだった。

　何より、簡かん素そな小屋がその場所には建てられていた。

　そのすぐそばには洞どう窟くつの入り口があり、湿った岩肌が大口を開けている。これが件くだんのダンジョンの一種なのだが、とりあえず用があるのは小屋の方だ。建て付けの悪い扉をノックしてから中に入る。

「失礼、誰かいる？」

「はーい、いますよー……って」

　小屋の中にいた若い兵士が目を丸くする。椅子に腰掛けて刀剣類の手入れをしていたようだが、それらを取り落とさんばかりに驚いていた。

「ク、ククク……クライルさん!?　なんでここに……し、死んだはずじゃ……」

「殺すな、殺すな。何があってそうなった」

「だ、だって、グレゾニア討伐戦で脚を消し飛ばされたって……」

「あぁ、それは本当」

　俺はズボンの裾すそを少し上げ、金属製の義足を晒さらした。

　兵士は一瞬だけ悲痛な面持ちを見せたが……何かを理解したように落ち着きを取り戻すと、表情を安あん堵どのそれに変える。

「……生きてて、良かったっす」

「ははっ、ほんとにな」

　互いに小さく笑い、軽く拳を打ち付け合う。

　彼は国から派遣された兵士の一人で、この小屋のすぐ外にあるダンジョン──『ヨドン鍾しよう乳にゆう洞どう』の魔王を倒すときに、少々お世話になった。勇者軍によるダンジョン踏とう破はと魔王討伐は数日間に渡り、その間に親交を深めたわけである。

　そして今──えぇと、何ヶ月ぶりだ？　あるいは何年か……とにかく、しばらくぶりだ。けれど雰囲気は悪くない。友好的で順調。この流れなら言えるだろう。「お金ちょっと貸してくれない？」くらい余裕なはずだ。うん。

　俺はできるだけさり気なく話を切り出した。

「それで、今日はちょっと実は話があって……」

「あ、あれっすか。また何か、寄付してくれるんすか？」

「えっ？」

　予想外の切り返しに言葉が止まってしまう。

「いや、ほら。クライルさん、勇者軍時代は、ダンジョンで見つけたお宝、ぜんぶ寄付するって言ってくれたじゃないっすか。そんなすごい人、後にも先にもいなかったっすから」

　そうだったっけ？

　……そうだったな、うん。

「まぁ、それは冗談として。話ってなんすか？」

「いや……なんでもないよ。顔を見に来ただけ。元気そうで何よりだ」

　苦笑いと溜息が漏もれないよう、空元気を振り絞る。借金の打だ診しんは難しそうだ。

「まぁ、なんだ。しばらくはルッツガルドにいるかもしれないから、何か困ったことがあれば頼ってくれたまえ」

「困ったこと……というより、心配なことが」

「あるのか」

「あるんですよ、実は」

　兵士は壁時計と窓の外を交互に見た。

「魔法使いを、ダンジョンに入れたんすよ。許可証がきちんと発行されていたんで。でも、時間が経っても全然戻ってくる気配がなくて……それで、管理討伐隊も、自分以外のメンバーが様子を見に行ったんすね。でも、それもまったく帰ってこない」

　これ、どう思います？　と彼は危機感なさそうに言った。

　わりと一大事だと思う、と俺は真面目に答えた。

「ですよね……でも自分、ここから離れるわけにもいかないし……」

　頭の中で打算が回転する──。

　困っている兵士たちを助ける。お礼を言われる。謝礼金は一切出ない。なぜなら俺はそういうキャラになっているらしいからだ。うん、間違いない。プラス・ナシ。

　魔法使いや兵士たちが長いこと帰ってきていないからといって、モンスターに殺されている可能性は低い。ありえるのは、道に迷っているパターンだ。それなら時間をかければなんとかなる。放っておいても問題ないだろう。助けに行っても俺の体力が減るばかりだ。マイナス・アリ。

　……いや、待てよ。魔法使い？

「魔法使いが潜もぐったのか？　ダンジョンに？」

「ですね。定期討伐がつい最近だったんで、大丈夫かなーと思って通しちゃったんですが……まずかったっすかね？」

　まずくはない。むしろおいしい。

　魔法使いといえば、イコール金持ち（なのかどうかは実際不明だが、俺のイメージとしてはそんな感じ）である。軍にいた魔法使いも、みんな何かすごく高そうな装備をじゃらじゃらつけていた。育ちの良さそうな人じん徳とくもあった。

「──様子、見てくるか」

　決心し、壁に掛けてあった長剣を適当に一本拝はい借しやくする。謝礼金くらい、ぽんと弾はずんでくれるだろう。兵士に一言二言残してから、詰つめ所しよの小屋をあとにする。

　その直後、ふと小さな疑問が浮かんだ。

「許可証って、なんだろう」




　モンスターがダンジョンから出てこないのには、主に二つの理由がある。それは魔王を討伐したあと、勇者軍と、それぞれのダンジョンを領地に含める各国とが協力しあって採用した策だ。

　一つは、勇者軍の魔法使いたちによる「二重結界」の設置。

　これは、魔力保有量の多い強力なモンスターをダンジョン入り口から遠ざける「退魔結界」と、退魔結界の作用しにくい脆ぜい弱じやくなモンスターを阻はばむ「物理結界」のことである。これにより、モンスターはダンジョンから出られないようになっている。

　もう一つは、国から派遣された兵士による「ダンジョン管理討伐隊」の設置。

　これは、小屋にいた兵士と、彼が口にしていた管理討伐隊のことである。定期的にダンジョン内へ踏み込み、成長しすぎたモンスターを討伐するのが仕事だ。そのため、先ほどの小屋のような詰所がダンジョン付近に配置されている。

　はじめの頃はどの国も、何らかの理由で一般人がダンジョンに入り込んでしまう可能性を指摘した。が、これは物理結界が人間にも作用し、ダンジョンに入れるのは我々が精製した紋章石を持った人間だけですよ、それを管理討伐隊の人たちに預けますよ──と、勇者軍の魔法使いたちが説明したことにより解決した。

　さて──そういうわけで。

　俺は小屋の兵士から紋章石を預かり、『ヨドン鍾乳洞』への進入を果たした。







「うわー、懐なつかしい」

　薄暗く、湿っぽく、ひんやりした岩肌の世界。

　滑すべりそうな足場をフォローする杭くいやロープがあちこちに設置されているのは、魔王討伐後の整備によるものだろう。明かりや矢印など、他にもそういった手入れは多い。昔は良くも悪くも人の手が全く介かい入にゆうしない自然の世界だった。そこにモンスターの群れが合わさって、踏破に長い時間をかけた印象深いダンジョンである。

　熱と高揚感が、わずかに蘇る。

　義足の調子を確かめるため、はじめは少しゆっくり歩く。なるべく杭に摑まるようにしながら奥へと進み、徐々に速度を上げることにした。

「あー……なんか、だんだん思い出してきた。そろそろ三さん叉さ路ろかな」

　記憶通り、ほぼ一本道だった通路が三つに分かれるポイントまで到着した。

　しゃがみ込み、それぞれの地面付近を観察する。……左の通路の壁際に、人為的な傷をつけられた石ころが九つほど密集していた。真ん中と右にはなかったから、三人ずつ分かれて進み、のちのち左へ集まったのだろう。

「左か。最さい奥おう目指したのかな、こりゃ」

　ダンジョンの最奥──今は亡き魔王の住処すみかへ続く左の通路は険しい。

　足場の高低差が激しく、ときには飛び下りなければならない段差も存在した。なんでもできる超スゴイ魔法使いの技能や、べらぼうな高さから飛び下りても問題ない超人的な肉体がない限り、縄なわ梯子ばしごの持参が必須である。

　俺はそのどっちでもない上に、縄梯子まで忘れていたことを思い出した。

　段差の直前まで来たときに、だ。

「……どうしよ、これ」

　暗がりで底が視認できない程度には、高い。

　以前なら余裕で飛び下り、帰りも岩壁の凸凹に指を引っ掛けながら這はい上がってくることができたのだが……そんな大道芸も今はできない。

　仕方がないので、一度引き返す。三叉路まで戻り、真ん中の通路へ。

　しばらく進むと天然の水たまりがあり、その中では魚が泳いでいた。これもれっきとしたモンスターなのだが、水から出て来られないので普通は人を襲おそえない、マヌケで可愛いやつである。

　そいつを二尾ほどむんずと摑み、嚙かまれないように気をつけながら引き返す。

　今度は注意深く天井を観察しながら、右の通路を進んだ。暗がりでわかりにくかったものの、しばらく歩くとお目当てのモンスターを発見。コウモリとオオワシが合体したようなやつで、腹が減っているとき以外は人間を襲わない珍しいタイプだ。

「あたれー」

　逆さまになって天井に張りついていたそいつ目掛け、魚モンスターの一尾をぶん投げる。べちゃん、と水っぽい音が鳴り、続いて魚とコウモリオオワシの怒ったような鳴き声が反響した。

　魚が落ちてくる──が、空中でコウモリオオワシに捕食される。俺は二尾目の魚をぶんぶん振り回し、コウモリオオワシの注意を引く。

　目論見通り、奴は急降下してきた。

　鋭い嘴くちばしと鉤かぎ爪づめ。狙いは魚の方だ。経験上、その優先度を俺は知っていた。タイミングよく魚を放り投げ、コウモリオオワシに喰くわせてやる。

　その隙に、俺はコウモリオオワシの全身を抱きかかえる。翼と頭を押さえ込み、飛んだり攻撃したりできないようにした。

　そしてそのままダッシュで引き返し、再び左の通路を進んだ。先ほどの段差まで来たところでコウモリオオワシの翼と頭を手放し、かわりにその脚を摑んでジャンプ。

　混乱しているコウモリオオワシの羽は撃ばたきには、俺を持ち上げるほどの力はなかったものの、落下速度をかなり緩ゆるやかなものにしてくれた。おかげで一度は諦めかけた段差の下へ安全に着地することができ、一安心。

「帰りは討伐隊か、魔法使いに頼むかなぁ」

　そんなことを呟つぶやきつつ、コウモリオオワシを解放する。それとわかるほど怒りに瞳を燃やすが、剣を鞘さやから抜いて一振りしてやると、途端に怖気づいて逃げ出した。

「ごめんなー。それと、ありがとなー」

　ふてぶてしいと自分でも思うが、そう言って手を振っておく。ダンジョン内では強くたくましく、利用できるものは何でも利用しなくてはならない。







　そこから先は、地形が険しいこと以外に困難なこともなかった。

　ただ驚いたのは、ようやく発見できた討伐隊の面々が、元・魔王の住処まで到達していたことである。

　魔王討伐後であり、さらに定期討伐直後という条件もあったが──それにしても、彼らが捜している魔法使いはたった一人でここまで辿り着いたということか。

「単身ここまで潜れる魔法使いがいるとは、なかなか見上げたものである」

「クライルさん、のんびり語ってないで助けてください！」

　討伐隊の兵士の一人が悲鳴を上げた。

　石の数通り九人いるのは確かだったが、なんだか強そうなモンスターと戦っているのは現在五人だけだった。よく見ると、四人は血を流して倒れていた。思っていたより状況が深刻で、思わず笑顔になってしまう。

「なぁ」

「は、はいっ」

「定期討伐直後って聞いたんだけど、本当？　こんなに育っちゃってるモンスターをほっといて？」

「す、すみません……中層まで上がってこないから、脅威はないのかと思って……」

「最下層までは見回らなかった、と」

「は、はい」

「……あっはっはっはっは」

「ひいいいぃぃっ!?」

　助けを求めたはずの兵士は、モンスター以上に俺を怖がっているようだった。笑顔を怖がられるってどうよ、クライルさん。

「──まぁ、さておき」

　ざっと現状確認。

　岩壁に囲まれた最奥の空間には現在、俺を含めた十一人の人間と、十七体の様々なモンスターがいた。人間の方は四人ノックアウトされているので、七対十七。個々の戦力を軽く見積もっても、放っておけば人間側が全滅していたようだ。とりあえず、助けに来て正解だったらしい。

「ゴアアァァ！」

「おっと」

　状況把握中にクマっぽいモンスターが襲ってきたので、攻撃をかいくぐり素早く剣を振るう。切断された敵の右腕が空中をくるくると舞い、怒り狂っている間に心臓を串くし刺ざしにする。断だん末まつ魔まの叫びは短く──モンスターは風化するように消滅し、ダンジョンの一部へと還かえっていった。

　七対十六。まだまだ劣勢に変わりはない。

「ギシャアアァ！」「グルォァァァ！」「ギョアアアォ！」

「よっとっと」

　続けざまに襲い来る、四足歩行だったり浮遊だったり不定形だったりするモンスターどもの腕を、脚を、胴を斬り落とす。怯ひるまない敵は優先的に首を刎はねて黙らせ、痛みに呻いている奴を後回しで処分する。

　七対十三。やや有利になっただろうか。

「さ、さすがクライルさん！」「俺たちのクライルさん！」「やっちまってくだせぇ！」

「そこ、調子に乗らない」

「ぎゃああ!?」「なんでぇっ!?」「クライルさああぁぁん!?」

　峰みね打うちを一発、二発、三発。……四対十三、致し方なし。

「キシ、ククゥ──」

「まだやんのか……って、あら？」

　次なるモンスターは、接近してきていなかった。

　明らかに警戒されている──だけではない。何か妙だ。三つ目の猿っぽいモンスターは、距離を保ったままこちらを凝ぎよう視しし、口元で何かもごもご呟いている。

　何か──来る。

　そう察知した直後だった。




「あぶなあああぁぁいっ！」




　どうっ、と横合いから衝撃に襲われる。

　……人間というものは存外、横からの衝撃に弱い。それはわかりきっていた。だからこそ敵の気配には常に敏感でいるよう心がけ、起きていようが寝ていようが回避・反撃ができる体質を作り上げてきたつもりだ。

　だけどそれも関係なかった。

　理由は明白。相手が人間だったから。

「大丈夫!?」

　体当たりをしてきたのは──鮮烈に赤いローブをまとった、栗色おさげの女の子。

　いきなり攻撃をしかけてきておいて、その言葉のチョイスはどうなのだろう。そう突っ込みでも入れようかと思ったが、二つの事実に驚いて言葉が引っ込んだ。

　一つは、先ほどまで俺の立っていた場所に強烈な焦こげ跡が生じていたこと。

　そしてもう一つは──その女の子がめちゃくちゃ可愛かったこと。

「あのモンスター、魔法が使える！」

　とはいえ、見とれている暇もない。

「魔法？」

「うん、それでみんなやられちゃって……」

　少女の言葉が終わる前、本当に猿が魔法を撃ってきた。炎の弾丸だった。猿すげぇ。人間にだって魔法を使えない奴なんてたくさんいるのに。俺とかさ。

　いや、のんきにそんなこと言ってる場合でもないか。

「危ないから、君は下がって……」

「伏せて！」

　少女は俺を庇うように立つと、何やら格好いいポーズを取った。

「羽撃け、災さい禍かを阻む大おお鷲わしの翼──シュトゥルム・シルト！」

　そして何やらカッコイイ言葉と同時に杖を振るう。魔力を伝導する素材でできた、本格的な魔法用の杖だとひと目でわかった。












　──ということは、やはりこの子が例の魔法使いか。

　でも、あまりお金持ちっぽくは見えないなぁ……などという感想はさておき。

　赤い少女の放った魔法は、空気を圧縮した透明な防御壁だ。飛来する炎の弾丸を見事に阻む。わずかに怯んだ猿型モンスターを見て、彼女は反撃に転じようとし──。

「来たりて集え、力の波動──グレア……あーっ!?」

　──その瞬間、杖が半ばからぽっきり折れた。

「わ、わたしの杖が……！」

「あー、寿命っぽいね。あとは俺に任せて……」

「だ、大丈夫。折れてもまだ、戦えないことはないから！」

　少女は気き丈じようにもそう言って、勇いさましく敵と対峙する。助けに来た立場だというのに、俺がやたらと庇かばわれているのはなぜだろう。

　……もしかして、あれかな。

　俺はあの、魔法でやられている情けない兵士たちと同格に見られているのかな？

　わからなくもないけれど、それはちょっと心外だなぁ……などと考えている間に、猿のモンスターがまたも口元をもごもごと動かし始めた。その表情には安堵と、見下しの色が濃くなっている。

「……魔法、か」

　俺は呟き、少女の制止を無視して前に出た。

　ふと、一つの記憶がよみがえる。

　それは、俺が右脚を失った戦い。

　魔王グレゾニアの魔法陣砲は、凄まじい威力だった。あの場で奴を倒すには、俺も力のすべて──『魔ま蝕しよくの黒こつ血けつ』を使い果たすことによって発動する、禁術サクリスを行こう使しするしかなかった。おかげで力のほとんどを失い、右脚も義足になってしまった。

　そのときに思ったことがある。

　魔法はずるい、ということだ。

「む、無茶だよ！　身体一つで、魔法に対して正面からなんて……」

「大丈夫、大丈夫。なんとかする」

　世界法則を構成する理ことわりの糸に直接はたらきかけ、どんな超現象でも過程をすっ飛ばして実現させる──そんな概要を聞くだけで「何それスゲー！」ってなるくらいには、ずるい。実際、勇者軍においても、どちらかといえば魔法使いの方が全体的な戦力としてはウェイトを占めていた。

　では、魔法が使えない人間は泣き寝入りするしかないのか？

　その問いに対する俺が見つけた答えが──これだ。

「まとめて全部お返しするぞ」

　つま先で二回、地面を叩く。義足内部の部品がカチリと音を立てて回り、一つの仕掛けを稼働させる。ズボンの下なので外からは見えないが、機械仕掛けの右脚は今、魔術的な青い光を逬らせている。

　俺はその脚で──飛来する魔法の炎を蹴り返した。

「ウキキキキ……キィエエェェェ!?」

　歯は茎ぐきを剝むき出しにして笑っていた猿モンスターの目玉が飛び出る。魔法を蹴り返されるなど、思ってもいなかっただろう。

　三つほど飛来してきた魔法の弾丸は、六つになって猿モンスターとその周囲にいたモンスターを襲う。それだけでは即時壊滅に至らなかったものの、痛みに悶もだえていたところへ接近し、剣で確実にとどめを刺す。

　四対七。

　兵士もモンスターも理解不能な事態に唖あ然ぜんとする中、魔法使いの少女が口を開く。

「魔法……じゃ、ない？　何か、特殊な……？」

「うん、義足。魔ま術じゆつ儀ぎ礼れい済みの」

　問いに答え、残りのモンスターの殲せん滅めつに走る。

　猿の他にも魔法の使えるモンスターは二体ほどいたが、同じ要領で蹴り返して素早くとどめを刺す。グレゾニアの魔法陣砲まで可能かどうかは定かでないが、並の魔法程度ならどんなものでも反射できることはすでに実証済みだ。

　これで魔法にも対抗できるぜ！　どうだ、すごいだろ！

　あっはっはっはっはー！

「あはは、はは……はぁ～」

　モンスターを蹴散らすことで、心の中の虚むなしさを誤ご魔ま化かそうとする。

　……どうか笑い飛ばしてほしい。

　地上に存在する魔王のすべてを討伐した後になってから、この特殊な義足を三二○キントの大金で購入した、俺のしょーもない金銭感覚と計画性のなさを……。







「びっくりした。すごく強いんだね」

　魔法使いの女の子──ウィッカは、やはりめちゃくちゃ可愛かった。

　あれから無事にダンジョンを脱出し、討伐隊からお礼を期待するのは無理そうな流れだったために諦あきらめ──彼女に謝礼を打診しようと面付き合わせたときに、俺はその事実を再確認したのだった。

「それなのに、わたしったら庇おうとしちゃって……あー、はずかし！　なんか、逆に足引っ張っちゃったみたいだし」

「そんなことはないと思うけど。杖さえ折れてなかったら、君一人でもなんとかなってたんじゃないかな」

「え？　そ、そうかな……？」

「うん。魔王がいないとはいえ、一人であそこまで潜れる魔法使いってのも、かなり珍しいと思うし」

「ほ、ほんと？　えへへ……お世せ辞じでも、褒ほめてもらえると嬉しいな」

　ウィッカは照れたように笑い、それからとても礼儀正しく腰を折り曲げた。

「助けてくれて、本当にありがとう。お礼に何かしたいんだけど……何がいい？」

「君が無事ならそれでいいよ」

　脊せき髄ずい反はん射しやで歯の浮くようなセリフが出てしまった。いやいや待て待て、クライル・カディッツ。本来の目的を思い出せ。

「そういうわけにはいかないよー。わたしとしても、このままバイバイ！　じゃ、なんか気持ち悪いし……」

「うーん、と……それじゃあ」

　そうそう。彼女も言っていることだし、ここはきっちり要求するのだ。義足の使用料三二○キントを請求するのだ。

「三……いや、二キントほどちょっと貸してほしい、かな」

　遠慮しすぎだろ、クライル・カディッツ。そんなかっこつけしいだから、討伐隊の面々にも妙な聖人様イメージが定着してしまったというのに……！

「に、二キント？」

　ウィッカは今にも笑い出しそうになっていた。

「ご、ごめん……いや、なんか金額がリアルすぎて、おかしくて……ふふっ」

「うん、なんかごめん……」

　まぁ、笑った顔も可愛いからいいや。眼がん福ぷく、眼福。正直それだけで助けたお礼になるんじゃないかな……と思ったが、やっぱりそういうわけにもいかない。

「あはは……ふぅ、ごめん。変なこと聞くけど、二キントってどこから出た数字なの？」

「実は、アルバストラに行きたくて……でも、路ろ銀ぎんが尽きて困ってたんだ」

「えっ、そうなの？」

　ちょっと驚いたような顔も可愛い。

「なんだ、それなら一緒に行こうよ。わたしもアルバストラに戻る予定だったから」

「えっ、そうなの？」

　俺の方は特に可愛くないが、同じ言葉が出てしまった。

「うん。下見も終わったし、これから帰ろうかなって」

「……下見？」

「今度の予定地にどうかなー、と思って。アルバストラからは遠いけど、こういう鍾乳洞って今まであんまりないタイプだったから、許可も下りて」

「……ふぅん？」

「でも、実際行ってみたらわかったんだけど、やっぱり難しいかなぁ。わたしのところみたいに、人数が少ないと案内しきれなそうだし……面白いところないかなーって探してみたら、あんなトラブルになっちゃったし」

「……なるほ、ど？」

　予定地とか、案内とか──何のことだかよくわからなかった。そういえば彼女、どういう理由でダンジョンへの立ち入りを許可されたのだろう……。

　色々と疑問に思うことはあったが、根掘り葉掘り質問するのも無ぶ粋すいな気がして、俺は適当に「なんとなく話わかってますよ」感が出る程度の相あい槌づちを打つに留めておいた。

　彼女は一体、何者なのか。

　その答えは、アルバストラへの帰路で徐々にわかっていくことだろう。







　結論から言うとほとんどわからなかった。

　理由は明白。俺が「なんとなく話わかってますよ」的なかっこつけしい虚きよ勢せいを最後まで貫き通してしまったからだ。おかげでウィッカちゃんに関する情報はまともに収集できず、せっかくの出会いを棒に振るカタチとなった。

「本当、ありがとう。すごく助かった」

　別れのときまで相変わらず、俺の口からは当あたり障さわりのない言葉しか出てこない。

「ううん、わたしの方こそ。これくらい、お安い御用だよー」

　経費で落ちるし、といたずらっぽく笑うウィッカちゃん。経費という言葉が意味するところもよくわからなかったが、やはり俺は曖あい昧まいな返し笑いを浮かべるだけだった。

　そんな感じで、ウィッカちゃんと別れた。

　王都アルバストラ──その城下町入り口での出来事である。

「さて……帰るか！」

　気を取り直し、我わが家やを目指す。

　ここを飛び出してから長い年月が経ったものだが、子どもの頃、毎日のように走り回っていたせいか今でも道に迷うことはない。活気あふれる街道をまっすぐ進み、右に曲がり、左に曲がり……あれ？　どこだ、ここ。

「さすがに、ずいぶん街並みが変わってるなぁ……」

　お店の人や道行く人に尋ねたりしながら、なんとか自宅まで辿り着く。

　こぢんまりとした、二階建ての一軒家。似たような民家が密みつ集しゆうする住宅区域にあっても、はっきりと区別がついた。昔と変わらないその外観に安堵の息を漏らす。

　一呼吸置き、ドアを引いて家の中へ。

　そして元気に挨あい拶さつ！

「たっだいまー！　いや、お久しぶりでございます！　カディッツ家長男クライル、恥ずかしながら戻って参りましたぁっ！」

　ご無沙汰の挨拶としては上々のテンションだろう。うん。

　そんな感じで自己満足していると、とてとてとてとて……と足音が近づいてきて。

「……おにいちゃん、だれ？」

　見知らぬ幼女がお出迎えしてくれた。

「……いや、君こそ誰よ」

　ウチの家族は父さん、母さん、そして弟の四人だったはず。

　……ん？　もしかして、妹？　俺が旅に出ている間に、新たな家族が？

　などと考えていたら、奥から見知らぬおじさんがやって来た。

「……キミは誰だね。ウチに、何か用かね」

「いや。あなたこそどちら様で、どうしてウチに……」

　そこでふと、俺は強烈な違和感に気付いた。

　父さんの趣味じゃない風景画。母さんが嫌いな北の守り神の彫ちよう刻こく。弟に俺がプレゼントした、護身用の銀剣が飾り台ごと消えている──というか。

　全体的に内装がごっそり変わっている。

　外装の無変化ぶりに騙だまされた。ろくに確認もしなかったことがあるのに気付き、俺は急いで外に出て表札を確認する。

「……俺の家じゃ、なくなってる！」

　表札には、『カディッツ家』ではなく『ミシラーヌ家』と刻まれていた。







　ミシラーヌの親父さんに話を聞いたところ、家は取り壊すことなく、前の持ち主からそのまま買い取ったらしい。で、その家主というのがルジアス・カディッツ──俺の弟くんなのだそうな。

「ルジアスめ、家を売るなんて何考えてんだ……。父さんと母さんは反対しなかったのか？」

　ルジアスが現在勤めているという役所に到着（これもさんざん人に道を聞いて辿り着いた。恥ずかしい……）。ミシラーヌさんが知っているのは、ここまでだった。あとの事情は俺が直接訊き出すしかない。

「ルジアス、いるかー！」

　なんて叫びだすような常識知らずのやり方はさすがに取らなかったが、窓口の人におおむねそんなことを伝えた。そしたらものすごく怪け訝げんな表情をされた。なんでだろう……考えてみたら、その窓口の人にほんのり見覚えがあった。

「……クライル？」

「……あれ、もしかしてあなたがルジアスか」

　見違えるほど大きくなっていたので気が付かなかった。

　背は俺よりも頭一つ半ほど高いが、インドア派なのか身体からだつきは細い。おまけに銀縁メガネがインテリっぽさも醸かもし出していて、エリート感が半端じゃなかった。

　……俺の知っている「鼻たれルジアス」はどこに消えたんだ。十年の歳月に洗い流されたか。よく考えたら十年も会っていなかったのか。そりゃ変わるわ。

　などと、しみじみ感慨にふけっていると。

「消えろ。顔も見たくない」












　ものすごく辛しん辣らつな言葉が飛んできた。

　……あまりの言葉にちょっと理解が追いつかない。

「えーっと……あれ、ルジアスだよね？　俺の弟のルジアスくんだよね？」

「うるさい、黙れ。お前なんかもう家族じゃない」

　もう、ということは、昔は家族だったようだ。ならば、やはり弟のルジアスであることは間違いない。疑いようもない。

　問題は、なんでこんなに怒ってるのかということだ。

「どこにでも行っちまえよ。行ったまま帰ってくんなよ……親不孝者」

「あぁ、なるほど。それで怒ってたんだな」

　俺は努めて明るく振る舞う。そう、ここで俺が怒ってはいけない。お兄ちゃんだからな。お兄ちゃんはしっかりしなくちゃいけない。

「それに関しては本当、申し訳なかった。お土産みやげ……はないけど、土産話はたくさんあるんだ。父さんと母さんにも、色々と話したいことが……」

「いい加減にしろよ、お前っ！」

　突如、カウンター越しに拳こぶしが飛んできた。

　普段の俺なら、そんな見え見えの不意打ちは指一本で止めただろう。だが身体はまったく動かなかった。ルジアスのパンチを左頰に受け、視界が勢いよくぶれる。痛みが遅れてやってくる。

　理解は、もっと遅れてやってきた。

「……死んだよ」

「え」

「父さんも母さんも死んだ。けっこう前にな」

「……マジで？」

「こんな噓つくか。ぶん殴るぞ」

「……えー？」

　もうぶん殴ってるじゃん、というツッコミも忘れていた。周囲の人々が何事かと興味を示してくることなど、どうでもよかった。

　肩で息をするルジアスが他の職員になだめられている。また別の職員が俺に何度も頭を下げたり、頰の様子を気にしたりしている。

　どうだっていいんだ、そんなことは。

　俺はただ、さっきまで麻ま痺ひしたまま、状況への理解を拒否していた脳みそが、ようやく──ようやくまともに動き出すのを感じ始めていた。

「……殴ったのは、悪かった。けどもう、とっとと消えてくれ」

　ごつん、と何か硬いものがぶつかる音を聞く。

　知らず膝の力が抜けて、義足が床を叩いた音だった。

「お前なんか……もう、家族でも何でもない」







　街はどこまでも平和な空気に満たされていた。

　魔王の噂も、モンスターに怯おびえる気配もない。

　誰もが晴れやかな笑みを浮かべ、のびのびと牧歌的な生活を営んでいる。

「平和だなぁ」

　ひよひよひよ。

　甲かつ冑ちゆうを纏った戦士の彫像に小鳥がとまっている。

　ほのぼのした気分で眺めていると、奴は可愛らしいサイズのフンを投下して飛び立っていった。戦士の彫像に真新しい斑はん点てんが追加される。というか、よくよく観察してみれば似たような斑点だらけで、誰にも手入れされていないようだった。

「……なんか、どこも変わっちゃったな」

　ここに帰って来るまでの数ヶ月、多くの街に立ち寄った。人類は頼もしいほどにたくましく、驚くべき速度で世界の変化に順応していた。

　街の鍛か冶じ屋やが看板を下ろし。

　商隊の荷物から無ぶ骨こつな剣と鎧が消え。

　都市の魔法研究機関は屋外での大規模な威力実験を廃止し。

　──あらゆる村や街や都市で、戦闘文化が衰すい退たいし始めた。

　もちろん、すべてがすべてそうなったわけではない。今でも残存するモンスターに対抗する勢力はいるし、それとは関係なく稼か業ぎようを続ける者もいた。しかしその数が激減したことだけは、どの村、街、都市でも変わらなかった。

　新しい時代が幕を開けて。

　俺は、そのどこでも生きていけそうになかった。

　だからこうして、はるばる故郷に帰ってきたのに──甘い幻想は厳しい現実に打ち砕かれて、打ちひしがれて、どうしようもないままここにいる。

「……いやいや、喜ばしい変化じゃないか」

　そう──喜ばしく、好ましく、今の世にはふさわしく。勇者軍による最後の魔王討伐が完了し、その報しらせがこの遠い土地まで響きわたっていたという何よりの証拠だ。

　世界に平和が訪れた。

　俺らは立派に役目を果たした。

　旧時代の英雄が活躍する必要など、なくなったのだ。

　めでたし、めでたし。

「……それで、その後は？」

　やるべきことをやり終えた。否、やり終えてしまった。後のことなど何も考えてはいない。それ以外のすべてを捨てて、そこまで辿り着いたのだから。

　ハッピーエンドのその後は、帰る場所すらなくなっていた。

　はて──この先、何して生きていく？

　さて──この世界に、戦士クライルの居場所はあるか？




「ヤッホー、クライルさん」




　などと悲ひ嘆たんに暮れていたら、お声がかかった。

　顔を上げると、そこには栗色おさげの魔法使いがいた。

「そういう君は……ウィッカちゃん」

「……むず痒がゆいから、ちゃん、いらないかも」

「俺のことも呼び捨てでいいよ」

　噴水広場の椅子に腰掛けたまま、気分が乗らず投げやりに返してしまう。

　先刻助けた魔法使いの女の子は、真っ赤なローブからお出かけ用のワンピース（これも赤い）に衣替えをしていた。平和な街並みでは、そっちの方がよほど似合う。

「ね、ね。クライル、暇ひまなの？」

「心にぐさりと突き刺さる質問だぁ……」

「いま時間あるのかなー、って思っただけだよ」

「……うん、まぁ、暇だよ。おそらくこの先も、ずっとね……ふふっ」

「そっかぁ」

　ウィッカは表情を明るくした。おそらくは「この先」の意味を正しく汲くんでくれていない。今日一日予定ないよ、くらいに誤解されている。

　彼女は一言断ってから、俺の隣に腰掛けた。

「……えーっと、何か用？」

「うん。訊きたいことがあって」

「なんだろう」

「あの技、名前はなんていうの？」

「……はい？」

　一体何の話だろうか。

　首を傾かしげると、ウィッカは身振り手振りを交え始めた。

「跳ね返してたでしょ？　魔法を。魔法以外でああいうの、初めて見たから……どういうものなのかなぁって」

「あぁ、あれ」

　どうやら『ヨドン鍾乳洞』でのことを言っているらしい。魔術儀礼済みの義足による蹴りであり、どういう魔術儀礼なのかは詳しく知らない──ということまでは、アルバストラに戻るまでの道中で説明したのだけれど。

「名前かぁ。特にないよ」

「えぇ、もったいない！」

「もったいないって……」

「だって、すごく格好良かったのに……叫んだりしないの？　必殺技のときとか」

「したことないなぁ」

「叫んだらもっと格好いいのに……枕まくら詞ことばつけてもいいのに……」

　何やら美学があるようで、とても残念そうな顔をされる。

　……そういえば彼女、格好いいセリフを格好いいポーズ付きで叫んでいたような気がする。あの手の魔法──空気を圧縮して壁を作り出すやつ──は、確か勇者軍の魔法使いは「空気壁」とかそのままの名前で呼んでいたけれど。

　俺は魔法に詳しくないが、そのあたりは気分の問題だと聞いた。格好いい枕詞なんかでテンションを上げた方が成功しやすい人もいれば、面倒だしさっさと発動させたいから無言でぶっ放す人もいるという。ウィッカは前者なのだろう。

　俺はというと、個人的なこだわりは特になかった。

　なので、彼女に命名権を引き渡す。

「え、いいの!?　でも、うぅん……いま候補絞り切れないから、考えておく！」

「それで、訊きたいことってそれだけ？」

「あ、えっとね。実はもっと、他にもいろいろあって……」

　それからウィッカはたくさんの質問を投げてきた。

　内容は、主に「今までどんな冒険をしてきたの？」ということだった。

　懐かしさが心地よかったのだろう。俺はかつての日々を思い返しながら、包み隠さずウィッカの問いに答えていた。言葉が止まらない。話が尽きない。あの冒険が忘れられない。辛さや苦しさすら、すべて楽しみだったあの時間。

　──そんな勢いで、自分の身の上も話してしまった。

「勇者軍！」

　その肩書きを聞いたウィッカは、顔をぱぁっと明るくした。

　そしてすぐに小首を傾げる。

「……の人たちって、いま何してるの？」

「実は俺も知りたかったりする」

　みんな、今頃なにしてるんだろう。平和になったこの世界に、うまく溶け込めているんだろうか。俺と違って。

　……そういえば、ユシアだけはまだ旅を続けているんだったか。

　実在不明、伝説上の存在とされている「魔神」──原初のモンスターとダンジョンの創造主、そいつを探すというあてのない旅を。

　俺だって、右脚と黒血の喪そう失しつがなければ、今頃はその旅に同伴していただろう。

　……そんなことを考えると、余計に今の自分の存在意義に頭を抱えたくなる。

「それで──クライルは今、暇なの？」

　どうやらウィッカは「この先」の意味をちゃんとわかっていたらしい。

　俯きがちに小声でボソボソ「無職だよー……」と呟くと、彼女はなんでか明るくにかーっ、と笑った。

「ね、ね」

　そして俺の服をちょいちょい引っ張り、立ち上がる。

「良ければ、お仕事紹介するよ」

　差し出される手に、俺はわずかな胸の高鳴りを覚えた。







　ウィッカに連れて来られたのは、役所からも住宅街からも離れた路地裏だった。

　用途のわからない寂さびれた施設群が不規則に密集していて、道筋は実にややこしい。そんな建造物群の一角、お化け屋敷のような建物に彼女は迷うことなく入ってゆく。

　……俺の胸の高鳴りは、一体どこからきたのだろう？

「マスター、ただいまー。いるー？」

「……おじゃましまーす」

　室内は何かの窓口らしいカウンターが真ん中を横断していて、入り口側には待合室のようにテーブルや椅子が設置されていた。カウンターの奥側は書類ぎゅうぎゅうの本棚や、簡かん素そな書き物机が数点見受けられる。

　そのもっと奥には扉があり、そこから小柄な男性が現れた。

　単純に若い──というよりは、若く見えるタイプの人間だろうか。実際、「おかえり」と返した彼の声は思いの外に低音で、見た目とのギャップに少々驚かされる。

　……で、何のマスターなのだろう？

「ウィッカ、お疲れ様。ヨドンはどうだった？」












「雰囲気良かった！　……でも、ちょっと難易度高すぎるかなぁ。遠いのもやっぱりネックな気がする」

「そっかぁ。仕方ないねぇ」

　苦笑いから、朗ほがらかな印象を受ける人物だった。

　その視線がウィッカから俺に移り。

「で、そこにいるお客さんは……って、え」

　マスターとやらは、驚いたように目を丸くした。

「ク、クライル・カディッツ？」

　まさか名前を呼ばれるとは思わなかった。

「え……ど、どこかでお会いしたことが？」

「い、いや。ごめん、ウチが勝手に知ってただけ。気にしないで」

「あ、それなら話が早いかも」

　俺とマスターの戸惑いをよそに、ウィッカだけが上機嫌に話を進める。

「マスター。クライルをうちのリングに加えてもいいかな」

「え？」「えっ」

　俺もマスターも、ウィッカの考えがよくわかっていない模様。

　リングというのは、確か営利目的の活動をする団体のことだ。仲間同士で手を取り合い、輪になって協力するという意味合いがあるらしいけど……まぁ、そういう細かいことはどうでもいいか。

　要するに、彼女はこの職場に俺をお誘いしているらしい。

　が、いま知りたいのは、そもそもの話……。

「ウィッカ、ごめん。まず、君のお仕事が何なのかを教えてほしい」

「ダンジョンツアーだよ」

「……ダンジョン、ツアー？」

　ダンジョン……ダンジョン？　を、ツアー？

　……なに言ってんだ、この子？

「冒険者じゃない一般の人たちに、ダンジョンを観光案内するお仕事」

「……んん？」

「案内する方は、もちろんそれなりに経験のある人だよ。そういう人たちで集まって、冒険って楽しい！　ダンジョンってすごい！　……ってことを、普通の人にも体験してもらうお仕事」

「んん……？」

　いや、確かに、魔王を討伐した後のダンジョンは比較的弱体化している。けれど、だからといってそういう商売が成り立つなんて……。

「最後の魔王が倒されて、世界に平和が訪れました」

　ウィッカの言葉がちくりと刺さる。

「勇者軍の活躍は、偉業は、人類に希望を与えました。モンスターに怯える日も、ダンジョンを恐れる日も、すぐに昔のことと忘れ去られることでしょう」

「…………」

　それは、俺が今まで見てきた、新しい世界。かつての旅の終わりを見据えられず、限りある冒険を後先考えずに全力疾走してきた果ての、結果。

　すべては、俺たちが終わらせた。

　そこですべて終わりなんだと、勝手に思い込んでいた。

「でも──ううん、だからこそ。




　勇者軍の活躍を、自分たちも体験してみたい。そう思う人は、たくさんいるはず。




　世界は平和になるかもしれない。でも、人々の心から、魂から、冒険したいとか、武勇伝を残したいとか──そういう気持ちがなくなる日は、絶対に来ない！」

　力強く、握りこぶしを突き上げて。

　ウィッカは実にきらきらとした瞳で、そう言った。

「だよね、マスター？」

「うん。ウチはそういう考え方でやってるね」

「…………」

　いまだにビジョンはよく見えない。具体的に何をするのかもよくわからない。

　──それでもいいから、やってみたい。

　そう思える程度には、今の短い演説に元気づけられた。

「……俺にも、できるかな」

　呟くと、ウィッカは微笑んだ。そして急に五歩ほど後ろに下がり、助走をつけてジャンプする。着地したのはカウンターの向こう側──同じことをやってみせろ、そう言わんばかりに手招きしてくる。

　俺も迷わずジャンプした。

　義足すら、羽根のように今は軽い。

「よっ……と、と」

　着地で少しふらつきながらも、身体はちゃんとカウンターの向こう側へ。特に何かが劇的に変わったわけではない。そのはずなのに、なんとなく、ほんの少しだけ見える世界が変わったような気がした。

　ウィッカが手を差し出してくる。

　その仕草こそが、胸の高鳴りの原因だったと気づいた。




「ようこそ！　ダンジョンツアーリング『無限の扉』へ！」
















「まぁ、いきなり本採用はおかしいから、仮採用からだけどね」




　ごもっともな一言だった。

　なんだかいい感じに一区切りしたっぽい俺とウィッカの雰囲気にお構いなく、小柄なマスターは非常に現実的な書類を持ってくる。

「試用期間はとりあえず一ヶ月。それで問題なかったら、本採用の手続きしようか。もちろん、それまでもちゃんとお給金は出すから安心してね」

「は、はい」

「人数少ないから、しばらく色々な仕事やってもらうことになるのはちょっと覚悟しておいてほしいかな。わからないことは質問してくれれば、ウチでもウィッカでも答えてあげられるからさ」

「わ、わかりました」

「あとは……そうだね、ダンジョンに関してはウチらなんかより知識も経験もあるだろうから、そこはむしろこっちが頼ること多いかも。そのときはよろしく」

「よ、よろしくおねがいします」

　慣れないやりとりだから慣れない敬語でしか応対できない。恥ずかしい。あと字を書くのって超久しぶりだから、手が震えて恥ずかしい。二人ともすんごく見てるやめて恥ずかしい……。

「……か、書けました」

「はい、確かに」

　やっとの思いで提出完了。

「それじゃ、早速だけどお仕事見学に行ってもらおうかな」

　マスターは特に内容を確認することもなく、書類を受け取るとそう言った。俺の苦労をちょっと返してほしい。

「今だと……そうだね、フランノエルのお仕事がいいかな。ウィッカ、案内頼むね」

「かしこまり！　クライル、行こっ」

「お、おう」

　かしこまったウィッカに連れられ建物の外へ。あと五回は案内してもらわないと覚えられなそうな道順をくねくね歩き、大通りに戻る。

　相変わらず平へい穏おんな街並みが、さっきとは少しだけ、どこか違って見えた。







　平穏な街を取り囲む壁の外の草原で、巨大な飛竜と遭そう遇ぐうした。

「グルルルルルル……」

「…………」

　飛竜……飛竜である。でかい。いかつい。勇者軍時代でも、このサイズの生物とは遭遇する方が珍しいくらいだ。いや、立派立派。

　……もしかして、この方がフランノエルさんなのだろうか。

　頭部を地面まで下げ、こちらを値ね踏ぶみするかのように睨にらみつけてくるのだけど。

「違うよー。この子はリップス。この子の飼い主が、のえるん」

　ウィッカが慣れた様子で飛竜の鼻を撫なでながら、そう教えてくれる。リップスというらしい飛竜も、特に抵抗なくウィッカを受け入れているようだった。

「のえるん、降りてきてー。新しい人紹介するよー」

「……新しい、人？」

　か細く、可愛らしい声が聞こえた。

　ちょっとした小屋くらいのサイズはある飛竜の背中から、誰かが降りてくる。

「……こん、にちは」

　小さな女の子だった。

　民族チックな布の服を着ていて、頭には七色の羽飾りをつけている。愛らしい顔立ちではあったものの──片目が紅あかいという特徴が、平凡なそれとはかけ離れていた。

　えぇと……この特徴は確か、竜飼いの一族だったか。

「……あたし、フランノエル。よろしく、ね？」

　そう言いつつも、少女フランノエルは一定以上距離を詰めてこない。警戒されているのだろうか。友好的な笑み（自称）を浮かべ、極めて自然に握手を求めてみる。

「クライルです、よろしく」

「……強そう」

　ぼそっ、とフランノエルは言った。握手には応じず、ただ差し出した俺の左手をじぃっ……と見ている。

「……クライル、戦う人？　竜、倒す？」

「戦わないよー。みんな仲良しだよー」

　笑顔を絶やしてはならない。

　竜飼いの一族は基本、好戦的な性格だと聞く。実際、昔ユシアが彼らを旅の仲間に加えようと里を訪れたときは、「魔王じゃなくて勇者軍と戦わせろ」と返されたものだ。

　あのときは、プッツン切れした俺とユシアだけで返り討ちにしたものだが……。

　フランノエルも、そういうタイプなのだろうか。

「……戦わ、ない？　戦わなくて、いい？」

「いいよ、いいよ。戦う理由もないし」

「──そう、良かった……」

　安あん堵どの息を漏もらすフランノエル。竜飼いの一族にしては珍しい反応だ。

「のえるんはね、主に荷運びの仕事を担当してるの」

「ほぉ、なるほど」

　確かにこれだけ強きよう靭じんそうな飛竜であれば、そういう仕事もできる。竜飼いの一族＝戦闘民族みたいなイメージがあったから、これには素直に感心した。

　……しかし立派な飛竜だなぁ。

「グルルルル……」

「……」

　強靭な生命力を感じさせる巨大な図体を、見るからに頑強な鱗うろこが覆おおっている。長剣などで逆さまに削ぎ、その鎧を剝はがした上でなら攻撃が通るかもしれない。が、それだけで武器がダメになる。家畜を相手するのとはワケが違うのだ。尋常ならざる戦力でもって抵抗されるのだから、まず生き残る方法を確保することから考えるべきか……。

「……クライル、目、怖い。やっぱり、竜、倒す？」

「し、しないしない。そんなことはしない」

「……なら、安心？」

　ほっとしたように首を傾かしげると、フランノエルは再び飛竜の背中に戻っていった。そして俺らにも乗るよう、目線で語りかけてくる。

　慣れた様子で乗るウィッカに続き、俺もおじゃますることに。首根っこのあたりにフランノエルが跨またがり、その後ろにウィッカ、俺という順番になった。

「……うぃっちゃん、準備いい？」

　振り返って問いかけるフランノエルに、ウィッカが二つ返事で応える。

「おっけー。飛ばしちゃって」

「あ。ちょっと待ってこれからどこにいっ……」

　ぶわっさぁ──。

　飛竜が羽は撃ばたき、飛翔した。

　地面が遠のき、空が近づき、街並みが小さくなってゆく。

　大空の旅は荒々しくも爽快で、風切り音が耳に強かった。まともな会話もできそうになかったので、到着先までぼんやり景色を楽しむことにする。

　古くから、飛竜は空の王者だ。

　モンスターとはまた別の生き物で、強く賢かしこく何より気け高だかい。そんな超生物を飼い慣らせるという自じ負ふが、竜飼いたちの自尊心を煽あおり、好戦的な性格にしてしまっているのだろう。

　その点、フランノエルは珍しいタイプと言える。まだ幼いからという理由もあ……いや、リングで働いている時点で実はそこそこ年齢あるのか？　ぱっと見では十歳くらいだと思うのだが……まずい、気になってきた。いくつなんだろう。

「なぁ、ちょっ……になったん────フランノ………………くつ……」

　駄目だ。風がすごくて、やっぱりまともに声が届かない。

　そう思った矢先、ウィッカが振り返った。俺の言葉が聞こえていたのだろうか。「わかった？」的なジェスチャーをすると、「もちろん！」的な仕草を返された。

　そして彼女は自信満々に声を張り上げてこう答えた。

「──必殺技の名前の候補ね、あと十個まで絞ったから！」

　今その話はしていない。







　空の旅の終わりは、バオクスという名の鉱山都市だった。

「いやー、ここも懐なつかしいなぁ」

　内部がダンジョン化している巨大な鉱山の斜面から裾野まで、街並みがズラーッと広がっているのが特徴的な都市だ。もともと資源価値に目をつけていた人間が多かったため、勇者軍による魔王討とう伐ばつ後の発展は特に迅じん速そくだった。

「やっぱりクライル、ここにも来たことあるんだ」

「世界の半分くらいは見て回ったからなぁ。ダンジョン絡みで」

「……クライル、すごい人？」

「すごいバカだったんだよ。俺、他のことはぜんぶ捨てちゃったし」

　ウィッカ、フランノエルとともに活気ある街中を歩く。ここまでお世話になった飛竜のリップスは現在、鉱山の上空を気持ち良さそうに飛んでいた。

「それで、ここで何するの？」

　生活基盤となっている裾野から、資源の採取や加工を主とした斜面部へと向かっているようだ。住民の顔ぶれには、体力のありそうな炭坑作業員のそれが段々と増えてゆく。

「レンタル装備の調達に」

「レンタル装備？」

　ウィッカの口から、ちょっとよくわからない言葉が出てきた。

「ダンジョンツアーで、わたしたちの方からお客さんに貸し出す装備のこと。剣とか鎧とかって、誰もが持ってるわけじゃないから。そういう人たちのために、こっちであらかじめ用意しておくの」

「ほー。なるほど」

「マスターから預かった予算でなんとかやりくりするんだけどね。まだまだ貧乏リングだから、のえるんのおかげで輸送費が安いのは大助かり」

　ねー、とウィッカはフランノエルに微笑ほほえみかける。明確な返事こそ言葉にしなかったが、フランノエルは満まん更ざらでもなさそうな表情を浮かべていた。

　山の斜面部の街並みに差し掛かると、いよいよ雰囲気がガラッと変わってきた。俺らの目的とする武具店も──いつ店じまいするかは定かでないが──少しは見かけるようになって、ウィッカがその一角にふらっと立ち寄る。

「すみません、この長剣はおいくらですか？」

「そいつは一振り二キントだな」

　店主のおっちゃんの返答に、ウィッカは「うっ」と呻うめいた。

「二キント……んー、お安くなりませんか？」

「まからんねぇ。これでもかなーり安い方だよ。もっと安いのっていうと、包丁か草刈り鎌くらいじゃねぇのかな」

「そうですかぁ……」

　苦渋を顔に浮かべ、すごすご引き下がるウィッカ。

「適当な棒きれとかじゃダメなの？」

　再び他のお店を探して歩き出したので、そんなことを提案してみる。

　お店の人が言っていたのは事実だったし、どんなものだって、武器にしようと思えばできるものだ。究極的なことを言えば、別に素す手ででも人は戦える。

　すると、ウィッカはわざとらしく肩をすくめてみせた。

「ロマンがないよ、クライル……」

「ロマン」

　冒険にロマンは必要だろうか。

　……深く考えるまでもなく、ほぼ必須と言えた。

「性能だけ考えたら、確かにそうかもしれないけど。みんな、勇者軍や冒険者に憧れて集まるんだから！　レンタル装備は、性能より雰囲気の方が大事だったりするの」

「……なるほど」

　なんというか、学ばされることばかりだ。実用一点張りが基本思考だった勇者軍の頃とは、色々と勝手が違う。

「ちなみに、それっていつまでに、どれくらい揃えればいいんだろう」

「今すぐ、ってわけじゃないけど……ツアーが始まる前々日までには揃えるのが通例かなぁ。だから、あと十日くらい？　それまでお店を回ったり、交渉したり……あ、数はそんなにいらないの。小規模だから、予備含めてあと十人分もあれば」

「ふーむ……」

　すると、普通に買うと二○キントくらいになるわけか。わざわざ買いに来ているあたり、まだリングではレンタル用の装備を購入していないのだろう。そうでないと毎回買いに来ていることになる。貧乏リングとも言っていたし、そうだなぁ……。

「なら、造ろうか」

「えっ？」

「昔、旅の仲間に鍛か冶じ屋やがいてさ。そいつに基礎だけ色々教えてもらったんだ。一線級の武具はさすがに無理だけど、見た目だけそれっぽいやつならわりと簡単に……」

　できるかな、と思ったが……一つ、肝心な問題が残っていた。

「……高熱の火が使えないと駄目だ。旅をしていたときは魔法使いがなんとかしてくれたんだけど、ウィッカは魔法で炎とか出せる？」

「焦しよう熱ねつを孕はらむ月下の砂さ塵じんよ、イフリテス・ディザスター！」

　セリフとともにババッ、と格好いいポーズを決めるウィッカ。

　しかし何も起こらなかった。

　いや、一応周囲の人々から「何事だ？」的な視線はいくらかいただいたのだが。そして彼女は特に動じる気配もなかったのだが。さすがなのだが……俺はちょっとだけ恥ずかしかった。

「炎ねぇ……格好いいから使いたいんだけど、相性が悪くて習得できてないの」

　魔法のことはよくわからない。ウィッカが言うなら、そういうものなのだろう。

「じゃあ、リングに武具製造できるような設備って……」

「ないよー」

「だよなぁ……どうしよ」

　良いアイディアだと思ったのが、このままだとおじゃんだ。ここは一つ、ウィッカに頑張って相性の壁を乗り越えてもらうしか……と思っていたところ。

「……それなら、リップスの出番？」

　不意に、フランノエルが口を開いた。

「……飛竜の吐息、灼しやく熱ねつの炎。鉄くらいなら……ドロドロになるまで、溶かせる」

「おぉ、その手があったか！　それじゃあ、お願いしてもいいのかな？」

「……大丈夫」

「となると、そうだな……」

　頭の中でざっくり試算してみる。

「……その期日と数なら、このあたりで安い素材を買い集めれば間に合うと思う。さっき買おうとしてたのくらいでよければ、だけど」

「ほ、本当に!?　全然いいよ、助かるよーっ！」

「……クライル、やっぱりすごい人？」

「一人で何でもできたらすごいんだけどなぁ。今はすごくないから、協力よろしく」

「……うん、わかった」

　そんなこんなで、目線を武具から武具製造に必要なものへと変更し、店を転々と歩きまわる。最終的にはずいぶん安く上がるお買い物になったが、取扱店の少なさが仇あだとなり、値段交渉に難なん儀ぎしたのがちょっと大変だった。

　──やはり、世界が平和志向に傾かたむき始めているのだろうか。

　そんなことをふと考えながら、かつて魔王が住んでいた鉱山を眺めた。







　お化け屋敷のような外観のリング拠点に戻り、ウィッカからマスターに武具の自前製造を提案するとこれが案外すんなり通って、「じゃあ次は二階の書庫に」と言われて来てみたら──。

「初めまして、自分はグリーシア！　新人クン、よろしくね！」

　どかん、と大ボリュームの挨拶をぶちかまされた。












　書庫にいたのは眼鏡めがねポニテの女の子──女の子？　見た目年齢的には女性といったほうがしっくりくるだろうか。司書さん的な服にタイトスカートという落ち着いた格好だけど、実際どうだか訊くのは憚はばかられる微妙なラインだ……。

「ぐりりんは、お役所の職員さんを目指して勉強中なの」

「ただいま絶賛浪人中だけどねぇ！　あっははは！」

　ぐりりんことグリーシアがばっこんばっこん肩を叩いてくる。そのテンションの高さがヤケッパチからきていなければいいのだが。

「で、俺は何をすればいいんだろう」

「自分のところに来たってことは、書類整理しかないかなぁ！」

「書類整理……」

　ものすごく苦手なジャンルが来た。大丈夫なんだろうか。

　などと心配していると、グリーシアから「ずしり」と書類を手渡された。

「ほい、コレ今度のツアーの確認資料七十枚！　似たような書式が多いけど中身ぜんぜん違ったりするから、目ン玉かっぽじって神経すり減らしながら読んでね！」

「ウィッカ、助けて」

「クライルの書類整理はまだ始まったばっかりだよ！」

「終わりがまったく見えないんだけど……」

　これ標準？　この仕事量は標準なの？

「いやぁ、だって体験なんでしょ？　だったら最初にドーンと任せちゃって、どれだけできるか見た方が早いって！」

　けらけら笑うグリーシア。……よく見れば眼鏡、レンズ入ってないし。

　とはいえ、書類の確認方法については丁寧に、わかりやすく教えてくれた。事務仕事に関しては門外漢な俺でも、「お、これならできそう」と思えたほどだ。

　そうしてご指導ご鞭撻のほどを願っていたのだが……不意に彼女は書き物机から離れると──

「それじゃ、自分は休憩に行ってくるね！」

　──などとおっしゃった。

「……はい？」

「これでも朝から座りっぱなしなのさ！　ま、無理はせずに全力で頑張ってくれたまへ！　それじゃ、まったにー！」

　ぴゅんっ！

　……ってな勢いでグリーシアは部屋を出て行った。

　後に残されたのは俺とウィッカと大量の書類。

　もしかしてこれ、押し付けられた感じなのだろうか。

「クライル、大丈夫。わたしがいるよ」

「それはそれでありがたいんだけど……」

　書類の見方はわかった。勇者軍時代にも書物は色々と読んでいた──ユシアや魔法使いたちによく薦すすめられたものだ──ので、そのあたりは特に苦労もない。

　……の、だが。

「……ウィッカ。俺は、字を書くのがものすごく苦手なんだ」

　しばらく仕事をこなしてみてから、俺は言った。

　これも別に、まったく書けないというわけではない。ただ、言ってしまえば不慣れ過ぎるのだ。それでいきなりこの数量をこなせというのは、なかなか厳しいものがある。

「苦手そうなのは、見てたらなんとなくわかる」

「わかってくれるか。なら……」

「だから、がんばろう！」

　鬼だ。

「というか……ねぇ、クライル。もしかして利き手、逆じゃない？」

「は？」

　いきなり何をおっしゃるのやら。

「だって、のえるんと握手しようとしたとき、左手だったでしょ？　文字を書くのは逆の人なのかなぁ、って思ってたけど……見るからに書きにくそうだし」

「そんなこと……」

　あるのだろうか。意識したことはなかった。

　しかし思い返してみると、確かに旅の道中、武器の扱いは両腕どちらでもいけた。食事のときは食べるものによってばらばら。その他でいえば、対象が右手に近いか、左手に近いか……それだけの違いで分けていたように思う。

　今もペンが右側に置かれていたから、右手に取ってみただけ。利き手なんて考えたこともなかったが、もしかして……。

「……あれ、なんか書きやすい」

　スラスラいくし、見た目も綺麗だ。まるで俺の字じゃないみたい。

「やっぱり！　クライル、左利きだったんだよ」

　えへへ、となぜかウィッカはにやけた。

「わたしとおんなじだねー」

　……俺もなぜかにやけてしまった。

　そこから先は、仕事もわりとスムーズに進んだ。慣れてくれば案外楽しい──とまでは言えないものの、さっきまでほど苦痛を感じることもない。手が止まりそうになったときなどは、ウィッカと少しお喋りしてやる気を注入してもらう。

「ぐりりんはいつも、こういうお仕事と、役所に入るためのお勉強してるの」

「絶賛浪人中とか笑って言ってたけど、大変なのか？」

「わたしは詳しいこと知らないけど、難しいらしいよ。お給金が安定してるから、入りたい人がいっぱいいるんだって」

「そっかぁ」

　──ルジアスも、きっといっぱい頑張ったんだろうなぁ……。

　そうこう書類を整理しているうちに、グリーシアが戻ってきた。時計を見て、思ったより時間が経過していたことに気付く。

「たっだいまぁ！　喜べ、新入りクン！　おいしいオヤツを買ってきたぞぉ！」

　ウィッカがオヤツの一口パンケーキをもらっているのを見て、俺も同じように手を差し出した。しかしグリーシアは直前で手を止める。

「……これ、ぜんぶ新入りクンが書いたの？」

　じぃっ……と。ときどきそれっぽく眼鏡（レンズなし）の縁を神経質そうに触ったりしながら、整理を終えた書類を見つめ始めた。一枚一枚チェックが入る。怖い。なんだかドキドキしてきた。

　やがてグリーシアは手を大きく振り上げると──。

「……なぁんだ、思ったよりやるじゃぁん！」

　俺の頭をわしゃわしゃと撫で、口の中にパンケーキを突っ込んだ。







「夜はワップルと一緒に動いてもらおうかな」

　一階に戻ると、休む間もなくマスターから新たな仕事が振られた。

　窓の外はもう暗い。グリーシアは帰り支度を始めている。口をへの字にひん曲げたのは、俺ではなくウィッカだった。

「……マスター。今日一日、クライルいっぱい頑張ったよ。まだお仕事するの？」

「ウィッカはもう上がっていいよ。クライルは初日だし、もうちょっと頑張ってもらうつもりだから」

　マスターは軽い調子で笑った。

「クライル、大丈夫だよね？　勇者軍がこの程度で疲れたとか、言わないよね？」

「まぁ……体力的にはぜんぜん」

　慣れない頭脳労働のせいで、ノーミソはぷるぷる唸うなってる気がするけど。新鮮な経験ばかりさせてもらっているおかげか、それもあまり気にならない。

「クライル、本当に大丈夫？　無理なら断るのも仕事のうちだよ？」

「おっけーおっけー。ダメならそのときにぶっ倒れるだけだから」

「マスター！　クライルがもう危ない発言してるよ！」

「結構な心意気じゃないか。好きにさせるのが一番さ」

　その後もウィッカは何度か抗議してくれたが、結局は根負けした。マスターにというよりは、むしろ俺の頑がん固こさに、だったが。







「こんばんは、新人さん。ボクはワップル。よろしくね」

　四人目にして最後の先輩とは、街中のバーで顔合わせを果たした。

　黒いスーツに長ズボンという服装だけを見れば、男性だとすぐにわかる。しかしワップルは中性的な顔立ちの上に線が細く、男装の麗れい人じんととれなくもない風ふう貌ぼうだった。声音も中間的なものだったが、一人称は「ボク」だし……とりあえずは「彼」と呼んでおくことにする。

「えーと……クライルです。よろしく」

「ま、とりあえず座ってよ。先方さん来るまで、少し時間あるから」

　夜の闇を物ともせず、店内は煌きら々きらした明かりに溢あふれていた。バーといってもベロンベロンになっている客は見受けられず、静かに楽しむのが主流のようである。勇者軍時代はあまり縁のなかったタイプだ。

　座るよう促うながされた席は四人がけの四角いテーブルで、緑色の毛もう氈せんマットが敷かれていた。メニュー表に食事らしきものはない。一体何のためのものだろう。

「クライルくん、何を飲む？」

「俺、酒はまったくダメで」

「了解、それならお茶にしようか。でもこういうお店だから、それっぽいポーズだけは取っておいてね」

　ウィッカも言っていた雰囲気というやつだろうか。素直に頷うなずいておいた。

　……それで、ここで何の仕事をするんだろう？

「簡単に言うと、お得意さんの接待だね。交通手段の提供や宿泊施設の営業を生業なりわいにしているリングとは、特に仲良くしておかないといけない」

「他のリングとも協力するのか？」

「当然。いろんな方面に特化したリング同士で繋がり合えば、すごく大きなことができる。その繋がりを、鎖くさりって意味でそのまんまチェーンと呼ぶんだけどね」

　ボクの仕事はその繋ぎ目だよ、とワップルは微笑んだ。

　つまりは人付き合い、ということか──また学ぶことの多そうなジャンルだ。

「ワップルは、ずっとそういう仕事をしてたのか？」

「んやー。ちょっと前までは盗とう賊ぞくやってたよ」

「お？」

　なかなか尖ったジョブが出てきた。

「ちょっと前まではさ、冒険者ブームだったじゃないか。もしかしたら、勇者軍より先に魔王を倒せるんじゃないか……そう考えて、旅に出る人が多かった」

「みたいだな。それはなんとなく感じた」

　魔王未討伐のダンジョンに潜もぐると、数回に一回は先回りしていた冒険者と出会ったものだ。もっとも、戦力と呼べる者はほとんどいなかったのだが。

「んで、ボクはそういうフリーで隙すきだらけの連中から、ダンジョンで拾ったと思しきアレやコレをちょっと色々ソレやドレしていて……そんなことを繰り返してたら、ある日ティフェレットさんに捕まっちゃって」

「……ティフェレット？」

「リングのマスターだよ。名前、まだ聞いてなかったの？」

「ウィッカもフランノエルも、マスターとしか呼んでなかったから」

　しかし、ティフェレットか……うーん、どこかで聞いたことがあるような？

「ティフェレットさんも冒険者の一人だったんだけど、ちょっと普通の人より手強くて……そしたらなんか、逆に意気投合しちゃってさ。そこからの付き合いになるね」

「ティフェレット……ティフェレット……？」

「……っと、来たね。お得意さん」

　その引っ掛かりを解消している暇ひまもなく、ワップルがそう言って立ち上がった。店の入り口からやってくる客の一人に会釈したので、俺もそれに倣う。

「お久しぶり、ワップルくん。調子はどうだい？」

「相変わらず、閑かん古こ鳥どりと仲良くしています」

「あはは。そいつはちょっと気合いを入れにゃならんな。して……」

　そっちのは誰だ？　的な目を向けてくるお得意さん。金歯や指輪の数など、見るからにオカネモチな身なりのオジサマで、体型もふくよかだ。たぷんたぷん。

「同じ職場の新人で、クライルといいます。今日は彼のご挨あい拶さつも兼ねて」

「クライルです、よろしくお願いします」

「ふむ。なかなか油断ならない身体からだつきをしているね。ワシも若いころは……」

　とてもゆっくりとした所しよ作さで席につくオジサマ。店員を呼び出すと、あらかじめ決めていたらしい種類の酒とトランプを注文する。……トランプ？

「お酒とトランプが好きなんだ、この人」

　ワップルがさりげなく耳打ちしてきた。

「クライルくん、ポーカーはわかる？」

「遊んだこと自体は、けっこう」

「そっか。なら安心だ。適当に、うまいこと頼むね」

　そう言うとワップルは接待モードに入り、オジサマとの会話を弾はずませ始めた。

　俺はというと、話を聞いてもチンプンカンプンだったので、ときどき適当に頷くか曖あい昧まいな相あい槌づちを打つ程度。それでもオジサマの不ふ興きようを買わなかったのは、ワップルがその度に右へ左へ話題をコントロールしていたからに他ならない。

　やがてオジサマの酒とトランプが届くと、ワップルとの会話をぼよんぼよん弾ませながら、ポーカーの開始を宣言した。俺のもとにもカードが配られる。

「交易リング界隈はどうなんです？　最近、何か面白いこととか」

「もっぱら、交易路の開拓と整備ばかりだね。やりがいはある。今はまだ面白くもなんともないが、長い目で見ればこれほど重要な仕事もないだろう」

　一ゲーム目、俺はブタ札で終わった。少し初期札を崩しすぎただろうか。手札を流し、次のゲームを待つ。

「最近はモンスターに怯おびえる心配もありませんからね。さぞかし順調なのでは」

「順調とは言い難い。活動場所が急激に増えたことで、むしろ他のリングと衝突する機会は多くなったよ。どいつもこいつも一番乗りの利権狙いさ。ま、うちのところもそうなんだがね」

　二ゲーム目、またしてもブタ。三枚交換したものの、なかなかちょうどいい塩あん梅ばいにならない。ワンペアも揃わないとは……ままならない。












「いずれ、モンスターの脅きよう威いでバラバラに分断されていた人々は、大きな繋がりを持つだろう。そのとき急成長するのは、我々のような交易系リングだ。どうだい、ワップルくん。ウチにこないか？」

「今の仕事も十分に楽しいですよ。こうしてお喋りできますし」

「ウチにくれば、毎日お喋りできるじゃないか」

「面白いんですよ、今のリングが。しばらくは飽あきが来そうにないです」

「……ダンジョンツアーねぇ」

　三ゲーム目。手札の酷さに顔を覆いたくなる。ここからどうしろと。仕方がないので総取り替えを敢行。

「『無限の扉』……とかいうリングだったか？　正直、早いところ見切りをつけた方がいいと思うがね」

　……そしたら今度はブタだ。ビリが確定し、手札が流れる。そろそろわざとやってるんじゃないかと思われそうだが、オジサマは気分良さそうにワップルと会話を弾ませているばかり。

　四ゲーム目の手札は……。

「それはまた、どうしてでしょうか？」

「人類とモンスターの戦いは終わった。魔王と勇者軍の戦いなど、もはや過去の出来事にすぎん。いつまでもそこに人が集まるとは思えんのだよ」

「でも実際、今は──」

「確かに今はよく話を聞く。だが、それも一過性のものだろう？　物珍しさに、みな浮かれているだけだ。すぐに目が覚めて、見向きもしなくなる」

　……四ゲーム目の、手札は。

「冒険も、武勇伝も、いずれは人々の価値観から存在を消す。これからは、人と人とが対等に繋がる時代だ。その意味では勇者軍に感謝しているものの、いつまでも彼らを神聖視する風潮は……クソ食らえ、だな」

「…………」

「それに──過去の栄光にすがるしかなくなった勇者が、そういった業界に未み練れんたらしくしがみついてこないとも……」

「上がり。ロイヤルストレート・フラッシュ」

　四ゲーム目の手札は、交換しないでそのままいった。

　以降のゲームも五連続、俺は初期札をそのまま晒さらして一位を取った。たまには手札を崩そうかとも思ったが、三ゲーム目まではブタ札にしかならなかったのでやめた。

　それまで饒じよう舌ぜつにワップルとお喋りをしていたオジサマの表情は、すでにすっかり硬く重苦しいものになっていた。口の中では何百匹の苦虫が嚙かみ潰つぶされていることだろう。

「──急用を思い出した。帰らせてもらう」

　そう言って立ち上がると、オジサマはそそくさと店を後にした。

　やった！　勝ったぜ！

「──クライルくん。あんまりこういうことは言っちゃいけないんだけど……」

　ワップルに肩を叩かれた。苦笑を浮かべられている。

　……やはりここは、下手くそでも接待プレイだったろうか。

「グッジョブ」

　思いがけないその言葉に、俺も苦笑して親指を突き立てた。




　そうして俺の長い初勤務日は終わった。

　そして翌日から、そんな日がずっと続いた。




「……クライル。いま、作業、できる？」

「おう、やろうか。リップスの炎がないと、まともに鉄も叩けないしな」

「新人クン！　こっちの書類、記入ミスしてるよー、あはは！」

「え、そんなはずは……って、うわぁ。本当だ。なんでこんなミスを……」

「……クライル、いま、ヒマじゃない？」

「暇ではなくなったけど武具製造もやらなくちゃ……」

「クライルくん。今晩会う予定の人なんだけど、少し時間を早めてほしいらしくて」

「え!?　そんな、急に言われても……」

「新人クン、その書類の訂正いつ頃までにできそう？」

「えーと、ちょっと待って下さい。いま優先順位を……」

「……あんまり遅いと、リップス、お昼寝しちゃう」

「わかった、武具製造からいこう」

「あと二時間くらいで出発なんだけど、一区切りつきそうかい？」

「…………つけます」

「てーことは、書類訂正は明日かにゃ？　というか、他にもノルマあるしにゃ？」

「書類はぁ……夜、戻ってからやります！」

「毎日あんまり遅くまで残られても困るんだけどね、クライル。電気代かさむし」

「すみません、マスター……でも、こればっかりは……」

「クーラーイールーっ！　たまには早く帰って寝たほうがいいよーっ!?　もう五日くらい連続でリングに寝泊まりしてなぁいーっ!?」

「それは……それはわかってるんだがぁっ!!」




　わけがわからん。

　やることが多すぎて、もう、頭、破裂しそう。







「……ちかりた」

　ある日職場でぼそっと呟つぶやくと、隣でオヤツを食べていたウィッカが断言した。

「休もう！」

「休んでる暇がない……」

「そんなことは絶対にないよ、クライル」

「どうしてそう言い切れる？　現に俺の仕事は……」

「だって、クライルが来る前からリングは回ってたもん」

　目から鱗がどばどば落ちてきた。

「というか、最近のマスターちょっと変だよ。普段あんなに厳しくないもん。なんでクライル一人に仕事集めるんだろ？　クライルのことが嫌いなのかな？」

「おぉぅ……なんかその線あるのかもなぁってぼんやり思ってたけど、はっきり言ってくれるね、ウィッカさん……」

「わたし、噓うそつくのキライ！」

　別に本当のことぜんぶ喋らなくても。

「それに……わたし今、なんかちょっと違う気がしてる」

「違う……って？」

「わたしがクライルを誘ったのって、武器を造ったり書類を整理したり人付き合いしたりしてもらうためじゃないもん」

　オヤツの袋を机の上に置き、握りこぶしを作って立ち上がる。

「あの日、あの鍾しよう乳にゆう洞どうで助けてくれたクライルが格好良かったから──クライルみたいな冒険者がいたら、みんなきっと『うぉー！』って絶対なる！　……って思ったからで」

　えーっと、うーんと……と、ウィッカは言葉をまとめようとする。

「クライルが休んじゃいけない仕事っていうのは、そういうのだよ。だから、それ以外のことは無理しなくていいんじゃないかなぁ」

「その肝心の仕事は、いつできるんだろうか……」

「明後日かな？　ツアー当日」

「あれ、もうそんなに経った？」

　カレンダーを確認しないと、もう日にちの感覚もまともにない。

「クライル、すごく頑張ってるよ。でも、本当の頑張りどころはツアー当日だから！　勇者軍の何たるかを、みんなに見せてあげてほしいんだ！」

「俺はそんなだいそれたものじゃ……」

　あるけど。あったけど。

　こんなふうに、臆おく面めんもなく真正面から言われたのは初めてかもしれない。

「……ウィッカは、どうしてこの仕事に？」

　なんとなく気になってそう問うと、ウィッカは少し照れくさそうに答えた。

「わたしは最初、勇者軍に入りたかったの」

「え、本当に？」

「うん、本当」

　意外な返答に、思わず目を丸くしてしまった。

「小さい頃から、ずっと憧あこがれてたんだ。勇者軍の活躍。英雄譚。わたしもいつか、一緒に戦うんだって。そう思って、魔法の勉強、いっぱい頑張った」

　格好いいセリフやポーズもいっぱい考えたし、と大真面目に語る。

　聞けば、ウィッカの家は代々魔法使いの家系なのだという。彼女もまた、立派な魔法使いになることを期待されていたようだ。

「でもね、勇者軍は無理だって。そんなことはいいから、この街で……あ、わたしの故郷、南都のキリグマなんだけどね？　そこでいい仕事に就いて、魔法使いとしての研究を継ぎなさいって、そう言われたの」

　──だから、こっそりダンジョンツアーに参加してみた。

　それは、十四歳の誕生日のことだったらしい。

　……その頃というと、まだ魔王退治の旅もあまり進んでいなかったはずだが。

「うん。でもダンジョンツアーって、魔王がいなくなった地域から徐々に始まってたみたい。だから、勇者軍の出発地点であるアルバストラには、その頃からもうツアーのリングがあったの」

　俺の疑問を表情から見て取ったのか、ウィッカがそう説明する。

「私がそのときアルバストラに来たのは、学校の研修旅行だったからなんだけど……広告を見つけたときは、そんなものがあるんだ！　って、本当にびっくりして。でも、それ以上に興味が湧いちゃって……友達に無理言って、一人だけ別行動でダンジョンツアーに参加させてもらった」

「それはまた、大胆な……」

「そうでもしないと、きっとわたしは、二度とダンジョンに行けないって思ったから」

　それで、ダンジョンに潜った感想はどうだったのだろうか。

　俺が問うと、ウィッカは実に眩まぶしい表情を見せてくれた。

「すごかった……なんていうか、別世界だった。ううん、夢世界かも。小さい頃から本で読んだり、人から聞いたりしてた世界は、本当にあったんだって」

　その気持ちは、確かによくわかる。俺もそういった憧れや感動があったからこそ、故郷を飛び出し旅に出たのだから。

「最初は、途中でツアーから抜け出して、魔法がどれくらいモンスターに通じるのか……どれくらい通じたら、お父さんもお母さんも、わたしが旅に出ることを許してくれるんだろうって、そんなことを考えてた」

「……最初は、っていうと」

「途中で気付いたの。勇者軍で戦うこともそうだけど……それと同じくらい、わたしは旅とか冒険とか、ダンジョンそのものに憧れてたんだって。そう思ったら、お母さんの言うことも、お父さんの言うことも、全然関係ないってわかった」

「関係ない？」

「やりたいことを我慢してたら、一体何のための人生なんだろう？　そう思ったの」

　ツアーから戻ったウィッカは、両親を懇こん々こんと説得したという。学校を卒業したら、アルバストラで働きたい。ダンジョンツアー関連の仕事に就きたい。そう語り続けた。

　そして今、彼女はこの『無限の扉』にいる。

　それはまだ、夢の入り口に過ぎないという。

「クライルは、わたしの憧れ。戦士としても、冒険者としても。だから、あんまり無理して、身体壊したりしてほしくないな……って」

　迷いない瞳と言葉を、ウィッカは俺に向けてきた。

　まっすぐすぎて──眩しすぎて、直視できなくなるほどに。

「……仕事の続き、するかぁ」

「え、休んでくれるんじゃないの？」

「もうちょっと頑張るよ。頑張れるって思った」

　姿勢を正し、山のような書類に取り掛かる。

　一瞬だけ呆あつ気けにとられたウィッカも、すぐに表情を明るくした。

「……そっか。よぉっし！　わたしもリングが潰れないように、がんばらないとっ」

「潰れるって、そんな大げさな……」

　……大げさ、なのか？　ふとよぎった不安を投げかけてみる。

「んー、けっこうギリギリみたい？　そろそろ大きいの成功させないと、本当に危ないとかマスター言ってたような……」

　ウィッカは、言った。

「そうしたら、わたしもキリグマに帰らないといけないんだよね」

「……なんだって？」

「一応、そういう約束でこっちに出てきてるから。きちんとお仕事としてやっていけないんだったら、帰ってきて研究継ぎなさいって」

　なんでもないことのように──普段から、ただの一瞬でも忘れたことのないようにそう言って、彼女は自分の仕事を探しに外へと出かけていった。ばたん、と扉が閉ざされる。

「…………」

　リングが潰れたら、ウィッカともお別れ……。

　その事実は、なんだかものすごく寂しいことのような気がして──不純にも、もっと頑張らなければと思う動力源になったのだった。







　そして、なんとか生きて迎えたツアー当日。

「……ここも懐かしいなぁ」

　王都アルバストラを北東の大門から出発し、馬車に揺られること半刻。辿り着いたのは、木々が生い茂る森の入り口だった。そこは『ダーオスの小道』と呼ばれるダンジョンで、俺が軍に加わる以前に魔王討伐がなされていた場所である。

「それでも来たことあるの？」

「子どもの頃、弟と一緒に」

「その頃からクライルは、モンスターをばったばったと倒してたんだね！」

「いや。襲われて死にかけて、命からがら逃げ帰ったよ」

「あ、そうなんだ」

「家に帰ったら、親に死ぬほど怒られもしたし」

「ほほぉ……クライルも人の子なんだねぇ」

　懐かしい気持ちに浸りかけて、すぐに胸が締めつけられそうになる。

　あの頃、本気で叱ってくれた両親はもういない。忙ぼう殺さつの日々が一時的に忘れさせてくれていただけで、この喪失感を克服したわけではないということに気付く。

　……そういえば、俺は二人の墓参りにも行っていなかった。

　行こうと思っても、場所を知らない。ルジアスに訊けばわかるのだろうが……今は顔を合わせるのが少し怖い。

「……クライル、大丈夫？　なんか、暗いよ？」

「ん……あぁ、大丈夫。ただちょっと、考え事を」

「お二人さん、そろそろ私語はストップね？」

　ワップルに窘たしなめられ、俺とウィッカは揃って口を噤つぐんだ。

　盗賊時代の装備だろうか。今日の彼──本人に確認済みだ。「彼女」ではなく「彼」だった──は、スーツ姿でなく旅装束のような服装で、腕や脚に革製の装甲をまとっていた。

「それじゃ、行こうか。基本はマスターが引っ張るから、それに合わせる感じで」

「「はーい」」

　俺ら三人が乗っていたのは小型の馬車。ツアーのお客さんたちが乗っていた大型馬車は、先行してダンジョンの入り口に到着していた。

　そこから降りてきたのは──到底これからダンジョンに潜る人間のそれとは思えない、軽けい装そう備びの人間ばかりだった。あと、見た目からして一般人である。

「家族四組、計十一人だね。本当は九人枠だったんだけど、ご近所さん繋がりでどうしても、ってことで」

「ご近所付き合いでダンジョンに潜るのか……」

　意識の違いに唖あ然ぜんとする。いや、これも時代の変化なのだろうか。

　でも──いるんだな、まだ。冒険したい、って思う人たちは。

「ここのダンジョンは比較的平和というか……あんまりダンジョンらしくない、っていうのかな。他の場所に比べたら人気もそこまでなくて。まとまったお客さんが申し込んでくれたのは、本当に幸運」

「小さい男の子ばっかりだ。あとはその母親と……あ、女の子も二人いるのか」

「ここのモンスター相手ならちょうど良さそうだよね」

「だな。死にかけたとはいえ、魔王討伐前でも子どもの俺が生き残れたくらいだし」

「私語、私語」

「「すみません」」

　ワップルに再び注意され、今度こそ気を引き締めてお客さんのもとへ。

　大型馬車にはマスターことティフェレット、そしてグリーシアが同乗していた。ワップルほどではないが、二人の服装も普段とは違い、外で動くことを想定した旅装束に寄せてある。

　ティフェレットがお客さんを誘導し、俺たちは入り口前で一度集合する。さらに大型馬車よりも先行していたフランノエルが、お客さんたちに武器の長剣──俺とフランノエル＆リップスの力作揃いである──を配ってゆく。

　そこで、ティフェレットが一度挨拶をした。

「本日は当ツアーにお越しいただき、誠にありがとうございます」

　コンダクター、という役らしい。

　ダンジョンの説明と案内をするのが仕事で、俺やウィッカもいずれはやることになるのだとか……というか、ウィッカが俺にさせたかった仕事というのが、このコンダクターだったようだ。

「ここから先が『ダーオスの小道』です。先ほど馬車の中で配りました紋章石は、中に入ったら一度回収させていただきます。それでは、ついてきてください」

　ティフェレットの先導に続き、グリーシアと十一人のツアー客が進む。

　その後ろから俺とウィッカ、ワップルもダンジョンに入ろうとしたが、フランノエルだけは踵きびすを返した。

「あれ？　フランノエルは行かないのか」

「……あたしは、お留守番。紋章石、足りないから」

「足りないって、一個だけ……」

　……あ。それってもしかして、俺がリングに増えたせい？

「……気にしないで。あたし、そもそも行ってもすることない」

「でも……」

「……クライルが、勉強してきてくれれば。あたしは、それで満足」

　じゃあね、とフランノエルは背中を向けた。本人は言葉通り気にしていないのかもしれないが……こっちがなんだか寂しくなってしまったので、もう一度だけ呼び止めて振り向かせる。

「また今度、何か一緒にやろうな。武具製造、楽しかった」

「……あたしも。ああいうの、初めて。楽しかった」

　いつも無表情な顔を少しだけ緩ゆるめ、フランノエルは立ち去った。

　俺も彼女に背を向けて、ダンジョンの中へと入る。







「ここ『ダーオスの小道』には、主に虫や鳥のモンスターが生息しています。人を襲う習性を除けば、それら生き物と本質的な部分は変わりません。もしかしたら、モンスター同士で争っている場面に遭遇できるかもしれませんね」

　そんなことを説明しながら、ティフェレットはツアー客を率いていった。

　口上によどみはなく、説明に誤った内容もない。ワップルから聞いていたとおり、熟練の冒険者なのだろう。自然な足取りが、ツアー客を置き去りにすることもない。

「勇者軍が魔王を討伐したあとは、多くの冒険者が修行や腕試しをしに、このダンジョンを訪れました。みなさんにもあとでモンスターとの戦闘を体験してもらいますが、サポート体制には万全を期しておりますので、安心してくださいね」

　その一言で、ツアー客の視線が一斉に俺へと集まった。まぁ、リングの中では一番ガタイいいしな。何すればいいか、全く聞いてないわけだけど。

「ふふ。さっそく注目されてるね、クライル」

　ウィッカが近付き小声で言った。その手には杖が握られている。

「でも残念！　今日のサポート主役はわたしなのです！」

「おぉ。そうだったのか」

　サポートなのか主役なのかは突っ込まないことにした。

「補助魔法でみんなのパワーを上げる役なの。今日のお客さんじゃ、用意したレンタル装備をまともに振れないし」

「なるほど」

　補助魔法はとても大事だ。勇者軍時代の肉弾系戦士たちも、そのほとんどが魔法使いとコンビを組んで戦っていたものである。一人で攻めてよし、仲間をサポートしてよし……うん、やっぱり魔法使いはずるい。

　そんなことを頭の片かた隅すみで考えながら、他の二人を観察してみる。

　ハイテンション事務員グリーシアは、ツアー列の右サイド。盗賊上がりの交渉人ワップルは、ツアー列の左サイド。俺とウィッカが後方に位置しているので、さり気なく不測の事態に備えている格好ではある。

　グリーシアは杖を持っていたが、魔法を使用するためのものではなさそうだ。魔力を伝導する素材には見えない。単純に鈍器の役割だろうか。

　ワップルは腰の左右に一本ずつ、脚の左右に一本ずつ、背中でクロスさせるように一本ずつ、長めのナイフを帯刀していた。装備としては見た目一番物々しいが、本人の外見が細っこいのでどうしても頼りなく見えてしまう。

　とはいえ、戦闘員という役割ではないのだろう。先ほどからお客さんたちの質問によく答えているし、どちらかといえばそっちが本来の仕事だと思われる。タイプは多少異なるが、気さくな性格の二人にはぴったりと言えた。

「新人クン、ちょっと代わってみるかい？」

　そんな俺の視線に気付いたのか、グリーシアがさっと後方へ近づいてきた。代わる……というと、俺がお客さん列の右サイドを歩き、質問に答えたりツアーの説明をしたりする、ということだろうか。

「いや……今日はちょっと見てるだけで」

「んなこと言ってたら成長しないぜぃ？　ほれほれ、若いうちの苦労は買って売って買って売っての倍々ゲームだよ！」

　どんっ、と。背中を押されて、ツアー列の真横に出る。

　俺のヘソあたりまでしか身長のない女の子が「ひっ」と短く驚き、俺のみぞおちあたりまでしか背丈のない男の子が「じぃっ」と俺を凝ぎよう視しした。

「……オジサンは、強いの？」

　男の子の方が口を開いた。オジサンではないので無視する。

　……あとから来たウィッカに、義足じゃない方の足を踏まれた。

「このオジサンね、すっごく強いよ。もう、すんごく格好いいんだから」

「やたらと持ち上げるのはやめようか、ウィッカ」

「だって、本当のことじゃない」

「勇者より？　勇者よりも強いの？」

　男の子から、きらきらした眼差しで問いかけられる。見れば、隣でおどおどしていた女の子も同じような反応を示していた。

「勇者より、か……」

　あまり考えたことのない問題を、少し真面目に考えてみる。

「──強かった、ときもあった」

　おぉ、と手を叩くウィッカ。

　一方、子ども二人は釈然としない様子で首を傾げた。

「今は？」「今は……？」

「今は……勇者の方が強いかな」

「ははは、ザコめー！」

　男の子が笑いながら殴りかかってきた。しかしその拳こぶしは空振りする。

「……え？　え!?」

「残像だ」

　混乱する男の子の頭を背後からぽんぽん叩いてやる。

　以降は恐れをなしたのか、興味ありげにちらちら見てくるものの、向こうから声をかけてくることはなかった。







「それじゃ、ウチがモンスターかき集めてくるから。ウィッカ、お客さんに支援魔法よろしくね」

「かしこまり！」

　ツアーが進み、『ダーオスの小道』も中央部あたりまで到達した頃。ティフェレットはそう言い残すと、一人獣道へと逸それていった。

　ツアーはここまで、一度もモンスターと遭遇していない。これは管理討伐隊と事前の打ち合わせがあって、あらかじめ彼らにモンスターを間引いてもらっていたからだ。このあたりが「一般人向けツアー」たる要素なのだろう。

　一方で、「それじゃあ全然つまらない！」というお客さんの矛盾した要望もある。なので、最初に決めていたポイントのモンスターだけを残しておき、そこで「モンスター狩り」を体験してもらうというコンテンツが生まれたそうだ。これが大人気を博はくし、今やどのツアーでも大きな目玉となっているらしい。

　今ティフェレットが向かったのは、そういったモンスター未討伐エリアだ。

　そこからモンスターを引っ張ってきて、ツアー客に倒させるというわけである。

　グリーシアとワップルはツアー客への説明をティフェレットから引き継ぎ、ウィッカは杖を取り出して魔法の準備を開始している。

　一方の俺は、何も聞かされていないので棒立ち。

　……なんというか、「見て学べ」感が強すぎて戸惑いを隠せない。やはりティフェレットは俺のことキライなんだろうか。

　そんなことで頭を悩ませていると、お子様たちの様子が急に騒がしくなった。

「うわー！　すげー！　急に力がみなぎってきた！」

「剣軽っ！　すげー！　魔法すげー！」

　見れば、ウィッカが補助魔法を行こう使しし始めたようだった。先ほどまで重そうに持ち歩いていただけのレンタル装備を、男の子も女の子も、そのお母様方も難なく取り扱えるようになっている。

「あらホント。包丁より軽いわ」

「これなら分厚いお肉でも簡単に切れるわ」

「あらいやだ。刺せるの間違いではなくて？」

「刺したあとに切る、かもしれませんわよ？」

　……お母様方から、何やら物騒な話が聞こえるのは気のせいだろう。

　そんな感じに興奮し始めたツアー客のもとへ、ティフェレットがモンスターを引き連れて戻って来た。ツアー客は一瞬ぎょっとした反応を見せたが、難易度の高い鳥系はおらず、すべて虫系だ。慣れればなんとでもなるだろう。

「基本的には自由に戦ってもらって構いません。戦い方がよくわからないという方は、まずはモンスターの眉み間けんを狙うといいでしょう。剣先を目と目の間に合わせ、向こうが飛び込んできたら突き刺して迎撃すると、うまくいきます」

　言ったとおりのお手本を見せ、ティフェレットがオオイモムシを倒してみせる。

　少しの間を置いて、最初にチャレンジしたのは母親のうちの一人だった。妙に気合いのこもった刺し突とつで、同じくオオイモムシのモンスターを倒し、砂さ塵じんに還かえす。

　おぉ、ぱちぱち──歓声と拍手が飛び交う。

　そこから徐々に挑戦者が増え、モンスター狩りは始まった。用意された武器。補助魔法による身体能力の強化。さして強くはない敵。予想通りに順応は早く、ツアー客はみな思い思いに戦闘を楽しんでいった。その様子は、安全と平和を通り越して、どこか牧歌的な雰囲気ですらあった。

　ただ、全員が例外なくそうだったかといえば、当然そんなことはなく──。

「マコちゃんだっせー！」

「なんで逃げてんだよー！　弱虫！」

「そ、そんなこと言ったって……」

　すすっ、と。子どもが一人、俺の後ろへ逃げ隠れする。その後ろをオオイモムシが追いかけてきていたが、狩りに慣れ始めていた別の男の子が素早く仕留めた。

「ザコじゃん、こんなの！　やっぱりマコちゃん、弱虫だなぁ！」

「やーい、やーい！」

　うわぁ、なんて低俗なんだ……と思ったが、よくよく考えてみれば俺も子どもの頃はこんな感じだった。ルジアス相手に似たようなことをたくさん言った記憶がある。……その頃から遠因はつくっていたわけか、嫌われるための。

「クライル、チャンスだよ」

　俺が樹木のごとくノーリアクションで棒立ちしていると、ウィッカがワップルの目をかなり気にしながらも、近づいてきて言った。

「ここは一つ、勇者軍秘伝の必殺技を伝授して、その子をヒーローにしてあげよう！」

「そんなものはない」

「……ないの？」

「ないよ」

「しゅん……」

　しゅん……としてしまったウィッカだが、すぐに気を取り直して。

「で、でもさ。せっかくクライルを頼ってきてくれたんだから、何かほら、モンスターを倒すコツとか、そういうの教えてあげるといいんじゃないかな？」

「……そうだなぁ」

　マスターからは、特に何かしろとも言われていない。他のツアー客が順調にモンスターを倒していく中、俺を頼ってくれたこのマコちゃんとやらだけが、最後の最後まで臆病者のレッテルを貼られているというのも……確かに、落ち着きが悪い。

　これも何かの縁ということか。

「……よし。やるぞ、マコちゃん」

「え、何を？　あと僕、マコちゃんって呼ばれるのきらい」

　さてそうなると、いまさらオオイモムシを倒したところで面白くはない。見るからに強そうで、かつ、誰も相手をしていないタイプのモンスターが都合よくいれば……。

　あ、いた。

「よし。あれ倒そう、あれ」

「え……ええぇ!?　あのなんだか怖そうなやつ!?」

　鈍色に光る肢体。弧こを描くような鋭い牙。一匹だけツアー客全員が敬遠しているモンスター、オオハサミアリである。

　見るからに威圧的な風貌で、確かに忌き避ひしたくなるものの……。

「大丈夫、怖くないぞ」

「えぇっ？　こ、怖いよ……」

「怖いと思うのは、カタチが変だからだ。でも、カタチが変ってことは、絶対にどこかで不都合が生じている。それはわかるか？」

「……よくわかんない。フツゴウってなに？」

「ちょっと想像してみてくれ。キミの頭があれだけ大きかったら、どう思う？」

　オオハサミアリを指し示すと、マコちゃんは少し考えてから。

「……首、痛そう」

「素晴らしい着眼点だ。そう、あいつらは首が弱い。今は威い嚇かくするために頭を持ち上げてるけど……普段はあの牙、地面に突き刺して杖の代わりにしてるんだ」

「えっ、そうなの!?」

　マヌケじゃん……とマコちゃんは呟いた。

　その表情からは、怯えの色がだいぶ薄れている。

「──怖くなくなったところで、攻略法を教えよう」

　耳打ちで作戦を伝えると、マコちゃんは怯えたような表情を浮かべたが。

「……僕、やってみるよ」

　しっかりと剣を握り締め、オオハサミアリに対峙した。

　構えは正統派と真逆。両手で柄つかを握ってはいるが、その状態で刀身は真下を向いている。自然、それだけでも周りの注目を集めた。

　オオハサミアリもマコちゃんの敵意に気付き、ぎゅわっ、とその牙を左右に大きく開いて、突進してくる。

　衝突の直前──タイミングを見計らい、マコちゃんはその場でジャンプした。

「──やぁっ！」

　横に避けるのでも、後ろに下がるのでもなく、真上に跳ちよう躍やく。そして突進してきたオオハサミアリの頭上に浮かび──着地。オオハサミアリを頭から踏みつける格好になる。

　ふんぎゅむっ！　と変な音を出し、オオハサミアリは地面に突っ伏した。

「今だ、行けっ」

「や、やあああぁぁ！」

　剣先を真下に向けた武器へ、マコちゃんは全体重を一気に乗せた。ずぶしゅぅっ、と生々しい音が響き、刀身が深々とオオハサミアリの胴体を貫く。

　的確に致命傷が入ったのだろう。オオハサミアリが上げた断だん末まつ魔まの叫びは、思いの外に短く、すぐに砂塵と化してダンジョンへと還っていった。

　興奮したように息を荒らげ、信じられないといった様子でマコちゃんが呟く。

「はぁっ、はぁっ……や、やった？　僕が、いま……？」

　一瞬の出来事だった。呆気ない、と言ってしまえばそれまでである。けれど、その瞬間を体験した当人にとって、それは永遠に忘れられない感触となる。脅威と思っていたモンスターを、紛れもなく自分自身の手で葬り去った。初めて味わうのなら、その経験値はどんなに厳しい修練よりも価値がある。

　おめでとう。そう言って拍手をする前に、先ほどの友達と思しき男の子たちが駆け寄ってきた。

「すげぇよ、マコちゃん！」

「見直したぜ！　あんな怖そうなモンスターを倒すなんて！」

「あ……え、えへへ。僕もびっくりした！」

　照れくさそうに笑い、けれどそれ以上に嬉しそうな表情を浮かべる。振り返ると、マコちゃんは俺の顔を見て、言った。

「ありがとう！　お兄ちゃんのおかげだよ！」

「……うん。おめでとう」

　今度は確かにそう伝えて、きちんと拍手を贈ってやる。

　案外、こういうのも悪くはないのかもしれない。







「ヤッホー、クライル」

　ねぎらいの言葉を真っ先にかけてくれたのは、やはりウィッカだった。

「お疲れ様。どう、楽しかった？」

「そうだな。いろんな意味で衝撃的だったが……楽しかったよ」

　ツアーの全行程が、無事に終了した。

　アルバストラへと戻ってきた我らがダンジョンツアーリング『無限の扉』は、そのお疲れ様会と称して街中の大衆向け飯店に足を運んでいた。夕方過ぎ頃だ。

「うんうん、それは良かった。やっぱりクライルを誘って正解だったよ！　これからもよろしくね」

「あぁ、よろしく」

　しばらくすると、俺らの座るテーブル席へ、料理が次々に運ばれてきた。どうやらコースメニューを頼んだらしい。

　意外にもウィッカはたくさん食べるタイプのようで、積極的に動いていた。俺の皿にも勝手に取り分けてくれるあたり、思いがけない一面を見た気分だ。俺もわりと食べるタイプなので、申し訳なさ半分、ありがたさ半分といったところである。

　──が、俺はすでにものすごく眠かった。

　意識していなかったが、どうにも疲労が溜まっていたらしい。

　体力には自信があったものの、連日連夜働き詰めだった事実に身体は噓をつけなかったようだ。マスター・ティフェレットが「仕事もこれで一区切り、お疲れ様！」的な音頭を取った瞬間から、緊張感の解けた脳みそは急激に鈍くなっていった。

　飲み物も。食べ物も。ウィッカにフランノエル、グリーシアやワップルと交わした多少の言葉も。どれも正確には記憶できていない。

「お疲れ様、クライル」

　そう声をかけてきたティフェレットの言葉も、どこかぼんやりと聞こえてしまう。

「悪いね、今日は。お客さん最優先で、何も説明してあげられなくて」

「いや、まぁ……大体の空気はわかったし、大丈夫……です」

「はは。いいよ、別に。敬語じゃなくて」

「あぁ、そう……です、か……」

「ここ数日、本当によく頑張ったね。正直、途中で投げ出すんじゃないかと思っていたんだけど……むしろそれくらいで仕事を振っていたんだけど……」

　ティフェレットが何かぼそぼそ言っている。音としては聞こえているが、言葉として理解はできない。してくれるだけの働きを、脳みそが拒否している。

「──それで、次のツアーの話なんだけど」

　異様に眠い。人が話をしている最中なのに？　自分でもそう思ったが、どうやら途中で無意識に酒を飲んでしまっていたらしい。急激に酔いが回り出す。

「まだ計画がなくてさ。良ければ、キミとウィッカ主導で色々と考えてほしいんだ。当日のコンダクターも任せるし、どう？　引き受けてくれるかな」

「それは……」

　何か。とりあえず、何か返事をしなければ。

「……わかり、まし……た…………」

「おぉ、そうか。引き受けてくれるかい。ありがとう」

　ティフェレットの満足気な頷きを最後に、俺の視界と意識は闇に沈んだ。

　──俺はたぶん、返すべき答えを間違えた。
















「クライル、字、うまくなったね」




　ウィッカから手放しでそう褒ほめられた。

「最初の頃に比べたら、同じ人のものとは思えないくらい！」

「ウィッカのアドバイスのおかげだよ。ありがとう」

「いやいや、わたしは何も」

「惚のろ気け話ばなしは別にいいんだけど、書けたなら見せてくれる？」

　目の前のティフェレットにそう言われ、俺は慌てて書類を渡す。

　書類──正式なリング入団の契約書である。

　当初は一ヶ月と言われていた試用期間だが、働きが評価され、早めに切り上げてもらえることになった。仮入団から十数日が過ぎ、ダンジョンツアーの業務もひと通り体験した頃なので、個人的にはいまさら感の方が強かったりもするけど。

「──うん。確かに」

　今度は前の書類と違い、きちんと目を通してからティフェレットは頷うなずいた。

「これでキミも、ウチの正式なメンバーだ。……と言ってからなんだけど、どう？　うまくやっていけそう？」

「まぁ、前以上に忙しくならなければ」

「そっか、期待してるね」

　微妙に話が合ってない気がする。疑問符を浮かべつつ「どう思う？」的な表情で隣のウィッカを見ると、グッと親指を突き立てられた。

「大丈夫だよ、クライル。人は成長する生き物なんだから！」

「遠回しに、もっと頑張れと？」

「まぁ、平たく言えば！」

「よ、よし……頑張らねば」

　ウィッカに期待の眼まな差ざしを向けられると、途端に何も逆らえなくなってしまう。

　内心で戦々恐々としていると、ティフェレットが付け加えた。

「もっと頑張るにはもっと頑張ってもらうけど、今度はキミの得意分野だ。昨日言った話、覚えてるね？」

「昨日？」

「コンダクターを任せたいって話」

　……言われたような気がしないでもない。

　明確な返事をしなかったが、ティフェレットはそのまま話を続けた。

「正直に言うと、昨日のツアーはウチのリングにしちゃ大成功すぎた。でも、ダンジョンツアー業界全体で見れば小規模な方でね。喜ばしい成功だったけど、この程度で満足してちゃいけない……という、複雑な状況なのさ」

　──けっこうギリギリみたい？　そろそろ大きいの成功させないと……。

　わりと最近聞いたウィッカの言葉がよみがえる。

「ウチが企画したツアーに、クライルが少し協力してくれただけで、だいぶいつもと違ったよ。だから今度は、ツアーの企画からクライルに任せたい。そういう話なんだ」

「俺が、ダンジョンツアーの……企画？」

　大丈夫なのか、それ。

　表情に出ていたのか、ティフェレットに苦笑された。

「そう心配しなくても大丈夫だよ。実務的なことはみんなで協力しながらやるし、民間人感覚についてはウィッカの意見を仰げばいい。彼女にも同じコンダクターをやってもらうからさ。ウチは昨日でお役御免、ってことで」

「よろしくね、クライル後輩！」

　そう言って胸を張るウィッカは、ふと何かを思い出したように手を叩いた。

「そうだ。コンダクターとしての先輩から後輩へ、プレゼントがあります」

「ほう。なんだろう」

「必殺技の名前が決まりました」

　──すっかり忘れていたが、そういえばそんな話もあったっけ。

　ティフェレットが怪け訝げんな表情で見守る中、彼女はその名を告げた。

「魔を撃ち砕く鬼き神しんの鉄てつ脚きやく──奥おう義ぎフォビドゥン・スマイト」

「お、おぉ……」

「フォビドゥン・スマイト」

「ふぉびどぅん、すまいと……」

　不勉強なため正直意味はよくわからないが、案外、響きはカッコイイ気がしないでもない。フォビドゥン・スマイトか……うん、頑張って覚えることにしよう。ウィッカが一生懸命考えてくれたみたいだし。

「ど、どうかな？　それでいいかな……？」

「格好いいと思うよ。ありがとう、ウィッカ先輩」

　お礼を言った直後、ふと、一瞬だけ冷静になる。ただの蹴り技に、ここまで大おお仰ぎような名前は必要だろうかと。

　そう思いもしたが……ロマンと雰囲気が大事だと常つね日ひ頃ごろから主張し、今もネーミングセンスを褒められてとても嬉しそうに照れ笑いするウィッカに、そんなつまらない疑問を投げかけるのはなんだか違う気がするのだった。







　王都アルバストラ周辺には物凄い数のダンジョンがある。

　全世界的に見てもこれだけダンジョンに囲まれている都市というのは珍しく、その中でも最大級の繁栄を誇っているのだから何か特殊な事情があるのかと言われればもちろんそのとおりで──簡単に言えば、ここは「勇者ユシアの故郷」なのだ。

　どういうカラクリがあるのかまでは俺にもよくわからないのだが、ユシアの家系に生まれた男はみな、例外なくめちゃくちゃ強い。少年期から一人でダンジョンに潜もぐり込むのは当たり前で、正式に勇者軍というものが成立する以前から、かの血筋を中心とした精鋭たちの手により、魔王討とう伐ばつは少しずつ行われていたという。それが本格化して世界中のダンジョンを踏とう破はして回るようになったのは、血族の中でも史上最強と謳うたわれることになるユシアが勇者軍を立ち上げてからだ。

　必然、アルバストラ周辺ダンジョンの魔王討伐は早かった。

　その影響で、俺が軍に加わる前の子ども時代──その頃から同年代のユシアは軍を結成して率いていたというのだから、本気で化け物なんじゃないかと思う──から、ダンジョンの情報は広く知れ渡っていた。昨日のツアー地だった『ダーオスの小道』もその例に漏もれないが、中でも人気が高く、老若男女の好奇心と冒険心を刺激してやまなかったダンジョンがある。

　そのダンジョンは、名を『グィルの水晶洞どう穴けつ』といった。







「……なんだ、ここは！」

　人の多さに、思わずそう叫びそうになる。

　ウィッカとともに訪れた『グィルの水晶洞穴』周辺には、王都アルバストラの街並みに勝るとも劣らない人混みが溢あふれかえっていたのだ。

　……ありえるのか？　ダンジョンの真ん前だぞ？　二重結界でモンスターが出てこないとはいえ、ちょっと人、多すぎやしないか？

「人気スポットだからね。ツアー地でも一、二位を争ってるよ！」

「いや、それにしても……」

　俺も昔ここに来たことはあるが、まかり間違っても洞穴の入り口前におしくらまんじゅうできるほどの人混みはなかった。人数だけでいえば、『悠ゆう久きゆうの深しん淵えん』に突入したときの勇者軍すらはるかに超えている。

「ここを中心に町を興おこそうって運動もあるみたいなんだけど、景観を損ねるからダメとか、利益の問題がどうのこうのとかで難航してるらしいよ」

「うん。さすがにそこまではしない方がいいと思う」

「確かに、ロマンというか有り難みは薄れちゃうけど……でも！　それだけ多くの人がダンジョンを求めてるって証拠でもあると思うんだー」

「ふーむ、そう捉とらえるか……」

　変わりすぎだろ、時代。拒絶するつもりはないが、しばらくはカルチャーショックで肯定的になれそうになかった……。

　ティフェレットにコンダクターを任されてから二日後。

　俺とウィッカが今日ここに来たのは、次のツアー地を選定するためだ。

　勇者軍視点でのダンジョン知識は豊富な方だと自負しているものの、民間人目線から──ひいては「ツアー地として」ふさわしいダンジョンとはどんなものか。そこはちょっと自信がない。そこでウィッカに訊いたところ、候補として最初に挙がったのがこの『グィルの水晶洞穴』というわけである。

　確かに、ツアー地として抜群の人気を誇ほこっているようだが……。

「クライル、行こう。二人一緒じゃないと、許可証の意味がないよ」

　ウィッカに手を引かれ、管理討伐隊の詰つめ所しよへと向かう。ダンジョンへ入るための手続きが必要だからだった。事前にアルバストラの役所で許可証を発行してもらい、それと引き換えに紋章石を借りる流れらしい。……そのこなれた感じの組織間連携がまた、なんともいえない気分にさせてくれる。

　待機中のツアー客と思しき人混みの合間を縫ぬうように歩き、詰所に顔を出す。『ヨドン鍾しよう乳にゆう洞どう』のときなどとは違って、そこに知っている顔はいなかった。それに全員、どうやら兵士ではないらしい。事務員としての手続きからして、それ専門の人員を雇やとっているのだろう。

　ウィッカが「すみませーん」と声をかける。すると、せわしなく書類を整理していた女性の一人が気付き、営業的な笑みと事務的な口調で応対してくれた。

「こんにちは。本日はどういったご用件でしょうか」

「ツアー地の下見に来ました。入場許可をください」

「ダンジョンツアーリングの方ですね。許可証の提示をお願いします」

　発行してもらった許可証には、俺とウィッカとリングの名前が記載され、その上からお役所発行のどでかいスタンプが押してある。

　詰所の女性は項目を一つずつ指差し確認したあと、それと引き換えに紋章石を二つ手渡してくれた。首から下げられるようにヒモが括りつけられていて、「91」「92」と数字の刻まれた小さな金属プレートも付属している……って、は？

「──ちょっと訊きたいんだが」

「はい、なんでしょうか」

「紋章石のこの数字……これ、九十二個も紋章石があるってこと？」

「申し訳ありませんが、その質問にはお答えできません」

「ここの討伐隊に渡した紋章石は全部で二十五個だ。それがどうして九十二個……いや、あるいはそれ以上まで増えている？　そこまで増やした理由はなんだ？」

「……失礼ですが、関係者様でございますか？」

　元勇者軍だ。

　そう言いかけたが、深呼吸を一つ挟み、落ちつきを取り戻す。誤魔化すように非礼を詫び、ウィッカとともに詰所を離れた。

　怪訝な視線を遮ってくれた人混みの多さに、このときばかりは感謝する。

「あんまりこれ、人前で言っちゃいけないみたいなんだけど」

　俺の疑問に答えるよう、歩きながらウィッカはこっそり教えてくれた。

「二重結界の紋章石って、高度な魔法使いなら複製できるんだって」

「え、そうなの？」

「うん。でも、複製にはものすごいお金がかかるし、無理してダンジョンに入る理由もないから、個人での悪用問題とかは今のところないみたい。管理討伐隊の人たちも、そのあたりはしっかりしてるしね」

　魔法使いの言う「ものすごいお金」には、なんだか妙な説得力がある。

「でも、ダンジョンツアーが始まってから、討伐隊が勇者軍にもらった石だけじゃ足りないってことにみんな気付いたの。ツアーを主催したい人、ツアーに参加したい人がたくさんいたから、それじゃあ石を増やそうよって話になって」

「……みんなでお金を出し合って、石を複製し始めた？」

「うん。複数のダンジョンツアーリングが集まって、チェーンになって……高度な魔法使いの人たちにお願いして、少しずつ石を増やしてもらったの」

「大丈夫なのか、それ？」

　方向性としては、個人の悪用と何ら変わりのない気もするが……。

　二重結界は本来、モンスターだけでなく人間の出入りも制限する目的で作られた。なのに、それがこうもあっさり破られては。

「そのあたりは大丈夫みたい。最初にダンジョンツアーリングを立ち上げた人が、事情を説明して正式に勇者軍から許可をもらったんだって……って、クライルも勇者軍だった！　そういう話、聞いたことない？」

「……少なくとも、俺はなかったかな」

　とはいえ、勇者軍時代の俺は戦闘に特化していたし、魔王討伐と直接関係のない話題は意図的にシャットアウトしていたところもある。だから、俺の知らないところで、あの超人ユシアが民間人からの些さ細さいな問い合わせにも完璧な対応をしていたとして、何ら不自然ではないように思えた。

　それに、ユシアのことだ。無許可で紋章石が複製されているなどという不正がまかり通っていたとしたら、どこにいたってその情報を聞きつけ、即座に行動を起こしていたことだろう。今さら俺が心配するようなことではない。たぶん。

　そんな感じに気持ちを切り替えて、ウィッカとともに『グィルの水晶洞穴』へと向かった。入り口で紋章石をかざし、ダンジョン内部へと足を踏み入れる。

「ふむ。ここも懐なつかし……くはないな！　なんだここは！」

「クライル、さっきからご機嫌だね」

　ウィッカが遠回しなツッコミを入れてくるが……うん。ちょっと待って。

　これはさすがにおかしくないか。

　洞穴壁面の至る所には、灯りが設置されていて眩まぶしい。転ばないように用意されたのか、多数の杭くいとそれらに繋がれた手すり用ロープが、先の先までずらーって感じで雰囲気ぶち壊し……『ヨドン鍾乳洞』にもそういったものはあったが、あちらは管理討伐隊のための必要最低限といった程度で済んでいるのに対し、こっちは小さなお子様でも安全！　といった感じに、なんか過剰なのだ。あとやっぱり、そこかしこに人が多い。

「これが……人気ナンバーワン観光スポット……」

　人の手が入るとここまで変わるものなのか。さすがに見る影もないというほどではないが、思うところがないわけでもない。

「あ、やっぱりクライルたちがやったんじゃないんだ、こういう設備」

「勇者軍が魔王討伐のときに準備したのかってこと？　ないない、そんな非効率的なこと」

「一部では噂うわさされてたんだけど、そっか。その話は他のリングと差別化できそうだね」

　特にご大層な武装もせず、ウィッカと二人で喋りながらでも進める『グィルの水晶洞穴』──いやはや、なんとも言えない気分になってくる。

　荘そう厳ごんな雰囲気ただようダンジョンだけあって、かつてはそれに相応しい、強大な力を持った魔王がいた。俺が勇者軍に入って間もない頃に踏破した場所であるが、逆に言えばそれまで討伐できずにいたほどの力を持つ魔王のねぐらだったわけだ。

　それがなんとまぁ、今のこの体たらくよ！

　モンスターの気配など微み塵じんも感じられやしない。

「あ……でも、水晶はそのままなんだな」

　洞穴をしばらく進むと、壁面の人工的な灯りが減ってきたにもかかわらず、視界の明るさはむしろ強さを増してきた。天井、壁際、地面を問わず、宝石のように透き通った天然の水晶が現れ始めたからだ。わずかな灯りも煌こう々こうと反射するその水晶こそが、このダンジョン最大の特徴である。

「……最初、この水晶が人類の貴重な光資源になるんじゃないかと言われていたんだが、実際にダンジョンの外へ持ち出してみたところ、たちまち塵ちりと化して風に飛ばされてしまった──って話は、有名か？」

「有名だね。有名すぎて、コンダクターが喋るとむしろ恥ずかしいって言われそう」

「実はそれが噓うそだった、って話も有名？」

「え？」

　ウィッカが驚いたような反応を示したので、続ける。

「別に塵になんかなりはしないんだ、ここの水晶。景観を壊されたくないと思った冒険者の誰かが流した噂なだけで。実際、俺は確かめたことがある」

「え……じゃ、じゃあ？　ここの水晶ぜーんぶ、物凄い資源に……」

「ならないんだな、それが」

　景観を壊す、という話に少し近いのだけれど。

「その昔、俺たちはここの水晶を少しだけ削りとって外へ持ち出した。魔王討伐後の帰り道だったから、みんな上機嫌で咎とがめるやつもいなかった。あの話は本当なのか──冒険者だからな、みんなその目で確かめたかったわけだ」

「そ、それで……？　それで、水晶はどうなったの？」

「ダンジョンの外へ持ちだしたとき、水晶は……」

　そこまで喋って、ふと思いとどまった。

「……言ったほうがいい？」

「どうしたの、クライル？　なんで意地悪するの？　ここまで聞かされて、気にならない人はいないと思うよ？」

「いや、なんというか……夢をぶち壊しちゃうから」

「…………」

　ほんわかしているようで、ウィッカは肝心なところで意外と聡さとい。言葉の意味を吟ぎん味みし、理解したのだろう。しばらく苦く悶もんの表情で悩んだ。好奇心とロマンがぶつかり合っている。

「──やっぱり、聞くのやめ……」

「中から小虫がわんさか出てきたんだ、陽ひの光に当てたら。ハッコウネジレムシっていうやつで、自分で光るくせに外部からの光には弱くて。だから、壁面の灯りがこれ以上増えたら、そこの水晶からもわしゃわしゃと……」

「うわー！　うわー！　聞きたくなかったー！」

「まぁ、これも噓なんだけどね」

　両頰を思い切りつねられた。いたひ。

「なんなの、クライル！　わたしと遊びたいの!?」

「ダンジョンの外に持ち出したら、光らなくなった。単純にそれだけだよ。ただ、そのまま事実を伝えても持ち出す人間がいなくならないだろうし、かといって今みたいな噓だとイメージ崩しちゃうしで、塵と化すなんて中途半端なところに落ち着いた」

「もう、そんな話、知らない！」

　ぷいとそっぽを向き、ウィッカは一人で先に歩き出した。

　追いついても、また早足で進んでしまう。しばらくそんなことを繰り返して進むと、第一層目の最さい奥おうまで辿り着いてしまった。

　このダンジョンは地下十七層ほどまであったはずだが、二層目に下りる岩肌の階段から、早くも立入禁止の立て札が設置されていた。さすがにそこから先はツアー地として開放されていないらしく、ほっとする。

　見れば、知った顔の管理討伐隊隊員も、何人かがそこに立ち警備をしていた。

「ク、クライルさん!?　魔王グレゾニアとの戦いで死んだはずじゃ……」

「おい。なんか聞いたことあるぞ、そのネタ」

「や、やだなぁ。フランクでユーモラスなフレンドリージョークですよ。俺、クライルさんが生きてるって信じてましたから！」

「そのわりには本気で驚いてた気がするけど……」

　まぁ、かつて協力して魔王討伐に当たった間柄だ。不問に付そう。

「それで、クライルさん。今日はどうしてここに？」

「まぁ、ちょっとした用があってな。ところで……」

　俺は隊員の背後に続く、自然の階段を眺めながら訊いた。

「……ここから下には、ツアー客は行けないんだな？」

「えぇ。ツアー地として開放しているのは第一層だけです。基本的に同じ構造ですし、広さもじゅうぶんですからね」

「……ちなみに、だな」

　俺はこっそり事情を話し、交渉してみた。うちのリングにだけ、特別に二層目をツアー地として開放してもらえないか、と。

　隊員は現在の俺の身の上話を興味深そうに聞いてくれたが、頼み事の段階になるとさすがに渋い反応を示してきた。

「うーん……すみません。クライルさんの頼みでも、そういうのはたぶん無理かと。ダンジョンツアーに関しては、もうほとんど俺たちに権限ありませんので」

「そっか……悪いな、無理を言って」

「いえ！　こちらこそ、力になれず申し訳ありません」

　そう言う彼の方こそ、少し居心地が悪そうではあった。管理討伐隊としての意識が高い者ほど、いまのダンジョンツアー事情には思うところがあるのだろう。そのあたりはお互い、語り出したらきりがなさそうだったので、隊員とはそこで別れ、再びウィッカを追いかけることに。

　少し間が開いたものの、彼女を見つけるのは容易だった。

　こんな奥地まで辿り着けば、自然と足が向かうのは一ヶ所しかない。

「ふわぁ……大きいなぁ」

　ウィッカは大水晶の前にいた。

　第一層の最奥部に鎮座する、大人三人分の高さはあろうかという大きな水晶だ。放つ光はやや控えめだが、ほのかに青白く神々しい。

「やっぱりみんな、これを見たくて来るんだろうね」

「だろうな。ここまで見事な自然の造形物、他のダンジョンにはまずないし」

　とはいえ……二層、三層と下っていくほどに、より大きな水晶が実は一つずつ存在するのだが。そちらを見てしまっている俺からすれば、久しぶりとはいえ、この大水晶はそこまで感動するほどのものでもない。ついでに、そんな白けるようなことを素直に感心しているウィッカにわざわざ言うほど、無ぶ粋すいでもないつもりだ。

　放っておけば、ウィッカはいつまでも大水晶を眺めていそうだった。それだけ心を奪われているのだろう。もう少しそのままにしといてあげようと思い、俺はそっとそばを離れる。

　ついつい大水晶に目を奪われがちだが、その周辺にも比較的大きな水晶が数多く存在していた。人間大のものはザラで、ちょっとした迷路になってきている。

　その中でも、ひときわ大きな水晶の内部に人がいた。

「……ん？」

　……内部だ。間違いない。

　光の反射で映り込んで見えているわけではなく、確かに彼女は内部に存在している。目をこすっても、瞬まばたきをしてもいなくならない。

　ウェーブのかかった黒い髪。両目の色は深い紫。キラリと光る左右の犬歯。全身には白い布のようなものをぐるぐると巻きつけているだけで、肌の露出は多めだ。寒くないのだろうか。

　……何か、薄ら寒い気配を感じた。

　水晶の中の女性は生きているようだ。いや、死んでいたらそれはそれで怖いが、こちらに気づいて「じぃっ……」と見つめられ始めたのもかなり不気味である。勇者軍時代から奇妙な出来事には慣れっこだが、グレゾニア戦以降、ここまで珍妙な事態に遭そう遇ぐうしたのは初めてだった。

　誰だ──というよりは、何だ、の方が正しい気がする。妙な存在感。

　こちらも負けじと見つめ返していると……。

「……クライル・カディッツ？」

　不意に、背後から声がした。

　その瞬間、水晶の中から女性が消えた。

　本当に一瞬の出来事だった。近くを見回しても、それらしき人影はない。幻覚か何かだろうか……気になりはしたが、とりあえず声がした方を振り返ってみる。

　そこにいたのは、長身の男性だった。ツアー客にしては貫禄のある出で立ちで、服装もフォーマルな軍服に近い。雰囲気からして熟練の冒険者だと伝わってくる。

「えーと、知り合いだったでしょうか」

「……いや、すまない。私が一方的に君を知っていただけだ」

　そうか……何か最近、似たような口上を聞いた覚えもあるのだけれど。

　しかし一体どちら様なのだろう。首を傾かしげていると、いつの間にかそばに来ていたウィッカがこっそりと教えてくれた。

「ビルフォニア・エイゼルシュタインさん──ダンジョンツアーリングを、最初に立ち上げた人だよ」

「ほぉ。大御所じゃないか」

　勇者軍で言えばユシアみたいなものか。それはすごい。今後お世話になるかもしれないし、せっかくだから覚えておこう、ビルフォニア……ビルフォニア？　また、どこかで聞いたことがあるような気が……。

「君は……確か、ティフェのところの」

　ウィッカを見て、ビルフォニアが呟つぶやく。

「……そうか。君らもここでツアーをする予定か」

「はい！　一応たぶん、とりあえず！」

　ウィッカは元気よく曖あい昧まいな返事をした。俺なら「何だって？」と聞き返すところを、ビルフォニアは華か麗れいにスルーする。

「モンスターこそ徹底して排除されているが、それでも人気の高い物件だ。よほど失敗しなければ、どのリングが扱っても実入りはいいだろう」

「わたしたちでも、ですか？」

「まぁ……おそらくは」

　最後の方だけ、ビルフォニアはなぜか俺の方を見ながら言った。……一体何だというのだろう。言いたいことがあるならはっきり言ってほしい。

　そう思ってそれとなく表情を観察してみると、あることに気付いた。

　一見無表情なようでいて、俺に向けている感情の色は「私、この人、キライ」のそれである。……俺、何かしたっけ？

「ビルフォニアさん、何かトラブルでも？」

　そうこう考え悩んでいると、ビルフォニアのそばに青年が一人やってきた。ビルフォニアと同じく、フォーマルな服装である。同じリングのメンバーだろうか。

「ひとまずお客様を待たせておりますが、いかがされますか？」

「いや……そのまま連れてきてくれ。こっちは問題ない」

「承知しました」

　リングメンバーにそう告げ、次いでビルフォニアは俺たちに向けて言った。

「申し訳ないが、今、我々はツアー開催中だ。できたら、少しここから離れていてほしい。同業者の好よしみということで、一つよろしく頼む」

「はーい！」

　遠回しに「邪魔だからどっか行け」という言葉にも、ウィッカは上機嫌に返してみせた。器の大きい子だなと手放しで感心しつつ、俺もこの場を立ち去ることにする。







「なんだか、うまくいきそうな予感！」

　ダンジョンを出るや否や、ウィッカはそう言った。

「やっぱり鉄板だね、『グィルの水晶洞穴』は。ビルフォニアさんにも応援されたし、絶対素敵なツアーになるよ、うん！」

「そうかなぁ。俺は逆に、ダメだと思うけど……」

　俺の考えはウィッカと真逆だった。前向きな考え方に水を差すのも気が進まないけれど、言わなければならないことはきちんと言っておこう。

「これだけ人気ってことは、俺たちみたいな規模の小さいリングでやってもたいして目立たないだろう。それこそレンタル装備や交通手段の華はなやかさで水をあけられて、見向きもされなくなるんじゃないかな」

「あ、確かに。なるほど……なる、ほど…………」

　見るからに意い気き消しよう沈ちんするウィッカ。彼女の中ではもう完全に次のツアー地として確定していたのだろう。

　けれど、そうしてひとしきり落ち込んだあとは切り替えも早かった。

「その考え方だと……みんなが行ったこともないような場所がいいのかなぁ」

「そういうのは、俺にはちょっとよくわからないな。どこがいいんだろう」

　ウィッカは思いつく限りのダンジョンを挙げてくれた。しかし、そのどれもが目新しさに欠けた人気スポットか、そもそも不人気な場所だという。

　提案されたダンジョンの記憶を頭の中でぐるぐる思い出しているうちに……一つ、ぴんと閃ひらめいた。

「……そういえば、この近くに『孤独な樹じゆ海かい』ってあった気がするんだけど……そこはツアー地としてどうなんだ？」

「んー……『孤独な樹海』かぁ」

　知らないわけではないらしい。候補にすら挙がらなかった、ということだろうか。

「クライル、そこはね……今まで一度も、ツアー地に選ばれたことがないの」

「不人気なのか？　雰囲気的な基準でいったらイイ線いってると思ったけど」

「雰囲気はすごくいいし、狙ってるリングも多いんだけど……警備が厳格で、管理討伐隊の人たちから許可が下りたことがないから」

「あー……」

　記憶をたどってみると、確かにあそこの連中はやけに真面目というか、カタブツが多かった気はする。「ツアー地としてダンジョンを開放してください」などと交渉した日には、「立ち去るであります！」などと長なが槍やり振りかざして追い返されそうだ。

「噂では、ツアー地の開放を取り付けにいった人はみんな、槍を突きつけられて『立ち去るであります！』って追い返されたらしいよ」

「あ、本当にそんなことがあったのか」

　勇者軍からすれば、忠実にダンジョンを管理してくれる善よき人々である。

　一方、こうしてツアーリング関係者からしてみれば、厄やつ介かいなタイプというわけだ。

「……まぁ、それも俺なら関係ないか」







「ク、クライル殿!?　魔王グレゾニアとの戦いで……」

「死んでないってば。どんだけ流は行やってるんだってば」

　俺とウィッカは『グィルの水晶洞穴』から離れたあと、そのまま『孤独な樹海』へと足を運んでいた。理由は明白。いまだツアー地として開かれたことがないダンジョンなら、ツアーの目玉になるに違いないからである。

　詰所の隊員たちに簡単な事情説明を済ませ、「勇者軍のヨシミでなんとか」スタイルで押し切ろうとしてみる。コツコツ培つちかってきた人脈もまた武器なのである。ずるいとか言われる筋合いはない。たぶん。

　厳格、カタブツ、生真面目すぎると評判の『孤独な樹海』ダンジョン管理討伐隊隊員たちだったものの、少しの話し合いを経た結果──。

「クライル殿の頼みとあらば！」

　と、色いろ好よい返事をしてくれた。やったぜ。勇者軍バンザイ。

「……と、言いたいところなのでありますが」

「あれ、やっぱりダメか」

「ダメ、といいますか……えーっと」

　隊員の一人が、少し内容を整理するように考えてから言った。

「実はここ最近、ちょっとおかしなことが起きていて」

「おかしなこと？」

「入場を許可した覚えのない女の姿が、たまに中で発見されるのであります」

　ウィッカをちらと見やる。

「やっぱり紋章石の複製ダメじゃない？」

「いや、わたし知らないし」

　うん、まぁ確かにウィッカのせいではない。

　それにどうやら、話はそう単純ではないらしい。

「何度か捕まえようとしたこともあるのでありますが……どんな魔法を使っているのやら、ダンジョンそのものに溶け込むように、逃げられてしまうのであります」

「ダンジョンに溶け込む、か。まるで、倒れたときのモンスターみたいだな」

　そういう魔法はあるのだろうか。俺の知る限りでは思い当たらない。ウィッカに訊いてみると、「あると思うけどたぶん超高難度」と返された。

「その問題が解決されない限り、我々としては許可を出せないであります」

「誉ほまれ高き勇者軍から頂いた、栄えい誉よあるダンジョン管理の責務をまっとうすることこそが我々の存在意義でありますゆえ」

「それを揺るがす謎の不審人物、許すまじ……ぎりぎり……！」

「ちょっとは肩の力を抜いてもいいと思うよ？」

　血が垂れるほど歯は嚙がみされるのはちょっと怖い。

「ちなみに、その女の人って、どんな人なの？」

「えぇと、確か──」

　ウィッカが問い、別の隊員が答える。俺はその言葉を、軽い驚きとともに聞いた。

　ウェーブのかかった黒い髪。

　紫色の両眼。

　きらめく犬歯。

　白い布。

　……それらの情報はまさしく、俺が先ほど『グィルの水晶洞穴』で見かけた、あの謎の女性像と一致していた。偶然かどうかは定かでないが……なんとなく、同一人物に違いないという確信に近い勘かんがはたらく。

「──それで、クライル殿。考えたのでありますが」

　黙もつ考こうに沈みかける直前、また別の隊員が口を開いた。どうやら、話はまだ終わっていなかったらしい。

「やはり、他ならぬクライル殿の頼みであります。なので、条件付きで呑のみたいと思うであります」

「条件？」

「大変心苦しく、また厚かましい申し出とは重々承知しているのでありますが……」

　隊員たちは顔を見合わせ、一様に申し訳なさそうな表情を浮かべた。

　なんだ、一体何を言い出すんだ……？

　などと、かなり身構えてしまったのだが。

「──ツアーの当日、その人影を見かけたら、確保に協力してほしいであります。管理討伐隊として、ダンジョンの健全な管理が最重要視すべき責務でありますゆえ」

　提案されたのは、そんなことだった。

　生真面目すぎる彼らからしてみれば、一大決心の発言だったのだろう。けれど、こちらからしてみれば願ったり叶ったりだ。ツアーはできるし、謎の女性の正体もつかむことができる。

「その程度のことなら、お安いご用だ。むしろ、こっちから協力を申し出ようかと」

「おおぉ……さすがクライル殿！　ご協力、深く感謝するであります！」

　友好的な笑みを浮かべ、隊員一人一人と握手を交わす。

　これにて、交渉成立。







「『孤独な樹海』ぃぃぃ？」

　お化け屋敷のような我らがリング拠点に戻って報告すると、ティフェレットが椅子から転げ落ちた。

「……クライル、それは本当かい？　あそこ、まだどこもツアー地として利用させてもらってないはずだけど」

「事実であります」

「あります！」

　ウィッカが上機嫌に復唱してくれた。「あります」「あります！」

「そうかぁ……やっぱりすごいね、勇者軍は」

「マスター、確かに勇者軍はすごいけど、今回頑張ったのはクライルだよ。勇者軍関係ないよ」

「弁護ありがたいけど、ウィッカ。俺も勇者軍って肩書きがなかったら、正直ダメだったと思う」

　自分を自分個人として認めてもらいたいときもあるが、自分が所属していた集まりを自慢したいときもある。どちらかと言えば今は後者の気分だ。勇者軍バンザイ。

「肩書きというより、実績を褒めたつもりだったんだけどな」

　ティフェレットはそう言って苦笑した。薄々気付いていたけれど、最近、どこか俺に対する態度が軟化してきているように思う。

　何か大きな変化があったかといえば、特に思い当たることもない。

　以前は仮入団だったから、厳しくあたり、根性あるかどうか見極めようとしていた──という認識でいいのだろうか？　そのへん、はっきりしなくて少しもやもやする。まぁ、それを直接問い質ただすのも、無粋な気がして憚はばかられるのだが……。

　こちらの視線に気付いているのか、いないのか。ティフェレットは転げ落ちた椅子を叩きながら立ち上がり、「よし！」と気合いの声を上げた。

「二人に任せて大正解だったよ。早速、みんなに報告してミーティングを開こうか。さぁ、これから忙しくなるぞ！　あっはっはー！」

　怖いくらいに超上機嫌な笑い声。そのまま階上の書斎に上がり、まずはグリーシアに報告したようだ。「イェーイ！」「イェェーイ！」と壊れたような歓声が飛び交い、ぴょんぴょん跳ねる音と振動がする。床が抜けないかちょっと心配になった。

「良かったね、クライル」

「大忙しになるって言ってたから、素直に喜べないけどなぁ」

「ううん、そういう意味じゃなくて」

　珍しく、ウィッカの口調は静かなものだった。

　柔にゆう和わな笑みを浮かべ、近くの椅子に腰を下ろす。

「わたしが初めて誘ったとき、さ。クライル、どこにも居場所がないような顔してたでしょ？」

「あ、そこまで話さかのぼるわけね」

「してたでしょ？」

「……まぁ、してたね」

　否いなみ難い事実である。

「その頃に比べたら、最近のクライルは落ち着いてるっていうか……馴染んだ、って言うのが一番いいのかな？　普通に、リングの一員だなぁって思う」

　あぁ、なるほど。それが『良かったね』ということか。

　うん。確かに、それは良かったと言えることだ。

「わたしも、クライルを誘って……クライルが来てくれて、本当に良かった」

「そうだな。俺も、ここに来て良かったと思う」

　戦うことしか能のなかった俺が、ダンジョンツアーのコンダクター。地上すべての魔王が討伐され、平和になりつつある世界にも居場所を見つけることができた。そんなこと、ちょっと前までは想像もできなかったものだ。

　己の存在価値を再定義しなければならず、途方に暮れていたあの頃──といってもやはり、最近のことだからあまり格好はつかないが──ウィッカと出会えたのは、本当に幸運だった。

　彼女と出会えなければ、俺はずっと天てん涯がい孤こ独どくの──。

「……いや。一人だったのは、俺だけじゃないよな」

　行かなければならない場所を、思い出した。







　日を改めて翌日。役所にて。

「……本日はどういったご用件でしょうか」

　ルジアスはもはや完全に他人行儀だった。逆に言えば、事務的すぎることが意識していることの裏返しとも取れるわけで、そのへん少しほっとする。

「ツアーの広告掲示を手続きしに」

「ツアー広告？　お前が？」

　そう言った直後、「あっ」とルジアスは慌てたように取り繕つくろった。素の状態が出てくるあたり、やはりまだ望みはありそうだ。

「……失礼しました。広告掲示の手続きですね。それでは、こちらの書類に必要事項の記入をお願いします」

　ルジアスの担当がダンジョンツアー関連の窓口だということは、グリーシアと書類関連の仕事をするうちに知った。今までは超絶忙しかったこと、また臆おく病びようにも距離を置いていたかったこともあり、直接手続きに来るのは忌き避ひしていたが……。

　今日は、俺がここに来なければならなかった。

　ウィッカにも一緒に来てもらっているが、単なる付き添いだ。

　書類に文字を書き連ね、空欄をすべて埋めたところでルジアスに渡す。態度は元の事務的なものに戻っていて、書類に通す目にも偏見的な色合いはない。

「……あのさ、ルジアス」

　タイミングを見計らって、俺は話を切り出した。

　ルジアスが顔を上げ、視線がぶつかる。

「──今度、ダンジョンに行かないか？」

「……はぁ？」

「子どもの頃みたいに、ってことじゃなくて……」

　俺は、ルジアスに今日までのことを話した。ウィッカに誘われ、ダンジョンツアーを扱うリング『無限の扉』に入団したこと。そこで今度、コンダクターとしての役割を与えられたこと。

　そのツアーが、いま手続きしているものだということを。

「だから……良かったら、このツアーに」

「仕事がある。休めん。そもそも行く気が微塵もない」

　取り付く島もなく、ルジアスは即答した。素が出ているものの、どうやらもはや隠す気はないらしい。それも当然か。朝一番に来て、周囲に他の利用者はおらず、職員も今はルジアスしかこのフロアにいなかったのだから。

「一体何を始めたのかと思えば……ダンジョンツアー？　お前はどこまでふざければ気が済むんだ？」

「ふざけてなんか……」

「魔王クライル、死神クライル、勇者の右腕クライル・カディッツ……お前の噂は、何度も耳にした。遠いどこかで、俺たち家族のこととは無関係に、好き勝手に、自分のしたいことだけをしているお前の噂を」

　憤ふん怒ぬはない。憎悪もない。

　その言葉に込められた色は、軽けい蔑べつと失望。

　呆れたように、諦あきらめたように、ルジアスは冷めた視線だけを寄越す。

「お前。同じことを、違うやり方で繰り返してるだけだぞ」

「…………」

　言い返す気は、微塵も起こらなかった。

　俺はバカだった。浅はかだった。何もわかっちゃいなかったし、何も変わっちゃいなかった。それなのに、のんきにもルジアスをツアーに誘おうとしていた。俺は勘違いして、浮かれていただけだった。




「それが、何かいけないんでしょうか」




　──そんな俺を、ウィッカは援えん護ごしてくれる。

「……どちら様でしょうか」

「クライルの職場の先輩です」

　ルジアスの問いに、ウィッカは堂々と答える。それを聞いて、ルジアスもウィッカへの態度を粗そ雑ざつなものに改めた。

「──そいつが何をするか、というのは、確かに論点がずれていた。要点だけを繰り返そう。俺にはやるべき仕事がある」

「こっちだって仕事ですよ。お客さんの募集ですから」

　ウィッカが物凄い屁へ理り屈くつをこねこねし始めた。

「そう邪険にする話ではないと思いますけどね。ダンジョンツアーのお誘いですよ？」

「興味ないんだが」

「あれれ？　ダンジョンツアー関係の窓口さんが、そんなことを言っても？」

「っ、……て、訂正する」

　ウィッカは「ふふん」と鼻息混じりに絶好調で続けた。

「知ってます？　『孤独な樹海』って、今まで一度もツアー地として開放されたことがないんですよ」

「それくらい知っている。馬鹿にするな」

「それを初めて開放させたのが、クライルなんです」

　ウィッカが自慢気に俺を指し示す。

　ルジアスからの視線は痛いばかりだった。

「……それで？」

「だから、行きませんか？　『孤独な樹海』のダンジョンツアー。いい勉強になると思いますよ」

「……ふぅ」

　一呼吸の間を置いてから、ルジアスは言う。

「仕事があって休めない。だから行けない。ゆえに断る。最初から、首しゆ尾び一いつ貫かんしてそう主張しているわけだが？」

「首尾一貫？　んー……なんだか、筋道が通っていない気がします」

　怖い。

　なんだか強いし、怖いぞ。今日のウィッカ……。

「お兄さんが仕事で頑張って取ってきた貴重な案件。今すぐって話じゃないから、取ろうと思えば休みは取れるはず。遊びに行くわけではなく、知見を広めるための勉強と考えたっていい。──それでも頑かたくなに拒む理由は、何？」

　ルジアスは、しばらく押し黙った。

　押し黙ったのち……開き直った。

「──理由は明白。俺はそいつを信用できない」

「…………」

　ウィッカが追い詰めたことにより、ルジアスの言葉の刃が剝むき出しになった！

「そいつは何年も家族をほったらかしにするような、適当で、無責任な人間だ。信頼も信用もできっこない。だから行きたくない」

「ル、ルジアス……できればもう少し言葉を選んで……」

「これでもだいぶソフトにしてやってるんだが？」

「むぐぐ……」

　再び打ちのめされそうになっていると。

「それは違います」

　やはりウィッカは、はっきりと否定した。

「クライルは無責任なんかじゃありません。適当なんかでもありません。引き受けた仕事は体力が空っぽになってもやり遂げるし、わからないことがあれば、誰にでも素直に質問してから解決策を考えます」

「知らんな、そいつのよそでの働きぶりなんぞ」

「今、わたしの口から確かにお伝えしましたよ」

「知ったことじゃない、という意味だ」

「それ、血の繋がった家族が言っていい言葉じゃないと思います」

「縁はもう切った。書類上の手続きも正式に済ませてある。よって……」

「あなたの身体からだに流れているのは、黒いインクなんですか？」

　ウィッカは一歩も引かなかった。

　むしろ一歩前に出て、ルジアスの目を覗のぞき込む。

「書類がなんだって言うんですか。そんなもの、人の繋がりを断ち切っていい理由には絶対になりません」

「──言わせておけば、お前は一体何様の……」

「お願いします」

　そこでウィッカは、唐突に頭を下げた。

「クライル、職場ですごく頑張ってるんです。本当です。噓じゃないです」

　──だから、ぜひ来てください。

　深々と……それはもう深々と頭を垂れ、ウィッカは平身低頭の姿勢を保ち続けた。

「……ルジアス。俺からも頼む」

　俺もウィッカに負けないくらい、深く頭を下げた。

「虫のいい話だってのは知ってる。仕事が忙しいのもわかってるつもりだ。だから……無理に、とは絶対に言わない。でも、できたら……」

「…………」

　ルジアスは、またしばらく沈黙した。こちらが頭を上げなければ、いつまでもそれは変わらなかっただろう。

「帰れ」

　ルジアスがそう言ったのは、役所の扉が開き、一般人の利用者がやって来たからにほかならない。

　けれど、ルジアスは深い溜ため息いきを一つ落としてから、こう言った。

「……検討だけは、しておいてやる」

「「!!」」

「揃ってそういう顔をするな。いいか、行くとは言ってないぞ」

　ウィッカと同時に顔を上げて、見合わせる。

　俺はもう、出せる言葉が何もなかった。ただ、ウィッカだけが「やったぜ！」とでも言いたげな笑みでルジアスに向き直っていた。

「えぇ。心よりお待ちしております。枠、空けておきますね」

「……話はそれで全部だな？」

「あ。広告掲示の件、お忘れなきよう」

「公私混同などしない！　わかってるから、終わったんならとっとと帰れ！」

　小声で怒鳴られ、ひとまず退散。

　役所を出る直前に、一度だけルジアスを振り返る。

　奥の方から顔を出してきた職員と、新しくやって来た利用者に少々怪訝な表情で見られているところだった。「ごほんっ」とわざとらしく咳払いをしていた。







　外に出ると、ウィッカはしばらく無言でお天道様の下を歩いた。

　街道には行き交う人々が多く、さっさと帰りたいのだろう、そう察して大人しくそのあとに続く。

　すると不意に、彼女は横道へ逸それた。

　そのままつかつかと足早に進み、やがて途中でしゃがみ込んでしまう。

「……はぁぁぁぁ、緊張したぁ！」

「え、噓だぁ？」

　あれだけ堂々と論説かましていたウィッカが、そんなことを言い出したものだから驚きだ。彼女はしゃがんだままこちらを見上げ、一転して今にも泣き出しそうな、ちょっと情けない表情を向けてくる。

「噓じゃないよぉ。慣れない『ですます』口調だし、何を喋ったらいいのか何回もわからなくなりかけたし、なんかずっと早口だったし……」

「冷静じゃなくて、あれはテンパってたわけか」

「うん……なんか、ごめんね。喋り出したら、言葉が止まらなくなっちゃって。何か変なこと言ってなかったかな？」

「いや、最初から理路整然としていたと思うが……」

　ウィッカにしては説得力がありすぎた、という意味では、変だったかもしれないが。

「……俺、ウィッカがあんなに強いとは思ってなかった。びっくりした」

「強いも何もないよ。わたしはただ、思ったことを言っただけ」

「それは……」

　ウィッカがあそこまで俺を評価してくれていた、ということでいいのだろうか。

「大丈夫だよ、クライル。弟さん、きっと来てくれるよ」

　力強く言ってくれるウィッカに、その真偽を確かめたくなったが、それをうまく聞き出すための言葉はまるで思いつかなかった。そうこう悩んでいるうちに、けれど、いま言うべき言葉はそうじゃないな、と気付く。

「ウィッカ」

「んー？」

「……ありがとな」

　そう言うと、頭をわしわし撫なでられた。

　つま先立ちの背伸び姿は、いつもより少し大きい気がした。







　それから三日後。

「とぅわいへんどぅぁあああああ！」

　ポニーテールをぶんぶん揺らしつつ、眼鏡めがねをベタにずり下げながら、グリーシアが叫び声とともにリング拠点へ転がり込んできた。

　新規ツアーに向けて、早くも諸々の準備に忙ぼう殺さつされ始めていた頃。そのとき、リングにはメンバー全員が集結していた。彼女の報告を待っていたからである。

　そのグリーシアがひどく取り乱している原因は、はて……。

「これを見てほしいんだってばよ！」

　慌てすぎて何キャラになっているのかもはや不明だ。しかし誰も突っ込まない。俺も突っ込まない。理由は明白。だって相手はグリーシア。意外とこれが平常運転。

「……で、何が大変なんだ？」

　最初に書類を渡された手前、ささっと斜め読み気味にチェックしてみたものの。

「見た感じ、別に普通の書類だとおも……」

「節穴かテメー、しっかり目ン玉かっぽじりやがれ！」

「ぎょわー！」

　まぶたの上からソフトな目潰しを食らった。

　……のち、再び書類に目を通す。今度は目潰しを喰らわないよう、一つ一つの項目を注意深くチェックしてゆく。

「……あれ。応募者、もう募集人数の倍近く来てない？」

「イエス！　よく気付いたな、褒めてつかわす！」

「ぎょわー！」

　正解したら、今度は超高速で頭をわしわし撫でられた。

　……あ、おい。いま何本か抜けたぞ？

「テンション高いのはいいけどさ、グリーシア。わかるように説明してくれる？」

「あ、はい。マスター。失礼いたしました」

　急にかしこまって、グリーシアは事務的に報告を始めた。うん、まぁ……できるんだったら、最初からそうしてほしかったな？

「先日募集を開始した『孤独な樹海ツアー』の応募者数が、現段階で想定人数の倍近くまで増加しています」

「倍……って。想定人数、二十人じゃなかったっけ？　もう四十人もいるの？」

　カウンター席に腰掛けていたワップルが、戸惑ったような声を上げた。

「一番小さい掲示板に載せて、まだ三日目だよね？　ちょっと異常じゃないかな」

「……むしろ、四十人しかいない、と言うべき」

　役割上、色々な町に顔を出すことの多いフランノエルが発言する。

「……話題自体は、他の町でも聞く。応募者、もっといてもいいはず。……あまり、名前を聞かないリングだから……この人数で収まってるの、かと」

「はぁ～……なるほど。ちょっと甘く見てたな、お客さんたちのツアーに対する興味関心ってやつ」

　ツアー地が『孤独な樹海』と決まったときも、ワップルはおおいに驚いてくれたものだが、今も同じくらいの衝撃を受けているらしい。確かに、十人未満規模で募集をかけていたリングに、いきなり四十人も応募者が来たら戸惑うのも無理はないか。単純に考えても、労力は四倍以上になるわけだし。

　……あれ。その激務で押し潰されて死ぬのって、もしかして俺たち？

「嬉しい悲鳴だね。だけど、さすがにこれ以上はウチらの手に負えないかな」

　俺の内心を代弁するかのようなタイミングで、ティフェレットは言った。

「他のリングに協力を仰ぐのは癪しやくだし……一旦、締め切ってもらっていい？」

「そう思って、すでに一度募集を締め切りました」

「素晴らしい。それじゃ、今後の対応だけど……」

　ぎぃぃ、と。建て付けの悪い扉が、そのとき不意に開いた。

　一応、表看板は休業中にしておいたはずなのだが……。

「──失礼。邪魔をする」

　遠慮なく入ってきたのは、長身の偉丈夫──ビルフォニア・エイゼルシュタインだった。……よく今すんなり名前が出てきたな、俺。自分で自分を褒めたい。

　というのはさておき。

「やぁ、ビルフ。どうしたの？　いま閉めてたはずだけど」

「いつでも遊びに来いと言っていたのはお前だろう、ティフェ。今日は少し、訊きたいことがあってここに来た」

　ティフェレットが応じ、ビルフォニアが返す。そのやりとりから、二人がある程度仲の良い関係であることは容易に推し量ることができた。

　とはいえ──それ以外にとっては、緊張せざるを得ない相手である。

　ダンジョンツアーリング創設者。

　業界最大手リング『アルバストラ総合旅団』のマスター。

　ダンジョンツアー業界に限らず、あらゆるリングの活動権限を握る『総合リング評議会』の一席。

　──ざっと調べただけでも、これだけの肩書きが出てくる相手だ。そんな人物が、なんで今こんなところに？

　その理由は、実に明白で明快だった。

「どうやって、『孤独な樹海』を開放させた」

　ビルフォニアの一声が重く鋭くフロアに響く。

　ウィッカも、フランノエルも、グリーシアも、ワップルも──驚いたことに、誰一人として俺に視線を集めなかった。事前に示し合わせていたのかと疑うほどに。

　唯一、ティフェレットだけが「ちょっと黙っててね」という表情を、一瞬だけ俺に向けてきたが。

「さぁ、どうやってだろうね？　こればっかりはウチとビルフの仲でも教えられないかなぁ。なんたって、今はライバル関係のリング同士だもの」

　ビルフォニアは笑わない。怖いくらいに真面目だ。考えの読めない無表情でリングメンバーを見回し──。

「…………」

　──俺のところで、視線を固定した。

　空気を読み、努めて無表情を保つ。ビルフォニアの意図はわからないが、ここはティフェレットたちに合わせるしかない。

　しばし、ビルフォニアは俺から視線を逸らさずにいた。

　俺も動じず見つめ返す。

　彼の表情はやはり先日のそれと同種のもので、俺に対してあまり好意的な印象を抱いていないように感じられた。

「──やはり、お前が……」

「彼は新人だ。いきなりツアー地の選定なんて大仕事、ウチは任せたりしないよ」

　ようやくビルフォニアが口を開いた直後、出端を挫くじくように、ティフェレットが抜け抜けと言ってみせた。

「というか……ビルフ。そんなことを確かめるためだけにここへ来たのかい？　答えるわけもないってわかりきってる質問をするためだけに、わざわざ？」

「……相変わらず、食えない奴だ」

　ビルフォニアの視線がティフェレットへと移り、まぁいい、と仕切り直した。

「私も、そのツアーに客として参加させてもらう」

「え？　……あ、ホントだ。名前ある……」

　書類を確認するグリーシアの手が震え始めた。「はわわわわ」と、ふざけているのか大真面目なのかよくわからないリアクションを見せてくれる。

　ビルフォニアは一瞥すら寄越さない。

「今日は、その挨あい拶さつに来ただけだ。当日になってから査察だ、視察だ、偵察だと、騒がれるのも不本意だからな」

「別に、今じゃなくても良かったと思うけど」

「予定に空きがなくてな。このあともすぐに評議会の方へ顔を出さねばならん」

「お忙しいことで。ま……応援してるよ。それがキミのやりたいことだもんね？」

「……邪魔をした」

　ぎぃぃ、と。来たときと同じように扉を軋ませ、外へ出て行くビルフォニア。

　先ほどまで浮かれていた空気は、非常に重厚なプレッシャーで、今となってはぺったんこに押し潰されていた。

「……大丈夫なのか、このツアー」

　ウィッカを見る。フランノエルを見る。グリーシアを見る。ワップルを見る。最後にティフェレットを見る。

　けれど結局、どこか陰のある表情のまま、誰も、何も、言わなかった……。
















「……クライル、いま大丈夫？」




　陽がだいぶ暮れてきた頃、フランノエルがフロアに現れた。

　これはわりと珍しい。彼女の仕事は日中の運搬が主で、夕時のフロアにこうして訪れるのを見るのは稀だ。

　ただでさえ忙しいツアー準備に加え、業界のお偉いさんであるビルフォニアも来るということで、最近の仕事量はちょっとおかしいことになりかけていたが……だからといって、こうして声をかけてくれたフランノエルを無下にする理由にはならない。彼女だって、忙しいはずなのだから。

　俺は少しだけ今日のノルマを脳内で計算してから、フランノエルに向き合った。

「書類中だけど、一応空けられるかな。どうした？」

「……お願いがあって、来た」

「うん。何？」

「……あたしも、武器、造れるように……なりたい」

　そう言うと、フランノエルは背後から鉄製の棒を……棒じゃない、剣かコレ。ひどく不格好だが、柄つかがあり、鍔つばがあり、刀身のある鉄剣を差し出してきた。

「……クライルの真ま似ね、してみた」

「おぉ。フランノエルが造ったのか、これ」

　手に取りまじまじ眺めてみる。












　フランノエルは不満気に言った。

「……でも、へた。どうしたら……クライルみたいに、うまく造れる？」

「いや、最初はこんなものじゃない？　俺も初めてやったときはこんなだったし」

「……最初じゃ、ない。五十本くらい、やってみた。……その中で、一番まともだったのが、それ」

「ふむ、なるほど」

　五十本やってこれなら、うまくなるのは二百本目くらいだろうか。そんな予想をやんわり告げると、フランノエルはますます不満気な表情になる。

「……そんなに？　そんなに、かかる？」

「何か急ぎ？」

「……別に、そうじゃなくて。ただ、難しいな、って」

「じゃあ、気長にやるしかないよ」

「そんな……」

「いや、良い意味で」

　彼女の反論を制して言葉を続ける。

「長いこと続けないと、うまくならないし、面白くはならないと思うよ。なんでもさ。ぱぱっとできて、ささっと完成しちゃうものは、たぶんそんなに面白くない」

「……そう、なの？」

「受け売りだけどね」

　俺に武具製造を教えてくれた、軍の仲間の言葉だ。言葉遣いはフランクだが言うことは職人気質すぎて、「生涯かけてやる気がないなら三流ラインで十分でしょ」などと笑顔でのたまう奴だった。

「というか、フランノエルはなんで武具製造を？」

「…………」

　片方だけ紅あかい瞳を一瞬逸そらし、フランノエルは言った。

「……竜飼いの一族、戦うのが使命。でもあたし、戦いは嫌い。……だから、他に何かできること、探さないとダメ」

「え、使命だったの？」

「……って、言われてた。みんな、他の生き方、たぶん知らない……」

　だとすると、彼らはどうやって繁はん栄えいしていたのだろう……狩しゆ猟りよう生活がメイン？　そこにいくらかの派閥争いなんかがあったりして、戦いを中心に生きてきたのだろうか。

　──と、なると。やはりフランノエルはだいぶ異質なようだ。

「……マスターは、そんなあたしを拾ってくれた。感謝、してる」

　戦いしかない里を出て、一人と一匹で途方に暮れていたところ、声をかけられたらしい。それも戦いのためではなく、一般大多数の文化的な社会で役立つために、働ける場所を提供された。彼女と竜の能力を活かした上で、だ。

「……クライルにも、感謝」

「いや。ティフェレットに比べたら、俺のしたことなんか」

「……比べて、ない。一緒。どっちも、大事。……もっとたくさん、できることが増えたら、楽しい」

　視線を上げ、正面から見つめてくるフランノエル。

「……だから、教えて？」

「おう。了解した」

　若干安やす請うけ合いの気もしたが、頼られたのでは仕方がない。

　彼女のために書類整理を一時中断し、外へ出ようとしたところ──。

「……妬やけてきますなぁ、新人クン！」

　カウンターの反対側、しゃがみこんで隠れているグリーシアとワップルを発見した。

「い、いつからそこに……」

「あはは。ごめんね、クライルくん。なんかお話し中みたいだったから、ちょっと様子を見させてもらったのさ」

　別にそんな気遣いしなくとも……とも思ったが、フランノエルがそそくさと先ほどの剣を隠すように背後へ回したところを見るに、彼女としてはありがたい配慮だったのかもしれない。

「いやしかし、新人クンももう新人クンを卒業なのかな？　フランぼうに頼られるなんて、ずいぶんなことだぜぃ」

　とても愉快そうにグリーシアは笑う。相変わらず何キャラなのかわからない。役所務めを志望していた気がするのだが、この破は天てん荒こうスタイルでうまくやっていけるのだろうか？　……俺が心配することでもない気はするが。

「どう、フランぼう？　クライルは良いお兄ちゃんになりそう？」

「……お兄、ちゃん？　違う。……クライル、赤の他人」

「事実だけど……なんだろう、フランノエル。もうちょっと別の言い方をしてもいいんじゃないかな？　なんかちくっと心にきたぞ」

「……じゃあ、師し匠しよう」

「「「師匠」」」

　俺とワップルとグリーシアの声が重なった。師匠。うん……そうか、師匠か。口下手だけど、ときどき面白いこと言うな、この子。

「……師匠、行こ？」

「あ……あぁ、わかった」

　フランノエルに手を引かれ、フロアをあとにする。

「頑張れ、師匠！」

「負けるな、師匠！」

「あぁ、うん……二人も、仕事頑張ってな？」

　そう返すと、露ろ骨こつに表情を凍らせた。

　やっぱりみんな、忙しいらしい。







「──で、他のことをしてたら書類が終わらなくなった、と……」

　ツアー前日になって、最後の数枚がどうしても間に合わなくなりそうだった。夜もだいぶ遅い。俺以外はたぶん、明日に備えてすでに帰宅済みだろう。

　喜ばしいことだが、筋のいい子だったのが災いし、ついついフランノエルへの武具製造授業に数日の時間を割いてしまったのが遠因だった。不格好とはいえ、そもそも見み様よう見み真ま似ねで剣を打てている。その時点で気がつくべきだったのだ。あの子はいい職人になれる。

　もっとも、色々なことに意欲がありそうな子でもある。その道に進むとまだ決まったわけではない。

「まぁ、フランノエルなら色々と同時進行できそうだけど」

　そして俺は相変わらず書類整理が苦手、と……ははは、はぁ。

「クライル。ちょっといいかい？」

　そうして一人フロアに残って悪戦苦闘していると、ティフェレットが二階から下りてきた。夜もだいぶ遅いが、最近は事情が事情でやむを得ず、特にやれ電気代がどうこう的なお小言は言われなくなってきた。……つまり、「もっと働け」ということの裏返しかもしれないのだが、そのあたりは深く突っ込まないでおく。

「あぁ、ティフェレット。申し訳ないが、仕事が終わらなくて」

「クライル、ちょっといいかい？」

「いや、あの、だから……」

「ちょっと、いいかい？」

「……はい」

　有無を言わせぬ圧力の前には、さすがに屈くつ服ぷくせざるを得なかった。







　連れて来られたのは、なんてことはない、リング拠点の屋上だった。

　まぁ、屋上といっても単なる屋根の上だ。人が憩うことを目的とした場所ではないのだが、そこはそれ。二人とも冒険者という経歴がある以上、どこでだって休もうと思えば休める。

「キミの企画してくれたツアーが、いよいよ明日なわけだけど」

　空には満天の星。雲ひとつなく、風が心地よく身体を撫なぜる。

　瓦かわら葺ぶきの屋根の斜面に寝転がり、夜空を見上げながらティフェレットは切り出した。

「どう？　うまくやれそう？」

「やってみせる。だから、リングは潰させない」

　つい意気込んでそう答えると、ティフェレットは目を丸くした。

「誰から聞いたの、そんな話」

「あ、いや。えっと……」

「失敗しても、潰れたりまではしないよ。まぁ、業績が厳しいとどうしても低空飛行になっちゃうし、そうなると居辛いメンバーがいるのは事実だけど……」

　特に誰、とは言わなかったが。少なくとも、俺には一人心当たりがいた。

「まぁ、そこを含めてどう？　って話だったんだけど……あんまり心配はいらなかったみたいだね。自信満々なところは、昔から変わらない」

「……昔から？」

「ウチもビルフも、昔、キミと会ったことがあるんだよ」

　……そうなのか？

　いや、確かに二人の名前はどこかで聞き覚えがあるような気はしていたものの……実際に会っていた？

「どこで？」

「ダンジョンで」

「……どこの？」

「『亡もう者じやの双そう塔とう』って覚えてる？」

「……あー、あぁー!!」

　そのキーワードで一気に思い出した。

「あれか、二人組の！　鞭むち使いと大たい剣けん使いの！」

「そうそう。あはは、ようやく思い出した」

　あれはもう四、五年ほど昔になるだろうか。『亡者の双塔』という、人類の建造物をあとからモンスターが乗っ取って魔窟化させたタイプのダンジョンを、勇者軍として進軍していたときのことだ。

　勇者軍の突入より先行していた二人の冒険者が、内部でモンスターに取り囲まれていた。奮闘してだいぶ数は減らしたみたいだが、武器の消しよう耗もうが激しくジリ貧になっていたところを、俺ら勇者軍が助けたのである。

　そのときのちびでかコンビが、ティフェレットとビルフォニアだったわけだ。

　それで──あぁ、そうだ。それも思い出した。

「……そうか。それで俺は、二人からすごい睨にらまれてたのか……」

「そりゃあねぇ……『勇者軍に入れてくれ！』ってビルフが必死でお願いしたのに、クライルってば『荷物を増やすつもりはない』って一いつ蹴しゆうするんだもん」

「あれは言葉の綾あやというか、若気の至りというか……」

　最年少ながら、戦力の大きさから発言権までもあると勘かん違ちがいしていた当時の俺は、ユシアの判断より先にそう断じて、二人の入隊を拒んだのだ。

　並以上ではあるものの、軍のメンバーと比べてしまえば明らかに見劣りする二人に対し、そう言ってのけたのだろうが……さすがに、もっと言葉を選べなかったものかねと今更ながらに反省する。

「だからウチは、キミのことが大っ嫌いだった。ウィッカがキミをリングに連れてきたときは、本当、なんとも言えない気持ちになったね」

　ティフェレットは少しだけ、暗い表情を見せた。

「終わらない量の仕事を押し付けたのも、キミをぶっ潰すため。慣れない仕事で忙殺されて参ってくれれば、勝手に出て行ってくれると思ってた。だからみんなには、無理に仕事をおっかぶせるように言ってあったんだけど……」

　確か、ウィッカがそのような推測を述べていた。それが当たっていたというわけだ。

「……でも、キミは生き残った」

　ティフェレットの表情が、一転してどこか穏おだやかなものに変わる。

「それどころか、プラスになることをたくさんしてくれた。正直、こんなに良い奴だとは思ってなかったよ。なんだったんだ、昔のキミは。あれ、別人？」

「いやほんと、その節せつは……」

　両手を合わせて頭を下げると、話を戻そう、とティフェレットは苦笑した。

「ウチとビルフは、一緒に冒険をしていた仲でね。モンスター退治もそうだし、何より本気で魔王を討とう伐ばつしてやろうって息巻いてた。二人でなら何でもできる、世界を救うことだって……なんて、夢を見ていたもんだ」

「それは……悪いことをした」

「いやいや、あれはキツイけど良い薬だったよ。ウチはあのときの戦力差を見て、『なんて夢物語を見ていたんだろう』って目が覚めた。事実、キミらが来てくれなかったら、あそこであのまま死んでいただろう」

　あのときは本当にありがとう、と。

　四、五年越しの礼として、ティフェレットは改めて頭を下げた。

「──でも、ウチはまだ良かった。問題はビルフの奴だ」

　──言われてみれば。あのときの冒険者二人がなぜ現在、ダンジョンツアーリングなる拠点を構えているのだろうか。

「あの出来事があってから、ウチらの冒険はひとまず終わった。ウチと同じで、ビルフも夢から醒さめたというか、何かまっとうな仕事を探すものだと思っていたんだ。でも、彼はそうしなかった。その頃からだよ──ビルフが、ダンジョンツアーリングの創生計画を立て始めたのは」

　得てして、第一人者というものは天才の類である。その後に何十人、何百人と続く事柄ならばなおさらだ。

　ビルフォニアはその先駆者として、類まれなる辣らつ腕わんを振るったという。現在のダンジョンツアーの礎いしずえは、ほとんど彼一人の構想から築き上げられたのだとか。

「ウチは単純に、冒険の素晴らしさを人々に伝えるためのものだと思っていた。だから協力を惜しまなかった。二人で長らく旅していた仲だからね、なんでも理解できていると思っていた──いや、そう思い込んでいた」

「……と、言うと」

「ビルフの目的は違ったよ。冒険の素晴らしさとか、ダンジョンの不思議さとか、勇者軍の活躍とか──そういうものを伝えるために、あいつはダンジョンツアーを広めようとしたわけじゃないんだ」

「じゃあ……なんで？」

「強い冒険者をつくるため」

　その言葉はあまりに短く、端的だった。

「勇者軍に負けないくらい強い人材を育て上げ、いつか勇者軍を見返す──ビルフはそう言っていた」

「見返す、って……」

「うん、言いたいことはわかるよ。魔王退治、終わっちゃったもんね」

　こちらの言葉に先んじて、ティフェレットは言った。

「だから、その計画が今、ビルフの中でどうなっているのかはよくわからない」

「……あと考えられるのは、直接対決？」

「武力で？　あはは、まさか。さすがにビルフはそこまで野や蛮ばんじゃないよ」

　でもまぁ、何かしら企たくらんではいるんだろう──と、ティフェレットは呟つぶやく。

「じゃなきゃとっくに引退してるはずだからね」

「案外、普通にリング活動を楽しむようになったとか……」

「あはは、ないない！　あいつ、目的が切り替わるときは、やってることごと変えるタイプだから」

　つい先程、完璧には理解できないと言っておきながら、ティフェレットのその言葉には妙な説得力が感じられた。ほんの少ししか言葉を交わしたことがないものの、ビルフォニアは確かに、何か物事を純粋に楽しむタイプには見えない。

「でもウチは、やっぱりダンジョンツアーは、冒険やダンジョンの良さを人々に伝えるためにあってほしいと思うよ」

　一方で、ティフェレットは何かしら企んでいることの多いイメージだが、その根本は良くも悪くも人間的だ。やり方はどうあれ、俺への恨みは迷わずぶつけてきたし、今こうして語る言葉にも裏は感じられない。

「そして──クライル。キミにもきっと、それができる」

「俺に……？」

「勇者軍時代のキミとは、ずいぶん変わった。強さだけじゃなく、もっと他に大切なことを、きっとツアーを通して人々に伝えられる。ウチはそう思うよ」

　期待している──と言って、ティフェレットは言葉を締めくくった。

　できるのだろうか、俺にも。

　……いや、そうではない。やるのだ。やらなければ、何もできないじゃないか。

「──ちなみに、君が頭を抱えていたあの書類だけど」

　決意を新たにしていると、ふと、ティフェレットは何でもないことのように言った。

「あれ、別に今日が期限じゃないから。明日に備えてさっさとお休みよ？」

　俺は屋根の上から滑り落ちそうになった。







　ツアー当日の朝は、非常に天気が良かった。

　暑くなく、寒くもなく、心地よい風が昨日の夜からずっと緩ゆるやかに吹いている。

　王都アルバストラ北西エリアの大門付近にて、俺たち『無限の扉』リングメンバーはツアー参加者たちの集合を待っているところだった。

「ヨイアサー！」

「……なんだ、お祭りでも始めるのか？」

「違うよ！　良い朝だねって意味で、ヨイアサー！」

「なるほど。よいあさー」

　ウィッカが元気なら、たとえ大雨・暴風・霰あられ・雷鳴でも良い朝になるだろう。

「いやでも、晴れて本当に良かったな。雨の樹海とか、嫌な思い出しかない」

「嫌な思い出？　勇者軍のときの？」

「うむ……足場がぬかるんで靴くつが脱げるわ、雨音で指示が通らないわ、鎧着込んでる連中は中身が蒸し暑くなって気が狂いそうになってたわ……」

「ほぉぉ……大変だったんだねぇ」

　話しているうちに、少しずつ人が集まり始める。『孤独な樹じゆ海かいツアー』と記された旗を持っているグリーシアが声をかけ、参加者たちの本人確認と当日登録を順調に済ませていった。

　ちなみに本来、旗に入る文字はリング名らしいのだが、俺らのような小規模リングの名前よりは、業界初のツアースポットを押し出した方がいい、との判断だった。実際、ツアー客だけでなく、無関係な通行人の方々などからもけっこう注目されていた。顔だけでも覚えていってね方式である。

　もっとも、有名になったところで、あの迷路のような路地裏にあるリングまで実際に足を運ぶ人間は少なそうだが……。

「……で、師匠。いつまで、こんな端っこに……いるの？」

　人が集まり始めたのを見てそちらに移動したウィッカとは別に、俺は一人離れた場所に突っ立ったままだった。

　……いや、正確には現在一人ではない。突っ込みに来てくれたフランノエルが傍そばに立っている。

「ん……いや、何。ちょっと心の準備がまだ」

「……ビルフォニアさんが、怖い？」

「それもなくはないんだが……ちょっと他に、な」

　ビルフォニアは、かなり早い段階から集合場所に来た。グリーシアのところでの確認と登録はとっくに済ませ、それ以降は特に何をするでもなく黙って突っ立っている。一体何を考えているのだろうか……。

　彼は確かに、緊張する相手である。とはいえ、俺の懸念は他にあった。

　意外なことに──本当に意外なことに、ルジアスがやって来ていたのだ。

「……顔、ぜんぜん似てない。本当に、弟さん？」

「怖いこと言わないでくれ。ただでさえ書類上では関係が切れてるみたいなんだから」

　一応、ルジアスが来た時に視線は合った。一回だけ。その一回きり、ルジアスは二度と俺のいる方を見てはくれなかった。

　ゆえに、俺も近づきがたく。先ほどから遠い場所で増え続けるお客様の集団を眺めているばかりで──。

「いつまでもそんなわけにはいかないよーっ！」

　フランノエルとの会話でお茶を濁にごしていると、しびれを切らした様子でウィッカがやって来た。そして俺の腕を摑み、お客さんたちの前に引きずり出す。

　気付けば、ぼちぼち出発時間が近づいていた。

「おはようございます、みなさま！」

　ウィッカがお客さんに向けて、弾はずむような声を出した。子どもたちは甲高い声で、大人たちは控えめな声で、それぞれ挨あい拶さつの言葉を返してくれる。……ルジアスとビルフォニアの口元はぴくりとも動いていなかったが、さておき。

「本日は『無限の扉』主催、『孤独な樹海ツアー』にお越しいただき、誠にありがとうございます！　本日のコンダクターはわたし、ウィッカ・マッダレーナと……」

　ちらちらっ、とウィッカから視線を送られる。そう──俺は今日一日、ウィッカとともに、この四十名のお客様たちを案内するのだ。

　若干緊張しつつ、俺も挨拶をすることに。

「えーと、クライルです。よろしくお願いします」

　若干どころじゃないな。口下手か。自分で内心突っ込んでおく。

　一方、お客さんたちの反応はというと……。

「クライル？」「クライル・カディッツ？」「……勇者軍の？」「え、本物!?」

　……なんだか、俺のことを知っているようなのがチラホラ。

（クライル、やっぱり有名人だねぇ）

（あぁそうか。名前だけなら知ってる人も多いのか）

　だとしたら、本名を名乗ったのは少しまずかっただろうか。失敗したかな……と悩んでいると、お客さんのざわつきの方向性が変わった。俺に向けられていた眼まな差ざしも含めて、視線が一気に俺たちの後方へ移る。

　そこに現れたのは、四台の立派な馬車。

　王侯貴族が乗る馬車のような装そう飾しよくこそないものの、規格だけで言えばかなり上等なキャラバン隊のそれと遜色がない。それらが大門付近を通過し、俺たちの近くに到着した。そのうちの一つからティフェレットが降りてくる。

「お待たせ。こっちはいつでも行けるよ」

　自慢するでもなく、自然な口調でそう言うティフェレット。あとで聞いた話によれば、冒険者をやる前は旅商人だったらしく、その頃のツテで借りられたのだとか。

　お客さんのテンションが見るからに高まり、これからのツアーに向けた期待のざわめきが広がってゆく。

「それでは、順番にお乗りください！　慌てなくても、ダンジョンは逃げたりしませんから！」

　ウィッカの言葉に、ささやかな笑いが起こった。







　四台の馬車には、俺とウィッカ、ティフェレット、ワップル、グリーシアがそれぞれ分かれて乗車した。

　フランノエルは一人、竜のリップスとともに『孤独な樹海』へ先行している。レンタル装備品の重量を考えてのことだった。

　馬車の中では、あらかじめ共有していた『孤独な樹海』についての簡単な情報を、お客さんたちに説明することになっていた。このあたりは特に大きなトラブルもなく、無事にツアー地へと到着する。

「今日はよろしくお願い申し上げるであります！」

　詰つめ所しよに立ち寄り、ダンジョン管理討伐隊の面々に挨拶を済ませる。

　ときおりビルフォニアが鋭い視線を飛ばしていたが、隊員たちは知ったことではないとばかりに平然としていた。彼らにとってはやはり、勇者軍との約束の方が優先順位は高いということなのだろう。

　隊員たちがツアー客に紋章石を配っている間、俺は再度、『無限の扉』の面々に事情の説明をした。

　今回のダンジョン開放は、謎の人物の捕獲と引き換えの条件であるということ。

　もしそのような人物を見かけたら、すみやかに俺か討伐隊に報告すること。

　ツアー客にはそれを悟られないようにすること。

「まぁ、任せてよ。モンスターを相手にするときよりは、きっと役に立てるからさ」

　盗とう賊ぞく上がりのワップルはそう言って胸を張った。

　その背中、腰、ふくらはぎのあたりには、合計六本の大型ナイフ。加えて、何かしらの液体が詰まった小瓶盛りだくさんのウェストポーチを装着している。元盗賊ということだし、対人用の毒薬なり麻ま痺ひ薬やくなりを用意してきてくれたのだろうか。

「ま、自分は荒あら事ごと不向きだから、任せるのはお客さんの誘導だけにしてね！」

　浪人事務員のグリーシアが堂々と言い切った。

　役割分担だから間違ったことは言っていないはずだが……グリーシアがそんな言い方をすると、責任転嫁な気がしてならないから不思議だ。これが人徳やら日頃の行いやらといったものなのだろうか。

「……あたしも、戦闘はイヤ。他のこと、やる」

　竜飼いのフランノエルが控えめな発言をする。

　他のこと、というのはレンタル装備の貸与に関することだ。その背中には、たくさんの武器を収納している巨大な籐とうカゴ。彼女が見かけによらず怪力の持ち主だった──ということではなく、ウィッカがすでに身体強化魔法をかけているためである。

「ウチは、今日は後ろの方で見させてもらうよ。基本、何かあったときのサポート要員だね」

　と言いつつ、マスター・ティフェレットはそれなりの装備をしてきてくれていた。

　わずかに見覚えがある。ビルフォニアと二人で冒険していたころのものだろう。軽くて丈夫な革素材の手甲と脚甲に、長さの異なる三本の鞭が特徴的だ。結構尖った武器だが、予備戦力としては十分期待できそうだった。

「で、今日はわたしとクライルが主役だね！」

　魔法使いのウィッカが元気いっぱいにそう言った。

　魔ま術じゆつ儀ぎ礼れい済みの真っ赤なローブを羽織り、いつもより少し豪ごう奢しやな飾り付きの杖を持っている。今日のために奮発したのか、だいぶ気合いの入った戦闘装備だ。頼もしい限りである。

「そうだな。でも何かあったときは、俺が先に前に出る。ウィッカは基本的に、お客さんたちの安全確保を第一に動いてほしい」

「かしこまり！」

　ひと通りの確認が終わった頃、ツアー客にも紋章石が行き渡ったようだ。以降、原則リング内での私語は禁止である。

　お客様第一で動きましょう。

「それではみなさま、参りましょう！　中に入る時は、お渡しした紋章石を掲げてくださいね！」

　ウィッカがツアー旗を高く掲げ、先頭を歩いてゆく。

　俺はその少し斜め後ろに位置取り、後続のお客さんたちの様子を確認しながら歩くことにした。列は長くになりがちだったが、途中途中で他のメンバーが並行して歩いているため、あまり遅れは気にしなくても大丈夫そうだ。

　四十人の大行列ともなれば壮観なもので、自然と勇者軍時代の行進を思い出してしまう。お客さんたちには、その雰囲気が少しでも伝わっていればいいな、と思う。

「ほぉー……ここが、今まで一度も開放されていなかったダンジョンか」

　ツアー客が樹海の景色を思い思いに楽しみながら進む中、先頭の方を歩いていた高齢の男性が呟いた。顔にはシワが深く刻まれ、腰も背中もずいぶん曲がっているものの、声音と目の輝きには力があるし、何より歩き方が他の若者よりもだいぶしっかりしている。

「ここのモンスターは、おとなしいのかの？　ぜんぜん、襲ってくる気配がないが」

「攻撃的な習性は、他のダンジョンのモンスターと変わりありません。現在は、インビジブル・ア・シルトを展開しつつ移動しているため、わたしたちの存在はモンスターに感知されていない状態にあります」

「いんびじ……なんだって？」

「あ。えと……魔法障壁のことです」

　ウィッカの説明は一部（ネーミング）を除いて実に流りゆう暢ちようだった。

　しかしその魔法とフランノエルへの支援魔法を並行しながら、こうしてツアーコンダクターまでやっているのだから驚きだ。前回のツアーでも難なく支援魔法を行こう使ししていたし……やはり彼女、魔法使いとしてはかなり優秀なのかもしれない。それこそ、出会いさえあれば勇者軍についてこられたほどに。

「しかし──思ったよりは、普通だの」

　そんなことを考えていると、老人客のやや残念そうな呟きが聞こえた。それは他の客も感じていたのだろう。確かに、だの。言われてみれば、だの。そんな声が小さいながらも聞こえてくる。

　しかし俺はむしろ、その言葉を待っていた。

　視線でウィッカから説明のバトンを受け取り、老人だけでなく、ツアー客全体に向けて問いかける。

「どうしてここが『孤独な樹海』と呼ばれているか、ご存知でしょうか？」

　返答はない。

　みな首を傾かしげ、俺の言葉の続きを待つ。

「この樹海には、何本の樹があると思いますか？」

　今度の質問には、少し考えるような間があってから、次々と声が飛び交った。

「百！」「五千！」「一万！」「いや……一万五千！」「一万五千一！」

　……なんだか一瞬オークション会場みたいになったが、出なかったので答えを言う。

「いいえ。どれも違います。正解は──一本です」

　お客たちはにわかにざわついた。

「い、一本？」「どういうことだ？」「さっぱり意味がわからんぞ！」

「みなさまが見ているこの樹々は、実はすべて巨大な一本の樹から生えている枝に過ぎないんです」

「これが……全部、枝？」

「はい。一本一本、地面から生えているように見えますよね？　でも実は、この地下にも空間があり、そのさらに地下にも空間があり──と、何重にも階層が分かれているんです。その最下層に、大おお本もとの大樹が根付いています。すべては、その一本の大樹から生えている枝なんです」

　それこそが、このダンジョン最大の特徴だ。

　表面的に見えている樹海は実はほんの一部に過ぎず、どちらかと言えば、実は地下何層にも連なる洞どう窟くつ型がたのダンジョンに近いのである。

　老人は打って変わって表情を明るくし、興味深そうに周囲の景色を観察し始めた。

「なるほど……樹海なのに、樹は一本。だから、『孤独な樹海』なのか」

　他の客も同じように、一つ一つの自然に向ける目の色を変える。

　説明一つで見方が変わる。

　コンダクターという仕事が、少しだけわかったような気がした。







　その後もツアーは順調に続き、昼休憩の時間に差し掛かった。

　ここでも管理討伐隊と連携して、お客さんたちにお昼ご飯の携帯食を提供する。保存性の高い干し肉や、保存性の高いパンや、保存性の高い薬草などである。

　簡かん素そで味気ないものであっても、「勇者軍が当時実際に愛用していた」という説明をすると、お客さんたちはみな喜んで楽しんでくれた。

　……念の為に言っておくと、詐さ欺ぎではない。実際、俺がこういったものを勇者軍時代によく食べていた。ただ、お客さんたちから「また食べたい」という声だけは上がらなかった。けっこういけると思うんだけどな、携帯食……。

「いや、この不味さこそダンジョン探索の醍だい醐ご味みでしょう」

　と、言ったのはティフェレットだ。

　これには同行中の管理討伐隊隊員たちも頷うなずいてくれた。ワイルドな男たちからの評判はいいらしい。ビルフォニアも相変わらず無表情で食事を取っていたが、心なしか一口一口嚙かみしめるような食べ方だったのが印象的だ。

　休憩時間はまだしばらく取ってあり、ウィッカが展開している気配遮断の結界（彼女いわくインビジブル・ア・シルト）から外に出ない限りは、お客さんたちに自由行動を推奨していた。モンスターとは接触できないものの、奇妙な紋様の落ち葉や枯れ枝といったものだけでも、じっくりと観察するに値する。

　そんな中、俺はさり気なくルジアスに接近してみた。

「よ、よぉ。ルジアス」

　ルジアスは干し肉と悪戦苦闘している最中だった。うまく嚙み切れないらしい。奥歯で挟んでムリヤリ引き千切ろうとしている。

「……なんだ、人の食事中に」

「あ、悪い。いや、ただ……今日は来てくれてありがとう的なことを……」

　言おうとした直後、きつい目で睨まれた。

「そういう話はやめとけ。他の客も、ビルフォニアさんも見てる」

「うっ……」

　相変わらず手厳しい。いや、俺が公私混同しているだけか。正論を突きつけられては引き下がるしかなく、そのまま離れようとしたが。

「……まぁ。頑張ってるんじゃないのか」

　不意に、ルジアスはそう呟いた。

　振り返ると、顔はそっぽを向いたまま、まるで独り言のようにルジアスは言う。

「……今度は、お前が休みをつくれ。そのとき、父さんと母さんの墓参りに行こう」

　その言葉に、俺は何度も頷いた。







　ツアーの後半は、いよいよ目玉のモンスターハントが待っている。

『孤独な樹海』のモンスターたちは階層によって強さが大きく変化し、一層目は正直、子どもが相手にしても面白くないレベルに弱い。一方、二層目は一般的な成人男性が素手で殴りあってギリギリ勝てるかどうかといった具合である。レンタル装備の強度、ウィッカによる支援魔法を考慮して、今回は二層目を選ぶことにした。

　ネックはツアー客の多さだが、そこは管理討伐隊も様子を見守ってくれるらしい。というか……彼ら、良くしてくれすぎている気がする。俺、もとい勇者軍に対する恩義がそうさせているのだろうが、ビルフォニアからの視線は厳しくなる一方だった。

「……師匠。あたし、そろそろ出番？」

　籐カゴを背負ったフランノエルが、そわそわした様子で訊ねてくる。

　その期待に応えたいのはやまやまなのだが……。

「うん……そろそろ出番をお願いしたいんだけど……」

　地表部分にあたる一層目を中央まで進み、二層目へ続く斜面状の太い枝──枝といっても人三人くらいは並列して歩けるほど、幅広でしっかりしている──を下って歩くこと半刻ほど。モンスターハントの予定地である、少し開けた空間へと辿り着いた。

　細道での戦闘は非常に混乱を招きやすいため、管理討伐隊にはあらかじめ、このあたりの広場にモンスターを集めておいてもらったはずなのだが……。

「……どうして、いないんだ？」

　モンスターの気配はない。草むらや樹の陰に隠れている……といった様子もない。疑問の視線を投げかけるが、隊員たちも戸惑い気味の反応だった。『無限の扉』の面々も、俺に視線を集めてくるばかり。

　お客さんたちの間に、少しずつざわめきが広がり始める。




「──だって、巻き添え食らって怪我したら可愛そうじゃない」




　そのとき不意に、ツアー客の一人が言葉を発した。

　赤髪おさげ。上から下まで白いワンピース。それ以外に特徴もない──言ってしまえば、あまりに普通すぎて見落としがちな外見の少女が、そこにいた。

　そして──その外面がずるりと溶け落ちる。

　その異常事態に、目撃した何人かが驚きの悲鳴を上げた。

　そうして新しく現れたのは、ウェーブのかかった黒髪。深い紫色の双そう眸ぼう。キラリと光る左右の犬歯。白い布のようなものを全身に巻きつけている、妙齢の女性。

　変化の魔法。

　事情を知るすべての者に緊張が走る。

「これから貴方たちをぶちのめすために、この子が暴れるんだから」

　そして──見た。

　真紅の魔法陣が空中に描き出され、そこから巨大なモンスターが姿を現すのを。







　一つ目魔獣。一角魔王。一撃必殺の魔人族。

　無数に存在するモンスターの中でもとりわけ上位に位置し、いくつもの異い名みようを冠されるその存在の正式名称はサイクロプス。

　その巨体が魔法陣を介して召喚され、三階建ての家屋ほどもある高さから、一つしかない目で見下ろしてくる。

　そして──その拳が無情にも振り下ろされた。

　俺は拳の落下地点、四十人を超えるツアー客たちの中心に走り込む。

「ぬ──ぅぅうんッ！」

　両手を掲げ、サイクロプスの拳を受け止める。全身に凄すさまじい衝撃が走った。けれど、負傷者一人出すことなく、なんとか初撃を凌しのぎ切る。

　周囲からは信じられないものを見たような視線が集められたものの──常識的に考えて、突っ立ったまま地面に向けて振り下ろす拳に、まともな力など入るはずがない。サイクロプスは人間とほとんど同じ身体構造をしているが、頭の中身は空っぽだ。本来の力を十二分に発揮できるケースはまず稀まれである。

「へぇ、防げるんだ？　でもそれ、何発までいけるの？」

　いつの間にか、謎の女はサイクロプスの肩に座っていた。愉快そうに睥へい睨げいする眼差しに、もはや人間的な色は感じられない。完全に敵対者だ。

「やっちゃえ、サイクロプス！」












　謎の女の指示に呼応し、サイクロプスが再び拳を振り上げる。愚ぐ直ちよくにも同じ攻撃──ならば、まだ数発は耐えられる。そのうちの一回で不意を突き、振り下ろされた腕を伝って女性のもとまで走りきれば──と、思っていたのだが。

「う、うわああ!?」「きゃああああ!!」

　ツアー客が一斉にパニックを起こし、散り散りになって逃げ回る。サイクロプスの拳が一旦止まり、一つ目がぎょろぎょろ動き回ると──途端、拳の方向を変えた。

「あ、まずっ……！」

　不測の事態などではない。俺が完全に失念していただけだ。間に合わない。誰かが負傷し──最悪の場合、死ぬ。

「すまん、何本か壊すかも！」

　フランノエルの籐カゴから刀剣を何本も無造作に引っ摑み、サイクロプスの顔面目掛けてぶん投げまくる。一本目が頰を掠かすめ、二本目が額に突き刺さってからは、すべて拳で振り払われた。しかし、その動作でツアー客への攻撃が止まる。一方、あらぬ方向へ弾き飛ばされた刀剣には、また別の刀剣を投げ当てて軌道をずらし、ツアー客に当たらないようにしておいた。

「……ふぅん、やるわね？」

　謎の女は値踏みするような目で俺を見始めた。一時的にサイクロプスの攻撃も止む。様子を窺うかがっているのだろう、こちらもクールタイムといこう。

　……いや、いきたいところなのだが。ツアー客の混乱は今の攻防でむしろピークに達し、四方八方へ逃げ惑っていた。だが、遠くへは逃げられない。ウィッカが結界を張っているからだった。

　もちろん混乱は大きくなるものの、これ以上なくいい仕事である。

『ご安心ください、みなさま』

　さらにウィッカは、機転を利かせてメッセージを送った。直接脳内に語りかける魔法で、大声を出さずとも伝わる。落ち着いた声が音もなく全体に浸透し、少しずつ冷静さを取り戻してくれる。

　だが、続く言葉は俺から冷静さをかすめ取ってくれた。

『こちらは当ツアーのサプライズコンテンツ──元勇者軍の精鋭クライル・カディッツによる、超巨大モンスター・サイクロプスの討伐ショーです！』

「……元勇者軍？」

「やっぱり、本物の……」

「討伐ショーか、これは新しい……！」

　ウィッカの無茶ぶりは、ツアー客の混乱を一気にひっくり返した。誰もが俺に送る眼差しを期待のそれに変化させ、今や恐怖に陥おちいっている人間など一人もいない。

　たった一言──たった一瞬。

　──それだけ信頼され、それだけ憧あこがれられているんだな、勇者軍は。

「あぁ……だったら、裏切っちゃいかんよなぁ」

　ばちんばちんウィンクを送ってくるウィッカに、苦笑いでもって返答する。

　冷静にツアー客を避難誘導する間、俺もまた覚悟を決めた。







「それで、クライル。一人でやれるのかい？」

　ウィッカとフランノエル、グリーシア、そして同行中の討伐隊の半数がツアー客を避難させ始めると、ティフェレットとワップルがこちらにやって来た。二人とも、すでに武器を構えて臨戦態勢ではある。

「……実を言うと、手伝ってほしい」

　かつての俺なら、サイクロプス程度なら一人で十体は同時に討伐できた。だが、今は一体を相手取るにも苦労するだろう。

　過去の栄光は説明を一切省き、後者の事実だけを伝えると、ティフェレットは好戦的で頼もしい返事をしてくれた。

「ふふ。ウチは実を言うと、ちょっと戦ってみたかったんだよね」

　一方、ワップルはやや腰が引けた状態で、苦笑を浮かべている。

「ボクはちょっと遠慮したいかなぁ……なんて」

「ダメだよ、ワップル。キミだって十分戦えるんだから。ビルフを笑えるくらいコケにした、あの神速を見せつけて──」

「誰がコケにされた、だと？」

　話の途中、唐突にビルフォニアが現れた。どうやら彼も戦力に加わってくれる──。

「一体これはどういうことだ。予定にないことをするな。ダンジョンツアーリングとしてあるまじきトラブルだぞ」

　──わけもなく、いきなりの糾きゆう弾だん攻撃である。こういうとき、頼りになるのはティフェレットだけだ。

「言ったでしょ、サプライズコンテンツって。さぁさ、お客さんはあっちで見ててくださいな」

「客？　私は一同業者として説明を求めて……」

「今日は査察だの視察だの偵察だの……って理由で来たわけじゃないんでしょ？」

「ぐ……そ、それは」

　やっぱり強い。相性は最高である。

「まぁ、見ててよ。大丈夫だから。なんたって、勇者軍の英雄がいるし」

「……ふん」

　忌いま々いましそうに俺への一瞥をくれると、ビルフォニアもまた避難場所へと向かった。

　それと入れ替わるように、討伐隊の面々が集まってくる。

「自分たちも当然、協力させてもらうであります！」

「すべては、自分たちの不ふ甲が斐いなさゆえでありますゆえ！」

「おおぉ！　健全なダンジョン管理という勇者軍の方々と交わした約束を違えてしまったこの罪……死をもっても贖あがなえないに違いないのであります！　かくなる上は……」

「わかった、わかったから」

　戦う前に切せつ腹ぷくされては困るので、適当になだめ落ち着かせる。

　さて──これで戦力は決まった。

　戦線に立つのは俺、ティフェレット、ワップル、そして『孤独な樹海』管理討伐隊のメンバー五名……の、合計八人。

　四十を超える観客が見守る中、たった一体と一人の敵を相手に立ち向かう──と言うと多勢に無勢に思えるかもしれないが、その一体は巨人サイクロプスだし、もう一人も得体の知れない存在だ。慎重に立ち回らなくてはなるまい。

　相手がまだ様子を見てくれている間、俺は手短に作戦を伝えた。手伝ってほしいとは言ったが、ティフェレットたちには極力リスクも負担も少ない方法を選択する。「それでいいのか」と問われたので、「これでいいのだ」と返答した。

　大きなリスクと負担は、俺が引き受ければいい。

「……ふぅん、仲間を頼るのね？」

　話し合いが終わるのを待っていたのだろう。ずいぶんと余裕を取り戻した様子で、サイクロプスの肩に座る女性は薄く笑った。

「なんだかガッカリ。話に聞いてたのとちがーう」

「そうかい」

　俺はそれだけ返事して──ティフェレットたちに合図を出した。

　その直後、俺を除いた七名の戦士たちが一斉に散開し、サイクロプスを取り囲むような位置取りで林の中へと散ってゆく。

　一方、俺だけは真正面からサイクロプスに突っ込んだ。

　フランノエルから借り受けた武器は一本の長なが槍やり。かつては二本同時に軽々扱っていたものだが、いま扱えるのはこれが限界だ。小回りが利かないのは難点だが、敵がサイクロプス一体のみとあればそう複雑な動きも要求されない。

　穂ほ先さきをサイクロプスの腹部あたりに定め、突撃する。

　やや戸惑ったような様子を見せたサイクロプスだが、正面から来る明確な脅きよう威いに気付いて視線を定める。拳を振り上げ、何のためらいもなく振り下ろす。

　俺は直後、長槍の柄えを地面へ垂直に突き立てた。

「あ、バカ！　バカサイクロプス！　そんなことしたら……」

　謎の女の忠告も虚むなしく、槍が深々とサイクロプスの拳に突き刺さり、大地を揺らすような叫びが響いた。しかし致命傷には遠い。槍も半ばで柄えが折れて、これで一本がダメになってしまった。

　とはいえ、ここまで計算通り。

「三、五、七、攻撃！」

　周囲の林に向けて指示を飛ばす。茂みから、ワップルと管理討伐隊の二人が飛び出した。南、北西、北東の方角からわずかな時間差を置いて疾しつ駆くすると、その勢いのままサイクロプスの脚部を狙う。

「せぁあああっ！」

　一番遅くに飛び出したはずのワップルが二人の兵士を追い越し、真っ先にサイクロプスへ攻撃を与えた。すれ違いざま、身体をコマのように回転させての素早い斬撃。それ以上は攻撃をせずに走り抜けて、反対側の林へと突っ込み身を隠す。さすがは元盗賊──といったところだろうか。

　反応したサイクロプスがワップルを追う直前、今度は隊員の一人がその脚に長剣で斬りつけた。こちらはワップルほど動作が速くないものの、十分に余裕をもって走り抜け、サイクロプスが照準を合わせる前に距離を取る。

　その直後に、三人目の攻撃がサイクロプスに命中するも──。

「ミ、ミスでありますっ!?」

　剣先がわずかに掠っただけだった。サイクロプスの反応もやや鈍い。隊員は立ち止まって二撃目を仕掛けようとしたが、俺は全力で制止した。

「止まるな！　カス当たりでもいい！　そのまま走り抜けて逃げて！」

「しょ、承知でありまうわあああ!?」

　隊員が悲鳴を上げて逃げ出す。一歩遅れて、サイクロプスが気付いたからだ。その巨大な拳が隊員を追い──辛うじて、彼の方が先に林の中へと逃げ込めた。サイクロプスの拳は強きよう靭じんな樹木、もとい『孤独な樹海』の枝に阻まれる。

「次、二、四、八、攻撃！」

　間髪入れず指示を飛ばす。今度は別の草むらから、ティフェレットと隊員二名が飛び出した。先ほどと同じ要領で、着実かつ一方的に傷を重ねていく。

「ギ、ゴゴォ……」

　一撃一撃は軽いが、少しずつサイクロプスの動きにぎこちなさが混ざってくる。傷もそうだが、空っぽの頭なんかはとっくに混乱状態だろう。

　俺も長槍を新調し、牽制して集中力を乱しつつ、隙すきのできたところで急所へ刺し突とつを食らわせる。当然それでも一撃では倒れてくれないので、何度も繰り返しだ。

「……鬱うつ陶とうしいわねぇ」

　何度も巨体がぐらつくからか、謎の女は居心地悪そうに呟いた。

「この子、難しいことはできないのよ。だから……あなただけ、退場して？」

　彼女が手の平をかざすと、空中に魔法陣が現れた。数は七つ。そこから色とりどりの魔法弾が俺に向かって降り注ぐ。

　──ちなみに俺、こういった「基本的」らしい魔法攻撃すら、いまひとつ納得していない。そもそも魔法弾ってネーミングからしてあやふやすぎる。結局なんなんだ、この光の玉。ちんぷんかんぷん意味不明である。

「そのセリフ、そっくりそのままお返しするぞ」

　地面を二度つま先で叩き、義足のカラクリを始動させる。

　当然──ウィッカから授さずかった技名も忘れない。

「魔を撃ち砕く鬼き神しんの鉄てつ脚きやく──奥おう義ぎフォビドゥン・スマイト！」

　魅みせる演出も仕事だから、と彼女に暗記を推すい奨しようされたのも要因だが、復唱しているうち、素直に格好いいと思えるようになってきた。実際お客さんからの反応は予想以上に盛況で、ただの蹴り技に歓声が飛び交う。

　反射した魔法弾は、軌道を術者の方向へと切り替えた。サイクロプスが巨腕を振り回して防いだものの、そのサイクロプスに少なくはないダメージが蓄ちく積せきされる。謎の女は露ろ骨こつに表情を歪ゆがめた。

　順調な攻撃と反撃。ツアー客が再び歓声に沸わく。

　このままいけば負傷者もなくサイクロプスを打ち倒せる──はずだったのだが。

「……はぁ。まさか長期戦になるとはね」

　謎の女は溜ため息いきをつくと、懐から、七色に輝く宝ほう玉ぎよくを取り出した。

「あなたが情けないからよ、サイクロプス。死なせないから、殺しきるまで頑張りなさい」

　その宝玉を──思い切り、サイクロプスのこめかみに叩きつけてかち割る。破は片へんが飛び散り、サイクロプスの巨体に溶け込んでゆく。

　変化は直後に現れた。

「……え、まじで？」

　楽しげに攻撃を続けていたティフェレットが、表情をこわばらせた。ワップルも同様に青い顔を見せる。隊員たちの顔面など、もはや見るに耐えないほどの土気色だ。

　サイクロプスの傷口がみるみる再生してゆく。

　与えたダメージのすべてがなかったことにされてゆく。

「豊ほう麗れいたる生命の息吹を蝕しよくせ──禁術ドレイア」

　肩の上の女の声が、物もの憂うげに響き渡った。







「……ドレイア？」

　ワップルが首を傾げた。

「なんだい、その……技？」

「……禁術の一種。簡単にいえば、周辺にあるものすべてから生命エネルギーを徴ちよう収しゆうする魔法だ」

　一定のレベルを超えた魔法は保存が利く。特殊な宝玉なり金属器なりに詰め込み、かち割ることで発動するのだ。その中でも一線級の効果を発揮し、周囲に多大な影響を及ぼすのが禁術、という位置づけになっている。

「なるほど……それで」

　ワップルは視線をサイクロプスの周囲に向けた。

　そこにあるのは、生気を搾しぼり取られるように枯れてゆく樹々や草花といった光景だった。それと反比例してサイクロプスの肉体は回復・増強し、戦う前より強靭な仕上がりになってゆく。

「……ん？　でもさ、それ、放っておけば良くない？　何回かは回復されちゃうだろうけど、周囲から力を奪ってるなら、いつか限界が……」

「来ると思うか？　ダンジョンだぞ、ここ」

　モンスターよりも。

　魔王よりも。

　実は遙はるかに厄やつ介かいなのが──『ダンジョン』という存在そのものだ。

　何が厄介かといえば、消滅させることができないのである。

　無尽蔵のエネルギーを有するかのように、どれだけ損壊させても再生し、さらには無限にモンスターを生み出し続ける不滅の永久機関。だからこそ勇者軍でも、結界処理で封印するしか手立てがなかった。

　それが回復の源みなもととなっている以上、サイクロプスの体力に底はない。永遠に回復し続け、減らされる体力は一方的にこちら側だけだ。

「……突破法は」

　しばし凍りついていたティフェレットだが、そこは往年の冒険者、すぐに現状を受け止めて打開策へと思考を切り替えていた。

「どうしたらいい、クライル。勝ちの目はあるのかい」

「……やるなら、一撃で吹っ飛ばすしかない。サイクロプスが本来耐えられる以上の攻撃を一撃に集約させてぶつければ、禁術もドレイアもまったく関係ない」

「できるのかい、それは」

　俺は沈黙せざるを得なかった。

　できるかできないかで言えば……できるからだ。

　目には目を。歯には歯を。禁術には禁術を──ドレイアには、サクリスを。

　グレゾニア戦でほとんど使い切ったが──実はまだほんの少しだけ、この身体には『魔ま蝕しよくの黒こつ血けつ』が残っている。だからこそ不十分とはいえサイクロプスの一撃を防げたし、多少なりとも刺突攻撃が有効打たり得ている。魔法なんてちんぷんかんぷん──などと言っている俺だが、この力はもっと意味不明だ。

　その黒血を解放し、瞬間火力に変換するのが禁術サクリスである。たとえ微量とはいえ、サイクロプス程度なら十分に吹き飛ばせるはずだ。

　──が、それを口に出すことはできない。

　サクリスの発動には時間がかかる。それも『魔蝕の黒血』が少ないほどに、だ。全盛期にグレゾニアへぶちまけたときはものの五秒とかからなかったが、今の残量で発動するにはその十倍かかるだろう。威力はきっと十分の一もないだろうに。

　その間、俺は完全に無防備になる。

　その間、誰がサイクロプスを足止めできる？

　言えば、やってくれるかもしれない。「ほんの少しだけ足止めしてくれ」に、「はい、わかりました」と返事が来たとする。

　……何人が犠牲になる？

　管理討伐隊の面々は、あるいはそれすら厭いとわず了承するかもしれない。彼らの勇者軍に対する忠義心は、ときに命よりも重い。ワップルやティフェレットだって、それしか方法がないと知ったら「やる」というだろう。そんな無茶はさせられない。このダンジョンへ来ることになったきっかけは俺で、このトラブルも本もとを正せば俺に原因があると言えるからだ。

「……一撃では、倒せない」

　だから俺は、ティフェレットの問いにそう答えた。

「作戦は、さっきまでと同じだ。ただし、さっき以上に攻撃は重視しなくていい」

「……それで大丈夫なのかい。何かが変わるとは思えないな」

「みんなでサイクロプスを翻ほん弄ろうしている間に、俺があの女を仕留める」

「ドレイアを直接止めるわけか。確かに一番効率的かもしれないけど……」

　ティフェレットの視線が下がり、俺の右脚へと向けられた。

「……そっちの足、義足なんじゃないの」

「……話、したっけ」

「なんとなく、気付いてた。四、五年前と比べて、立ち方、歩き方、走り方……何から何まで不自然だなぁ、と思っていた」

　言いたくはないけど、とティフェレットは言う。

「弱くなったんじゃないか、クライル。理由は知らないけど──たぶん、昔とは比べ物にならないほど」

「…………」

「正直、あの頃のキミが、サイクロプス相手に苦戦するとは思えない。今こうしてまだるっこしい戦法を選んでいるのは、キミ自身、もう……」

「いいからやるぞ。攪かく乱らんは任せた」

　話を途中でぶった切り、槍を手に取り駆け出した。追いすがる声を置き去りに、今もなお回復を続けるサイクロプスの下へ突っ走る。

「おおおおぉぉぉぉ!!」

　以前ほどの速さはない。以前ほどの力もない。防御に失敗すれば、サイクロプスの攻撃一発で大打撃は必至だろう。槍一本で串刺しにし、ぶんぶん振り回していたあの頃が懐なつかしい。

　あの戦士クライルと、今のコンダクター・クライルは、果たして本当に同じ人間なのだろうか？

　自分でもわからないくらいに笑えてくる。

　弱くなったものだ、本当に。

「今こそあの頃の力が欲しい……なんて」

　──今は必要ない雑念だ。目の前の戦いに集中しよう。

　すでにサイクロプスの射程範囲には入った。

　一気に加速し、こちらの間合いを接触させねば一方的になぶり殺される。

「おおおおぁぁぁぁぁあああ!!」

「ギゴァアアアアアアアァァ！」

　振り落とされるだけの拳を右に左に避けつつ走る。ドレイアを受けた敵の動きは、明らかに機敏になっていた。しかし、まだ回避できないほどではない。視認できれば何も問題は──。

「背中がお留守よぉ？　なぁんちゃって！」

　突然、爆風が背中を押した。背後で魔法弾が炸さく裂れつしたらしい。

　バランスを崩し、たたらを踏む。追撃を警戒し、フォビドゥン・スマイトによる反撃を試みようとしたが──それはあまりにも無む思し慮りよな、ただの脊せき髄ずい反はん射しやだった。

　サイクロプスの拳がこちらの側頭部をかすめる。

　ただそれだけで俺の身体からだは吹き飛び、意識が一瞬真っ白に染まった。

　その直後、追撃が右脚に来る。倒れたところをその巨大な拳で叩き潰されたのだ。

　金属的な破は砕さい音おんが響き渡り、鈍い光を放つ破片がいくらか飛び散った。幸い、全損には至らずまだ動かせる。生身の方じゃないのも助かった。逆の脚であれば、痛みでまた意識が吹っ飛んでいただろう。

　サイクロプスの肩の上に座ったまま、謎の女は薄く笑う。

「あら、作り物？　じゃあ……次は反対を狙いなさい、サイクロプス」

　その言葉で、助かったのがほんの一瞬だけだということに気付かされる。そのあとも延々と続く危機的状況を考えれば、事態は何も好転していない。単に、遅いか早いかの問題だった。

　立ち上がる。立ち上がろうとする。努力だけが虚しく空回りして、現実がちっとも追いつかない。立ち上がれない。

　そうしてもたもたしているうちに、サイクロプスの拳が俺の全身を殴り潰し──。







　子どもの頃、俺はどこかのダンジョンで迷子になった。

　十年以上も昔のことだから、おそらくアルバストラ周辺だったとは思うが……具体的にどことは覚えていない。思い出せない。記憶に錠でもかかっているような感覚だ。

　その上、どうして、どうやって──魔王のいる最深部まで到達したのか。その謎は俺自身、未だに解けていない。

　ただ、理解している事実はある。

　一つ、そのとき俺は確かに一度死んだこと。

　一つ、俺が死んだあと、誰かが俺の頭を石でぶん殴ったこと。

　一つ、その石には禁術サクリスが封じ込められていて──。

　一つ、俺の『魔蝕の黒血』は、そのとき体内に宿ったということ。







　──サイクロプスの拳は、空中で弾かれて止まっていた。

　目には見えない壁が、俺とサイクロプスを隔へだてているようだった。

「クライル、大丈夫!?」

　ウィッカの声がする。……ウィッカ？　なぜこっちに？

「……ちょっと。何よ、アンタ。邪魔しないでくれる？」

　俺のそばへ駆け寄ってくるウィッカに、謎の女は不機嫌そうに言い放った。それとほぼ同時に、サイクロプスの拳が振り下ろされる。

　ウィッカは素早く杖を振りかざした。

「羽は撃ばたけ、災さい禍かを阻はばむ大おお鷲わしの翼──シュトゥルム・シルト！」

　その直後、ウィッカお得意の魔法──圧縮した空気の壁が発生し、サイクロプスの拳を空中で弾き返す。謎の女は驚愕ののち、忌々しそうに舌打ちをした。またも警戒か、様子見か。謎の女とサイクロプスの行動が一時停止される。

「ウィッカ……なんでこっちに？　お客さんの防御魔法は……」

「大丈夫！　お客さんの中に、すごい魔法使いがいたの。いっぱい質問してきてくれたあのおじいさん！　少しの間、防御魔法の維持を代わってくれるって言って」

「代わってもらった、って……」

　視線をやれば、確かにおじいさんが魔導書のようなものを開いてぶつぶつと呟いている。リングとしてどうなんだろう……とも思ったが、状況が状況か。あまり良くない気もしたけれど、深く突っ込まないことにしておいた。

「ねぇ、クライル。本当に方法はないの？」

　ウィッカはどうやら、ティフェレットたちから少し話を聞いてきたようだ。

　サイクロプスを倒すには、絶大な攻撃力が必要であること。

　しかしそれがないから、俺が単身乗り込んで直接、謎の女を倒そうとしていること。

「……ない。俺があの女を直接仕留めるしか、方法は……」

「噓うそ」

　ウィッカははっきりとそう言った。

「クライルは、質問に正直に答えるとき、絶対に間を置いたりしない」

　そうだったろうか。

　……などと一瞬でも考え込まされてから、カマをかけられたのだと気付く。俺の反応から、ウィッカだけでなく、ティフェレットたちも真実を察する。

　じぃ、と向けられる視線に耐え切れず、俺は白状した。

「──あるよ。あぁ、あるともさ。あの巨体を一撃で仕留める方法は」

　けれど同時に、表情を明るくする面々に、きちんと釘も刺しておく。

　その方法。それに伴う危険性。難易度の高さ。俺の参戦なくしてサイクロプスをあしらい続けなければならない、無茶な要望。

　ティフェレットも、ワップルも、勇者軍に忠実な隊員たちすら、安請け合いの返事はしなかった。俺がここまでコテンパンにされたのが良い薬だったのだろう。自分の命を天てん秤びんに掛けては、即答などできるはずもない。

「わたしがやる」

　しかし──それもウィッカにだけは効き目がまったくなかったようで。

「わたしが引きつける。その間に、クライルは準備して」

「……できるの、ウィッカ」

「あはは。クライルがそれ言うの？」

　ウィッカはおかしそうに笑った。

「できっこない量の仕事を回されても、『できない』なんて一度も言わなかった。疲れたとか、終わらないとか言いながら、ボロボロのまま仕事し続けた」

　ティフェレットはバツの悪そうな顔をし、ワップルが苦笑した。討伐隊の面々はなんのこっちゃと首を傾げて聞いている。

「だから、わたしはやる。クライルを信じてるから、やれる」

　ウィッカの言葉に噓はなく、ウィッカの気持ちに偽りはなく。

「だから、クライルもわたしを信じて」

　いつかのように、手を差し出される。

　ウィッカがサイクロプスを相手にし続けられるとは思わない。ドレイアを撃ち抜いて倒せるなんて考えられない。勝てない。負けるしかない。あれはそういう怪物だ。

　だけど。

「──六十秒」

　信じられるかどうかで言えば、俺はウィッカを信じられなかったことなど、ただの一度もなかったことに気が付く。

　それは、今も同じだ。

　だから俺は、ウィッカの手を取った。

「全力で集中して、六十秒かかる。その間だけ──俺を自由にしてほしい」

「かしこまりっ!!」

　手に一度だけ力を入れて握手を交わすと、ウィッカは走り出した。







　その直後、俺たちを守っていてくれた、見えない障壁が砕け散った。

　時間で言えばぎりぎり六十秒は耐えていたかもしれない。けれど、それは俺たちがただ話をしていただけだからだ。俺がサクリスの発動準備に入れば、謎の女が危機を察知し、魔法攻撃を重ねてすぐにでも障壁を破壊していただろう。

　だから、魔法攻撃にはティフェレットたちが対応してくれることになった。

「魔法弾……って言っても、結局は何かにぶつかる攻撃でしょ？　クライルに当たる前に迎撃するなり、盾にぶつけて散らしたりできるはずだよね」

「で、できるかな……いや、やるしかないのか」

　ティフェレットは鞭で。ワップルは不慣れながらもリーチのある長槍で。それぞれ飛来するだろう魔法弾を叩き落とす態勢に。一方、管理討伐隊の面々は俺の周囲を取り囲み、外側に向けて盾を構えていた。

「防御は任せるであります！」

「魔法弾くらいなら、なんとか防げるであります！」

　そして肝心のウィッカはというと、単独でサイクロプスの前に立ちはだかっていた。

　女の子になんて役回りを、と見ているツアー客の多くには思われるかもしれない。

　だが、彼女は魔法使い。

　この世で最強の呼び声も高い、正真正銘の戦闘職である。

「来たりて集え、力の波動──グレアーズ・カノン！」

　ウィッカが杖を振りかざす。すると、その背後に三つの魔法陣が浮かび上がった。数は少ないが、大きさがある。そこから吐き出される魔法弾もまた、人一人くらいなら丸々飲み込めそうなほどだ。

　その光球が、一つはまっすぐに、一つは高く放物線を描くように、一つは大きく右方向へカーブしながら、サイクロプスを同時に襲った。派手な爆炎に包まれ、サイクロプスが痛ましい叫びを上げる。

「ギゴゴゴゴォォォ…………」

「なーんだ、わたしの魔法も結構通用するんだね！」

「そうねぇ……ほんの一瞬だけど！」

「…………ォォォオオオアアアア！」

「きゃー、復活してるーっ！」

　振るわれる反撃の拳を、ウィッカは叫びながらも俊しゆん敏びんな動きで回避する。魔法で強化された身体能力がそうさせているのだろう。

　それでも回避が間に合わないときは、シュトゥルム・シルト──もとい空気壁をつくって攻撃を防いでいた。そうして相手の手番に隙が生じたところで、攻撃魔法を撃ち放つ。単独としては非の打ち所がない、堅実な立ち回りだった。

　ただ、火力は明らかに足りていない。いずれ先に体力が尽きるのはウィッカの方だろう。総合的に見れば、どう考えても彼女に勝ち目はない。

　もっとも、それで十分過ぎた。

「そうだな……火力は、俺の役目だからな」

　すべてを出し切る。すべてを使い切る。すべてを吐き出し切る。すべてを使い果たし切る。残りの黒血すべてをサクリスに変換し、底を尽かせる。

　そうして今度こそ──俺の身体は「普通」に戻る。

「……うん、それがいいな」

　強さにしがみついていたかった。足を失ってから、持ち金のほとんどと引き換えに特殊な義足を手に入れたのも──強さと離れ離れになってしまうのが嫌だったから。

　でも、いいんだ、それで。

　弱くなったって大丈夫、きっとなんとかやっていける。

　だから、これが最後。

　未練がましく残していた『魔蝕の黒血』──その最後の一滴を絞り出すため、傷口を抉る。血が流れ出る。赤い。まだ赤い。変な寒気が全身を襲う。

　やがて、黒い血が流れ出た。

「──禁術サクリス、解放」

　ほんの数滴に満たない黒血を空中に散らし、組み上げる。練り上げる。丁寧に。繊せん細さいに。集中して。集中して──一つのイメージに。

　そうして織り成されたのは、真っ黒な小鳥。

　小さく懸命に羽撃くと、俺の左拳で羽を休めた──かと思えば、そのまま体内に溶け込むようにして消える。

　直後、俺の左拳の甲からは漆黒の羽が生えた。

「……これで、本当に最後だな」

　力のすべてが、この一ヶ所に集約されているのを感じる。それと同時に、身体の中身がだいぶ軽くなったような気分に陥った。

「──おまたせ」

　ティフェレットに、ワップルに、管理討伐隊の面々に向けて言う。予想通り魔法弾を何発ももらった様子で、各々が疲労し負傷していた。彼らに敬意の一礼をしてから、壊れかけの義足を引きずり歩き、サイクロプスのもとへと向かう。

　そこには今もなお交戦を続けるウィッカがいた。彼女もまた消耗の色が濃い。よく見れば、いくらか傷も負っているようだった。目線だけを交錯させると、ウィッカは後方へ下がった。

　俺は漆黒の羽が生えた拳を振り被り、サイクロプスの攻撃に対するカウンターを待つ。謎の女が意図に気づいたのか、焦ったように魔法弾を射撃してくる。だが、そのすべてをウィッカが同数の魔法弾を撃ち放って相殺した。

　サイクロプスの拳が真上から振り下ろされる。

　その拳に、俺は俺の左拳を合わせて突き出した。












「ギ──ゴゴァガッ!?」

　直後に無数の小鳥が舞い、サイクロプスの全身にまとわりつく。

　足掻き、藻掻き、苦しむものの、それもほんの一瞬のことだった。

「おやすみ──亡なき骸がらはせめて、地中深くに埋めておこう」

　漆黒の小鳥は、瞬きほどの間にサイクロプスの全身を貪むさぼり、喰くらい尽くし──その生命力を極限まで摩ま滅めつしきる。

　決着は、あっけないほどに一瞬だった。







「……噓でしょ」

　直前でサイクロプスから飛び降り、避難していた謎の女が呆然と呟く。

「禁術が……ドレイアが、負けた？　同じ禁術とはいえ、残りカス同然のサクリスに……？」

「決着はついた。大人しく捕まっておけ」

　ふらつく俺を討伐隊が支え、ティフェレットとワップルが謎の女へと歩み寄る。その真後ろでウィッカが杖を構え、一瞬の挙動も見逃さないよう警戒している。

　けれど──相手は構わず踵きびすを返した。

「ウィッカ！」

「天恵の声に耳を傾けよ──グラス・サラウンド！」

　謎の女の足元に、ウィッカの魔法陣が煌こう々こうと展開される。その作用で、『孤独な樹海』に行き渡る無数の巨大な枝が檻を形成するように謎の女を取り囲み始めた。

　しかし女は──すべてすり抜ける。

　まるで幽霊のように何もかもを通り抜け、あっという間に俺たちの前から遠ざかっていった。

「な、何あれ……あんな魔法、アリ？」

　ウィッカが驚き、杖を下げる。ティフェレットとワップルは追おうとしたが、すぐに諦あきらめた。ウィッカの発動した魔法が、かえって邪魔となってしまっていたからだ。

　いや──それでなくとも、得体のしれない相手だった。深追いし、藪やぶ蛇へびとなるのも厄介だろう。賢明な判断ではある。再び奇襲をかけてこないとも限らないが……とりあえず。

「……まだ、ツアー中だったよな」

　俺は、重い声で呟いた。

　遠くに避難し、老人の魔法に守られながら様子を見ていたツアー客たちは、いつの間にか沈黙しきっていた。

　……いや、いつの間にか、なんて表現で誤魔化すのはやめよう。

　俺がサクリスを発動したときから、彼らは言葉を発していなかった。

　恐れの対象が、サイクロプスから俺に移っただけではないか……と、不安になった直後だった。

「さすが、勇者軍！」

　魔法使いの老人が、杖を手放して盛大な拍手をした。

　他の客たちも一斉に手を叩き、歓声を送り始める。忌き避ひはない。恐怖もない。俺に向けられるのは、ただただ賞しよう賛さんと憧どう憬けいばかり。

　俺はその反応を、半ば信じられずに呆然と見ていた。

「だから言ったでしょ、わたし」

　ウィッカは、とても誇らしげな顔で言った。

「クライルみたいな冒険者がいたら……みんなきっと『うぉー！』って、絶対になるって！」

「……みたいだな」

　たとえ、平和な世界に生きていても。モンスターに襲われたことがなくても。ダンジョンを訪れるのが初めてだったとしても。

　──勇者軍の活躍を、自分たちも体験してみたい。

　──冒険したいとか、武勇伝を残したいとか……そういう気持ちがなくなる日は、絶対に来ない！

　いつだったか、ウィッカが言っていた通りだ。

　だったら俺は──ここでもやっていける。

「さぁ……ツアーを再開しようか！」

　大手を振って凱がい旋せんする。その瞬間だけは、まるで勇者のようだった。
















「クライルくん……極まってきたね」




　せこせこと書類の山と格闘していると、ワップルがそう声をかけてきた。これからまたどこかへ出かけるのか、フォーマルなスーツ姿がよく似合っている。

「まさか両利きを活かして同時に二枚の書類を処理するなんて……脳みその方は追いついているのかい？」

「ご心配なく。ひと通り確認してから記入作業に入ってるので」

　数日前の『孤独な樹海』ツアーが終わってから、仕事は一段落するところかむしろ増えた。

　普段の書類整理に加えて、反省点の洗い出し、記録の整理、今後に向けての方針作成などが積み重なってきているのだ。とにかく仕事全体の件数を減らすべく、まずは確認と署名だけで済むものから先に片付けている。

「しかし……うまくいって良かったね、あれは」

　しみじみと語るワップル。俺も一度両手を止めて腕組みをした。

「そうだなぁ……きちんと倒せて、お客さんもちゃんと盛り上がってくれて、さすがにうまくいきすぎた気もしたけど」

　誰一人としてクレームを出さなかったのは、正直、奇跡の類だと思う。図太いというか、たくましいというか……いいお客さんに恵まれた。

「ん、んー……まぁ、そこは素直に感謝しておこう！」

「そ、そうだな。誰も何も言わないなら、そのまま穏おん便びんに……」

　そのときだった。からんころん、と扉の開く音がしたのは。

「失礼する」

　リング『無限の扉』の活動拠点。来訪客など滅多に訪れないこのオンボロ建造物に、ビルフォニアがやって来た。

　俺とワップルはもちろん、ウィッカ、フランノエル、グリーシア、ティフェレットも何かしらの仕事のためフロアに集まっていて、視線が一気に来訪者へと注がれる。

　あのツアーから数日──数日が経って、全員が油断していなかったといえば噓うそになる。けれど、予感だけはなんとなくしていた。青せい天てんの霹へき靂れきだ、などと寝言をのたまう者はいない。

「先日の、『孤独な樹じゆ海かい』ツアーについてだが」

　ビルフォニアはゆっくりと室内を見回し、俺たちが身構えている様子をしっかりと確認してから、宣告した。

「あれは間違いなく、重大なツアートラブルだ。評議会へ報告したのち、審議にかけさせてもらう」

　やはりか、と思う半面、なぜいまさら、という気持ちもある。それが顔にでも出ていたのだろうか、ビルフォニアは付け加えて説明した。

「一件のクレームも上がらなかったのは、正直予想外だ。うまいことツアー客は騙だませたようだが……私にあれを看かん過かするつもりはない。客として、同業者として、評議会の一席として、声を上げさせてもらう」

「……それをわざわざ伝えに来たのかい、ビルフ」

　真っ先に立ち上がったのは、やはりティフェレットだった。窓際の席から腰を上げ、ビルフォニアの方へと歩み寄る。

「それだけじゃないんだろう、どうせ。本当の用件はなんだい」

「条件だ。それが呑のめれば、今回のトラブルは不問に付そう」

「……まぁ、そんなところだろうね。それで、条件って何さ？」

「クライルを『アルバストラ総合旅団』に移籍させろ」

　ティフェレットの問いに、ビルフォニアは突拍子もない提案を告げた。

　当惑する俺に一度だけ視線を移し、ティフェレットが問い詰める。

「……理屈がよくわからないんだけど？」

「調べたところ、『孤独な樹海』ツアーはクライルあっての敢かん行こうだったそうだな。勇者軍時代のツテや知識を有効活用した、見事なプランだった。だが──悲しいことに、トラブルが起きた」

「トラブルとか言ってるの、キミだけみたいだけど？」

「客に向かってそういうことを言うのだな、お前は？」

　だからいつまでも三流リングなんだ、と。

　要らぬ皮肉を逆手に取られて、ティフェレットが一瞬押し黙る。

「我が『アルバストラ総合旅団』なら、彼の実力を最大限に引き出せる。無論、トラブルなども起こさせない。要は適材適所だ。至らぬ者がマスターを務めるリングにいるより、その方が誰にとってもためになるとは思わないか」

「……だったら、評議会にでもなんでもかけるがいいさ」

　ティフェレットの言葉に、ワップルとグリーシアが腰を浮かせる。しかしティフェレットはそんな二人を制し、言葉を続けた。

「それで直接、ウチを罰すればいい。罰金でも反省文でも活動禁止でも好きなようにすればいい。でも、クライルは渡さない」

「ほう？　ずいぶんと強気だな、ティフェ。何か、立場を勘かん違ちがいしていないか？」

「引き抜きの口実に、あの話をトラブル扱いしたがっているようにしか、やっぱり思えないんだよね？　それに、引き抜いたあとのクライルを、キミがまっとうに働かせてやるとは到底考えられない。職場全体でイジメでもするつもりかい？」

「……妄想は大概にしておけよ、ティフェレット・ガリヴァン」

「そっちこそ、ウチの頭越しに話を通せると思うなよ。ビルフォニア・エイゼルシュタイン」

「…………」

　情けないことに、俺は、事の成り行きを見守るしかなかった。

　ここで「俺が移籍することで解決するなら……」と進み出ることができたら、どれだけ格好いいだろうか。だが、俺にはそんなことできなかった。噓でも、冗談でも、そんな言葉が口から出せそうな気はしない。

　自分勝手なのだろうが……俺は、『無限の扉』から離れたくなかった。

　ツアーが一応は成功を収め、リングの存続が少しだけ安定し、ウィッカが故郷に帰らずともよくなって──これからだというときなのに。

　どうしたものか。

　どうすればいいのか。

　ここで全部、こんな形で終わってしまうのか。

　そんなふうに悩んでいるのは俺だけでなく、ウィッカたちも同様だった。ティフェレットとビルフォニアのやりとりが白熱するのを見ているだけ。やがて、取っ組み合いになりかけた──そのとき。

「『無限の扉』は、ここで良かったかの？」

　しゃがれた声が突然、割って入ってきた。

　いつの間にか扉を開いて入室していたその人物を見て、ビルフォニアの表情が一変して困惑の色に染まる。

「ゲ、ゲゼルさん……？」

「ほほほ。なんじゃ、ビルくん。先に来ておったのか」

　その老人は、先日のツアーで積極的に質問を飛ばし、またウィッカに代わってツアー客への防御魔法を展開してくれた、あの魔法使いだった。

　意外といえば意外な人物の登場だったが、ビルフォニアが動揺しているのはなぜなのか。ティフェレットの方も、急に緊張したように口を噤つぐんでいた。

「……クライルくん、あのね」

　俺だけが怪け訝げんな表情をしていたからだろう。ワップルが小声で教えてくれた。

「あの人、総合リング評議会の代表責任者だよ」

　……肩書きを聞くだけで、なんか偉い人なんだな、というのはわかった。つまり、あれだろうか……ビルフォニアとともに、このリングを潰しに来たのか？

　一瞬そう危惧したが、件くだんの老人──ゲゼルは穏やかに笑って、こう言った。

「先日のツアーだが……とても楽しかったぞ！」

　予想外の言葉に、俺たちはそろって呆あつ気けにとられた。

　それからゲゼルはおおいに語った。それは、俺たちのリングを、あのツアーを絶賛する言葉の数々。しきりに繰り返したのは、この歳になって未知のダンジョンを歩けるとは思わなかった、ということ。

　サイクロプスの登場に関しては、あのときウィッカがでっち上げた咄とつ嗟さの機転をそのまま鵜う呑のみにしている──というより、うまく討とう伐ばつできたという結果が残せたからこそ、はじめからそういうコンテンツだった、ということにしてくれたようだ。

「それで──ビルくんは、何をしにここへ来たのかな？」

「……いえ。用事はあらかた済ませました。私は、これで」

　推察するに、ゲゼルの方が立場は強いのだろう。ビルフォニアはバツが悪そうにそう言うと、そそくさと身を翻ひるがえし、外へ向かおうとする。

　そして、去り際。

「──私はお前や、勇者軍のような連中が大嫌いだ」

　ビルフォニアは俺の近くで小さく、だがはっきりと言った。

「自分たちだけが特別な存在だと思い上がり、周囲もそれを認めて褒ほめ称たたえる風潮には吐き気をもよおす。だから私は、冒険者を増やすのだ。決して貴様ら勇者軍が、特別な存在などではないということを思い知らせてやる」

「……知ってるさ、それくらい」

　そんなことは、すでにイヤというほど思い知った。

「俺らは人間の中の戦士という一面に特化していただけだ。それでも──そんな奴が戦士でなくなってしまったとしても受け入れてくれる世界が、ここにはあるじゃないか」

　戦えるから、何だ。戦えないから、何だ。価値観はそれだけじゃない。

　ただ──いまさらそんなことに気付いた俺の言葉など、ビルフォニアにはきっと届かないだろう。お荷物だなんて突っぱねた過去は、俺の中でも、彼の中でも、永遠に変わることのない事実なのだから。

「……持てる者の詭き弁べんだな、それは」

　だから、ビルフォニアはそれだけ言ってリングを去った。

　その言葉に返せるほどのものを、今の俺は持っていない。







　そんな一ひと悶もん着ちやくがあってから、ようやく、『無限の扉』は以前の空気を取り戻した。

　フランノエルは竜のリップスと運送の仕事に出掛け、ワップルはお得意さんとの打ち合わせに向かい、グリーシアはお菓子の買い出しと言って頻ひん繁ぱんにリングを抜け出していた。そのたびにティフェレットが新たな書類を彼女のデスクに追加し、ウィッカがこっそり手伝おうとして、内容の小難しさにそっと元に戻していた。

　一方の俺はというと、仕事はまだまだ山積みだったが、その日の午後、少し長めの休み時間をもらうことにした。

　親の墓参りという、弟と交わした約束があったからだ。







　ルジアスはすでに約束の場所に来ていて、俺はへこへこしながら近付くことに。

「悪い、遅くなった」

「遅くはないだろ。そういうことは時間を見てから言え」

　……相変わらず鬼のように厳しい。

　訪れたのは、繁華街から遠く離れた静かな霊園。その一角にやたらと綺麗に磨みがかれた墓石があって、ルジアスはその前に立っていた。

　俺は一瞬、足が止まりそうになった。けれど、ここで立ち止まるわけにはいかない。沼の底を歩くような足取りで、ルジアスの隣まで近付く。

　その墓標には──紛まぎれもなく、俺とルジアスの父母、その名前が刻まれていた。

「──父さんと母さんは、お前の噂を聞くたびに誇ほこらしげな顔をしていた」

　なんとも名状しがたい気分でしばらく呆ぼう然ぜんと眺めていると、意外にも、ルジアスの方から話を切り出してきた。ただ、その視線は俺でなく、父さんと母さんの墓石に向けられている。

「俺に気遣って、それを面おもてに出したり、誰かに自慢したりするようなことはなかったが……きっとお前の無事を祈っていたし、お前の活躍を喜んでいた」

　俺の記憶の中の父さんと母さんは、ずいぶんと遠い。勇者軍時代も、特に恋しいと思う気持ちが湧わくことはなかった。嫌いだったわけじゃない。むしろ大好きだった。

　だから、ずっとあの家にいると思っていた。

　そんなわけがないと、もっと早く気付くべきだったのに。

「……ルジアス。お前は、俺をどう思ってるんだ」

「無性に腹の立つ奴だ」

　今やたった一人の肉親となった弟は、本音を隠さなかった。

「旅だの、冒険だの、ダンジョンだの……ごっこ遊びとはいえ、子どもの頃から振り回されて、迷惑していた。振り回されないように少しかわす術を覚えたと思ったら、お前はもうどこか遠くに行っていた。結局お前は、俺じゃなくてよかったんだ。生まれたときから傍そばにいたのがたまたま俺だっただけで、お前は、本当は……一緒に戦いや冒険ができる奴が欲しかっただけなんだ」

「……それは」

「だから──腹は立つが、これで良かったんだろう」

　ルジアスの目は、父さんと母さんの墓石から離れない。

「俺はお前についていけなかった。お前は俺を置いて行った。それで良かったんだ。家族だからって、死ぬまで一緒にいるわけじゃない。それが、たまたま早すぎただけ」

「……でも、俺はそれで迷惑をかけた。この歳になって、お前にあのときぶん殴られるまで、一回もそんなことを考えたことがなかった」

　頭を下げる。ルジアスと、両親の墓石に向かって。

「すまなかった。……ごめんなさい」

　この言葉を届けるのに、俺はどうしてこんなに時間がかかってしまったのだろう。

　どうして一度も、家族の気持ちに気付けなかったのだろう。

　ただ一言──こうして謝りに来るだけでも、ぜんぜん違っただろうに。

「……行きたいところがあって、やりたいことがあった。それを我慢することなんてできなかった。お前はそういう人間だった」

　下げた頭の上から、ルジアスの声がした。

「ただ、それだけのことだろ」

　落ち着いた声音に、恐る恐る顔を上げる。

　直後──左頰を思い切り殴られ、ぶっ倒された。

「なんで……なんで、今なんだよっ！」

　叫び、ルジアスは馬乗りに跨またがってきた。そのまま俺の顔面へ拳こぶしの雨を降らせる。咄嗟に腕を上げてガードを固めるも、ルジアスのパンチは止まらない。

「なんでもっと早く帰って来られなかったんだよ！　どうして最初からああいう仕事にしなかったんだよ！　普通にちゃんと働けてたじゃないかよ、お前！　普通に楽しめるツアーだったぞ、馬鹿野郎が！」

　涙に混じり、言葉がこぼれ落ちてくる。

「勇者軍になんか入らなくたって、ずっとアルバストラにいれば良かったじゃないか！　それでも生きていけただろうが！　普通の生活じゃダメだったのかよ、なぁ!?」

　俺もルジアスも、とっくに腕の感覚なんて麻ま痺ひしていた。拳が痛みで止まることはなく、体力が尽きるまでむちゃくちゃな殴おう打だが続く。

　やがて、ルジアスの拳が止まった。

「……本当に、すまなかった」

　今度は腕を下げても、もう拳が飛んでくることはなかった。

　ルジアスは、溜めに溜め込んでいた憑き物が落ちたような、そんな顔をしていた。

「──遅いんだよ、バカが……」

　横様に倒れ、死んだように寝転がる。俺もルジアスも、すぐには起き上がれそうになかった。

「……おかえり、兄さん」

「……ただいま、ルジアス」

　遅くなってごめん、と。

　それだけ言って、俺たちはしばらく、両親の墓前で仰向けに倒れていた。







「やっほー、クライル」

　ルジアスが去ったあと、魔法使い然としたワンピースを着た少女が近づいてきた。タイミングの良さからして、こちらの様子を窺うかがっていたとしか思えない。

「弟さんとはうまく和解できたの？」

「まぁ、そんなところだな」

「そっかぁ」

　ほっと胸をなでおろし、ほがらかに笑う少女。

「良かったね、クライル。これで一安心？」

「さて、どうかな……」

　あのあと、ルジアスは急にまた以前の冷静さと冷徹さを取り戻し、「だけど俺はお前を許したわけじゃない」と言ってのけた。完全に修復できたと思ったのだが、やっぱりそういうわけにもいかないようだ……。

　ただ、少なくとも再会したときよりはマシになったのだろう。「時間があれば墓前に土産みやげ話ばなしでも供そなえに来い」とか、「俺が役所にいるときはツアー申請に来るな」とか言ってくれたし。もちろん、後者は照れ隠しに決まっている。兄さんはわかってるぞ、うんうん。




「──で、お前は一体誰なんだ？」




　隣に立つ少女に向けて、俺は言った。

　一瞬だけきょとんとしたような反応を示したが──俺が微み塵じんも揺るがなかったからだろう。諦あきらめたように苦笑と溜ため息いきを落とした。

「どうしてわかったのかしら」

「その前に、一瞬でも騙せていたと思ったか？」

「……そういえば、一度も『ウィッカ』とは呼んでくれなかったわね」

　つまらなそうに吐き捨てると、その人物はウィッカの変へん装そう──というより、変身をやめた。ウィッカの外装が溶け落ちるさまなど見たくはなかったので、目を逸そらす。

　なかば予想していたが──しばらくして正体を現したのは、あの謎の女だった。

　ちなみに、ウィッカは「やっほー」などと言わない。

　彼女の挨あい拶さつは「ヤッホー」だ。

「お目にかかるのは三回目かしら。こんにちは、死神クライル」

「知らない誰かが俺の名前を知っているのはもう慣れっこだが……一応訊く。お前、何なんだ？　モンスターに肩入れする魔法使いか何かか？」

「私は魔ま神じんよ。魔神レナカルテ」

　俺の問いに、女は間かん髪はつを入れず答えた。

　──自己申告が真実である可能性や、いかに？

「そうか、魔神か……」

「微妙に信じていない反応ね……癪しやくだわ」

「信じてもらいたいなら、一度ユシアの前に現れてやってくれ。その場でぶっ倒されて二度と俺の前に現れなかったら本物。そうでなかったら偽物だ」

「……だとしたら、魔神としてあなたとお喋りできるのは今しかなさそうね」

　あんなことしでかしてくれた奴と喋りたいことなどないのだが。

　……いや、それよりこいつ、とっ捕まえてどこかに突き出した方がいいのだろうか。

「無駄よ。私じゃあなたに勝てないかもしれないけど、あなたじゃ私は捕らえられないわ」

　考えながらもすでに突き出していた俺の腕は、レナカルテとやらの肩をぬぅっとすり抜けた。液体と気体の中間めいた感触。だが、それを摑み取ることはできない。

　うーむ……これだから魔法はずるい。まったくもって反則的だ。

「それより、訊きたいことがあるの」

「……答えるとは限らないぞ」

「あのときサイクロプスにトドメを刺さなかったのは、どうして？」

　レナカルテは首を傾かしげた。

　俺は少し、自分の中でもその答えを整理してみる。

　先日の戦闘──実は、残り僅わずかなサクリスではサイクロプスを殺しきれなかったのだ。

　ただ、ドレイアでも回復不能なレベルに損傷を負わせ、虫の息まで追い詰めたのは事実である。サイクロプスに抵抗するだけの力はなかったし、地面に倒れ伏すその首を斬り落とすことも容易たやすかっただろう。

　けれど、俺はそれをしなかったし、他の誰にもそんなことはさせなかった。

　理由は明白。

「──人が、たくさんいただろ」

「……え？　そんな理由？」

「そんな理由だ。なんというか……それだけなんだ」

　あのツアーにはいろんな人がいた。男も、女も。子どもも、大人も、老人も。

　その顔ぶれは、ほとんどが本当の──魔王討伐前の過か酷こくなダンジョンを知らないものばかりだった。

　彼らは、彼女らは、勇者軍の、人類の希望たちの活躍に憧あこがれている。だがそれは、すべて伝でん聞ぶんだ。噂として、物語として、ときには詩として、人から人へと継がれてきた事実の影でしかない。

　それらは当然、都合のいいように美化されている。

　魔王討伐とは──魔王を倒して、殺して、絶命させて、切り刻んで、すり潰して、焼き払って、その血と肉と骨の最後の一ひと欠片かけらまでも消滅させることを意味する。その光景に人間的な温かみを感じさせるものはない。俺たちはそのときだけ、相手が命あるモノだと忘れ、心を殺し、ただその作業に没ぼつ頭とうする──そんな様子までは、人の話に乗って流れない。どこかで誰かが語るのを忌き避ひし、美しい断片だけが歪いびつなまでに綺麗に繋ぎ合わされ、英雄譚として流布されてゆく。

　そして──それでいいのだ。

　ティフェレットは言っていた。ダンジョンツアーは、楽しさを伝えるものであってほしいと。ただの一度も、過酷な冒険を体験させたいとは言っていない。

　俺も、彼の意見に賛成だった。ツアー客が夢を見ている物語を、そのイメージを壊したくない。壊す必要もないと思う。この世界にはもう魔王がいないし、平和な日々が続いてゆくのだから。

　だから最後、俺は本当の意味でのトドメを刺さなかった。

　あの後、俺はウィッカに転送の魔法をお願いし、サイクロプスをダンジョンの奥深くへと追いやった。『孤独な樹海』ほど複雑な構造であれば、頭空っぽのサイクロプスが地上まで這はい上がってくることはまずないからだ。

　──もっとも、こいつのような存在が何かちょっかいを出さなければ、の話だが。

「……あなたは、本当にあの魔王殺しのクライルなのかしら？」

　質問に答えたはずが、自称魔神はさらに首を傾げた。

「よくわからないのよね……あなたの脚を奪ったのも、軍のお仲間を殺したのも、ダンジョンやモンスターなんでしょ？　それをどうして許せるの？」

「許す？」

「だって、そうでもなくちゃサイクロプスを逃さないじゃない。ダンジョンなんて、二度と近寄りたくもないんじゃない？　その理由が何なのか、よく……」

「……別に俺、モンスターやダンジョンに対して、恨んだり、怒ったりしたことはないんだが」

　モンスターは人を襲う。人はモンスターから身を守るために戦う。そういうふうに生まれてきた生き物だから、仕方がない。俺はそう思う。

　もちろん、大多数の人が、モンスターやダンジョンに対して恨みや怒り、畏い怖ふに恐怖といった感情を抱いていることは知っている。それを否定するつもりもない。

　ただ──少なくとも俺や、ダンジョンツアーに惹ひかれて来る人々は。

「──モンスターやダンジョンのこと、たぶん、好きなんだよ」

「は？」

「そりゃ、倒し倒されるっていう、基本的な関係性は崩せないと思う。でも、それをそういうものだと思って楽しもうって気持ちも、わからなくはないんだ。俺自身、そういう面に憧れて勇者軍についていったわけだし」

　辛いことも。悲しいことも。非情で、許し難いことも。ダンジョンやモンスターにかかわる出来事は、過去幾度となく起こってきた。もしかしたら魔王が全滅したこれからの世界でも、起こることなのかもしれない。

　けれどそれと同じくらい、夢や希望、憧れや願望が生まれてきたのもまた事実のはずだ。だから、ダンジョンツアーを求める人がいる。冒険譚や英雄譚に心を躍おどらせる人々がいる。ユシアのような人間を、人はみな、勇者と呼ぶ。

　臆おく病びよう風かぜに吹かれているだけの人間なんて、そうそう存在しないのだ。

　なんだかんだ文句を垂れながら、それでもたくましく生きていくのが人間だ。

「仲良くしよう、なんて言わない」

　だから、ウィッカみたいに手を差し出すことはしない。

　けれど俺は──とりあえず今、目の前にいるこの女性が、本当にこの世界でダンジョンやモンスターを生み出した魔神なのだと思うことにして……正直な気持ちを告げた。

「これからも、人間とよろしく」

「…………」

　レナカルテが何か言いかけ、一瞬止まった。

　遠くからウィッカの声がする。俺の名前を呼んでいる。予定より長引いたから、連れ戻しに来たのだろうか。律りち儀ぎだな──と思ったが、そういえば午後は彼女とも約束をしていた気がする。新しいツアーの企画を考えようとか、なんかそういう話で。

「──なるほど。魔王が負けるわけだわ」

　ウィッカとの距離を気にしながら、レナカルテは言葉を続けた。

「でもね、今度はそうはいかない。私たち魔神はそんなに甘くない。あんまり楽観的に考えてると、今度こそ痛い目に……」

「え、魔神って一人じゃないの？」

「……口が滑すべった。忘れて」

　レナカルテはそう言うと、その場で地面に溶け込むようにして消えた。これ以上いるとボロが出ると、自分でも察したのだろうか。聡さといんだか、ドジっ子なんだか。

「しかし──私たち魔神、か」

　魔王を倒して。モンスターを抑制して。ダンジョンを制覇して。

　それでも、世界は変わっていなかったのだろうか？

　変わったように見えるのは、人間がそう勘違いしているだけ？

　本当は、まだサクリスを手放していいような時期ではなくて──再び勇者軍が集結して、レナカルテをはじめとした魔神勢力と戦わなくてはならない状況、だったり？

「クーラーイールっ」

　──先のことは、まだ誰にもわからない。

　だから、もうしばらくはこのままでもいいだろうか。

　今の俺には戦いだけではなく、ダンジョンツアーのコンダクターという立派な仕事がある。レナカルテの言葉は心の隅っこにでも置いといて、必要なときに思い切り頭を悩ませることにしよう。

　だから今は、振り返る。

　今度こそ本物のウィッカが、朗ほがらかな笑みでそこにいた。

「ちょっと休憩長いよー？　わたしとの約束、忘れてないよね……って、うわ！　なんでそんなに顔かお腫はれてるの!?　誰かに殴られた!?」

「あぁ、これは……家族愛だ」

「よ、よくわからないけど治癒魔法を……あぁ、杖置いてきちゃった！　とりあえず、早くリングに戻ろう！」

　相も変わらず賑にぎやかなウィッカが、俺の手を取り早足で歩き出す。新しい日常へ連れて行ってくれる。それは、旅や冒険と同じくらい心の躍ることだ。平穏なはずの毎日ながら、何が起こるかわからない。

　うん──十分だ。

　突き抜けるような青空を仰ぎ見ながら、俺は霊園をあとにした。









あとがき






　ツアーの思い出といいますと、何年か前に紅葉もみじ狩りだかなんだかのツアーに参加したことがあるのですが、そこの行程がちょっとフシギな感じで、途中、コートや布団ふとんなどをお買い物できるポイントがあったんですね。会社同士の繋がりなのでしょうけれど、まぁそのコートや布団は結構いいお値段のするもので、こちらとしては買う気もありませんし、そもそも予想外のことでしたから、冷やかし程度に売り場を眺めているくらいだったのですが……ふと、途中で気付きました。

　出口、なくない？

　これ、どこから出ればいいの？

　最初はのんびり、売り場を見物していたんです。見る分にはタダですから、それ自体は別に良かったのですが、紅葉を見に来たはずなのにいつまでも毛皮やら羽毛やらの製品とにらめっこしていても……とさすがに感じ始めてきた頃なので、そろそろ売り場から撤退しようかな、と。そう思った矢先、少し困ってしまいました。とはいえ、冷静に考えてみれば、一人で見知らぬ土地に迷い込んだわけではないのです。ツアーの最中なのですから、わからないことは引率者の方に聞けばいいのです。

　で、捜してみるといないんですね。ツアー引率者さん。

　忽こつ然ぜんと姿を消していました。

　そこそこの広さがある室内なのですが、入ってきた方のドアからは出られないようになっていたので、当然「出口」と呼ぶべきものがあるはずなんです。なんですが、どう見てもそれとわかるような通路や扉などが見当たらない。私の他にも、一緒に来ていた家族、その他何人かのツアー参加者さんの間に少しずつ戸惑いのざわめきが広がっていきました。同時に、それ以外のツアー参加者さんたちは、まんざらでもない雰囲気でコートや布団の購入手続きに入っていきます。売り場の店員さんたちが笑顔で購入手続きを進めていきます。店員の中には大おお山やまのぶ代よさんみたいな声の人がいました。

　時計を見ると、そろそろバスが次のポイントへ向かう時間。引率者の方が現れる気配はなく、お買い物を続ける人たちは時間など忘れてしまっているように楽しげで、大山のぶ代さん似（声）の店員さんはまんまドラえもん（旧）のだみ声で「お買い上げありがとうございます」と頭を下げていました。売り場から撤退したい私たちの要望を聞き入れてくれそうな人はおらず、少し怖くなりました。早く、早くバスに戻らないと。

　でも、出口が見当たらないんです。

　どこを探しても、出口が見当たらないんです……。




　出口は部屋の奥の方、どう見てもただの壁の一部としか思えない出っ張りの裏側に、隠れるように存在していました。あの通路は正直、攻略本（古い）でも見ないと気づかなかっただろうな、と今でも思います。




　初めまして、もしくはお久しぶり、月つき本もと一はじめです。

　本作と全く関係ない奇妙な体験談からあとがきを始めてしまったことを、まずは深くお詫わび申し上げます。

　こんな長いあとがき書くなら本文もっと頑張れよって話ですが、あとがきとは本文を書き終わったあとに書くものなので仕方がないのです。不可抗力です。寛大な心でご容よう赦しやいただければと思います。




　さて、ダンジョンといえば、まぁまず間違いなくロールプレイングゲームの類たぐいで耳にする言葉であり概念であると思うのですが、最近は──と言ってしまうあたり時代に取り残されている証拠なのですが──ライトノベルの類でも目にする機会が格段に増え、様々な視点や切り口で取り扱われている題材でもあります。その市場での賑にぎわいたるや、正直、「ダンジョン」はもう飽和状態なのでは？　お腹いっぱいなのでは？　と思わなくもないです。思わなくもないのですが、すみません、書いてしまいました。書いてしまったからには、売れてくれないと困ります。ところで「困ります」という言葉には、ほとんどの場合、「言われた方が困る」というフシギな力が宿っている気がします。ならばここは一つ助け合いの精神というやつで、えーっと、その……何なに卒とぞよろしくお願い致します（言葉に困った人の図）。




　そういえば、オリジナルの原稿を発表するのはかれこれ二年ぶりにもなります。……これだけ書くとフェアじゃない（主に筆者が）ので一応の報告をしますと、去年の六月頃から『FLOWER KNIGHT GIRL』というＤＭＭのブラウザゲームでシナリオライターとしてお仕事させていただいています。なので、決してヒマだったとか、何もしていなかったとか、そういうわけではないのです。ないのですったらないのです。興味のある方は、ぜひぜひ（本作の布教活動をよろしくお願いします）。




　最後に、いつもお世話になっている担当和田様、本作を本格的なイラストで彩いろどってくださったこぞう様、ここまでお付き合いいただけた読者の皆様に格別の感謝を！　ありがとうございました！

　またこの言葉が言えるように、頑張りたいと思います。





　　　「長いと言いつつ謝辞に三行しか割かないダメあとがきメーカー」月本一
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